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【本校校舎】  

緒 言 

 

3 年前の教務主任（兼研究主任）は、授業での悩みを次のように語った。「自分の考えをもっ

ていても発言しない生徒が多いんです。」「高校入試のことを考えると、私が教えている時間を

削る勇気がありません。」そこから、「なぜ、生徒が発言しない授業になってしまうのか。」「な

ぜ、教師が話し続けてしまう授業になってしまうのか。」という課題が見えてきた。私たちの授

業づくりを見つめ直すとてもよい視点である。授業中の発言が形式的なものになっており、生

徒に必要感をもたせていないこと、対話を通した協力的な課題解決の活動が少ないことなど、

改善すべき方向性が定まってきた。 

そんな折、教務主任が本地区の研修会で講義を受けたのが、杉江修治先生と協同学習の出会

いである。研修内容の報告を受け、杉江先生の著書に目を通す。この方にご指導を仰げば、教

務主任の前述の悩みを解消し、若手も授業づくりの基本を身につけることができるであろう。

きっと、本校に新たな風を呼び込んでくださるであろうと確信した。 

 さて、本校概略を紹介する。愛知県北設楽郡設楽町の 3 中学校が統合して、本校が開校して

20 年目となる。開校当時の生徒数は 156 名であったが、現在、通常学級 3、特別支援学級 3 の

6 学級、全校生徒 61 名のへき地小規模学校である。学区内には 4 小学校があり、バス通学生徒

が 3 分の 2 を占める。 

 平成 31 年 4 月からの 2 年間、北設楽地方教育事務協議会の研究委嘱をいただいた。教職員の

職能開発を目指し、研究体制を確立する格好の機会を得た。各教科を担当する一人一人の教職

員の授業力向上が、生徒の学力・生きる力を伸ばすことにつながるということと、研究を前向

きにとらえ、背伸びせずにできることを確実に進めていくことを確認し合った。研究主題を「仲

間と共に課題に向き合い、自ら学ぶ生徒の育成 ～課題設定・個人思考・話し合いを重視した

協同学習を通して～」とし、実践を積み重ねてきた。管理職を除く定数 16 名の教職員のうち

35 歳以下が 10 名を占める本校において、

長期的な人材育成を視野に入れて現職研修

を充実させる必要がある。教務主任がとら

えた本校の生徒の実態、日々の授業の課題

について、前述のとおり校長と繰り返し面

談をして研究の方向性を提示した。指導助

言をいただく講師として、杉江修治先生お

一人に絞り、「協同学習」の理念を取り込ん

だ授業づくりを推進し、各教科に共通する

本校の授業スタイルをつくってきた。 

この研究推進に当たり、組織の編成を工

夫した。指導案検討と授業研究を進める 3

つの学年部と、研究理論の整理と実践を検

証する研究 3 部会を組織した。研究 3 部会とは、研究のサブタイトル「課題設定」「個人思考」

「話し合い」を示しており、研究の仮説もこの 3 項目に合わせて設定した。その 3 部会に 3 名

のミドルリーダーを配置した。そして、研究主任だけでなく各部会のリーダーを協同学習の研

究会に派遣し、本校の研究に反映させた。このことにより、研究がやらされているものではな
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【授業検討会の様子】

く自分たちでつくっていくものという気風が

さらに高まった。研究授業の検討会は、グル

ープ協議を基本とした。所属する研究 3 部会

それぞれの立場から意見を出せるので、若手

教員も遠慮なく何度も発言できた。その後の

グループ協議の報告を 1 年目から 3 年目の教

員が理路整然と語る姿も見られた。 

このように研究を推進してきた結果、生徒

は、単元を貫く課題や毎時間の授業の課題を

自分事としてとらえ、解決に向けて意欲的に

取り組むようになり、何のためにグループや

全体で意見を述べ合うのか目的意識をもって

話し合いに参加するようになった。本校の実践が協同学習の理念に合致しているか不安ではあ

るが、その成果をまとめた研究紀要を協同教育実践資料 25 に掲載していただけることは、とて

もありがたく光栄なことである。 

10 月 29 日の研究発表会では、いわゆる「三密」を避けるために、研究概要の事前配付やリ

モートでの参観など、これからの研究発表の一つの事例としてできることは試みた。これから

求められるであろうＩＣＴ活用の授業においても、生徒同士による高め合いを重視した授業ス

タイルを追究していきたい。

本校の研究を始める段階からここに至るまで未熟な私たちを導いてくださった杉江修治先生

に改めて感謝を申し上げたい。毎回、私たちの研究に向かうモチベーションを高めてくださっ

た。そのおかげで、経験年数や教科の専門性に関係なく互いに熱心に協議し、私たちも協同学

習ができる教師集団となった。これまでの苦労が達成感に変わり、教職員としての自覚を一層

高める機会であった。ここで満足せずに、生徒同士の学びを大切にする日々の授業づくりに向

けて今後も努力していきたい。 

設楽町立設楽中学校校長 村松 忠男 
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研究の概要 
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１ 研究主題 

仲間と共に課題に向き合い，自ら学ぶ生徒の育成 

～課題設定・個人思考・話し合いを重視した協同学習を通して～ 

２ 主題設定の理由 

（１）生徒の実態から

本校の生徒は，明るく，素直である。教師の話を聞き，何事も

真面目に取り組むことができる。また，友達から頼まれると誠

実に対応している。それは，本校生徒がそれぞれの地域で大切

に育てられ，愛されてきたからだと考える。 
一方で，生徒一人一人を見ていると自分で考えることを避け

て他から言われて行動したり，何をすればよいのか決められず

に困っていたりしている。また，自分の意見をもっていてもな

かなか発言しないこともある。その原因を次のように分析した。 
① 自分の意見に自信がもてない。

② 考えが思いつかず，意見自体をもてない。

③ 他人の目が気になり，言い出しにくい。

④ 相手の気分を害しないかと気にする。

これらのことから，物事に対して自分で考え解決しようとする力，自分の考えを明確に

する力，自分の考えを相手に伝えようとする強い意志を育む必要性を感じた。 
（２）これまでの課題から

平成３０年度まで「できたを実感する生徒の育成」を研究主題として実践してきた。そ

の年度末，３年生を対象に，どのような授業が印象に残り，どのような場で活躍できたか

を調査した。その結果，「『できた』と実感できた授業」「課題を解決するためにどのように

すればよいのか考えた授業」「体験や実験を行った授業」と答えた生徒が多かった。 
一方で，「仲間と共に協力して学習する授業」「グループやペアで活動する授業」と答え

た生徒は少なかった。それは生徒が仲間と関わる場面が少なかったり，仲間と関わってい

てもその良さや必要感を感じられない授業展開だったりしたからだと考える。 
また，これまでの研究課題として，生徒が本時の学習目標をつ

かんでいても，学習過程が目標と結び付いた授業の展開になっ

ていないことがあった。そのため，振り返りの段階で改めて生徒

が「目標は何だったか」と見直さないと授業を振り返られないと

いう姿が見られた。目標と結び付いた授業の流れになっていな

いこと，学習課題が生徒の実態に即したものではなかったこと

が浮き彫りとなった。 
これらのことから仲間と共に課題を解決し，学習課題を自分事としてとらえるように授

業の展開を組む必要性を感じた。 
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（３）本校の伝統から

設楽中学校は開校以来，校則といわれるものを明記していない。その代わりに「生徒憲

章」がある。開校当初の生徒たちが掲げたも

のである。生徒は，毎年生徒憲章をもとに各

学年で重点的に取り組みたいことを話し合

い，その目標に照らして生活している。生活

に関わること，服装などの判断は個人に委ね

られているが，中学生らしい身なりや態度で

生活している。また，部活動や運動会などを

通して下級生は先輩から学び，先輩にあこがれを抱いている。

先輩がつくった伝統を守っていこう，引き継いでいこうという

意識は高く，自律・自主の心構えを身に付けている。 
 私たちは，このような態度を授業でも引き出したいと考え，

本校生徒がもつ本来の自主的な力を引き出すような場の設定，

教師支援を行っていけば，生徒の主体性がいっそう伸びるので

はないかと考えた。 
（４）協同学習を取り入れて

 協同学習とは，「集団の仲間全員の学びが高まること」「学習

者一人一人が強い個として成長すること」を目標とする学習で

ある。仲間と共に意見を交わしながら，「学び合う」「励まし合

う」「認め合う」活動を引き出し，常に高め合うように学習に参

加するという意識改革でもある。仲間に助けてもらうという依

存する関係ではなく，「自分が仲間の成長に貢献できた」「仲間

によって自分が成長できた」という成功体験を積み重

ねることにより，本校生徒に求める力を伸長できると

考えた。自分事としてとらえた学習課題を仲間と共に

追究することにより，よりよい解決策へとつなげ，個々

の学力を高めるという協同学習の理念を授業づくりの

根幹とすることにした。 
（５）課題設定・個人思考・話し合いについて

 仲間と共に課題に向き合い，自ら学ぶ生徒を育成す

るために，本校の授業スタイルを再構築した。 
① 課題設定の在り方と課題意識を持続させる支援の在り方

を追究する。

② 個人の思考をどのようにもたせ，思考の深まりをどのよ

うに実感させるか追究する。

③ 深い学びにつながる話し合いとなる支援の在り方を追究

する。

これらをそれぞれ「課題設定」「個人思考」「話し合い」と呼び，研究を推進する。 

生 徒 憲 章 平成 13 年７月

真の自由の意味を己の心に問え 
１ 親しさと厳しさが生む信頼 
２ マイベストで感じる満足感・一体感
３ 学年としての立場と責任の自覚 

  １年生 先輩から学び，自分も成長する。 

２年生 先輩を支え，後輩に伝える。 
３年生 最上級生として，自ら動く。 

【本校での協同学習のイメージ】 

学びの目的を共有する課題設定 

責任ある個人思考と話し合い 

協同学習
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４ 研究の仮説と手だて 

〇単元を貫く課題の設定に当たって 

・時間を十分にとり，生徒の疑問や考えを聞く。

・４要素を満たすような単元を貫く課題を設定

する。

ア 何を学ぶか明確である。

イ 必要性・必然性がある。

ウ 好奇心や意欲をかきたてるものである。

エ 活躍できそうだと期待感がもてる。

・生徒の疑問や思いと教師の意図をバランスよ

く組み合わせ，生徒の表現を使いながら生徒と

共に設定する。

〇「単元マップ」作成に当たって 

・課題解決に向けて，何を学べば解決できるかを

生徒に確認しながら，生徒と共に作成する。

・単元を貫く課題を矢印で示すなど，貫く課題が

一目で分かるようにする。

〇「単元マップ」活用に当たって 

・教室に掲示したり，ファイルにとじたり

して，単元を常に意識できる状態にす

る。

・生徒のつぶやきや学習過程で生じた新し

い課題などを書き込んだり，マップの流

れと生徒の思考にずれが生じた場合に，

修正したりして柔軟に活用する。

仮説１ ＜課題設定＞ 
仲間と共に追究したいと感じられる単元を貫く課題を設定し，解決への道筋を示せば，

生徒は学習の見通しをもって主体的に取り組み，自ら課題を解決するだろう。 

仮説１に対する手だて 
１－１ 多面的な視点がもてる素材や自分の日常と結び付く素材，生徒が学んだこと

を生かせる素材等をもとに，生徒と共に単元を貫く課題を設定する。 
１－２ 単元を貫く課題を常に意識し，解決に向けた学習の流れを記載した「単元マ

ップ」を作成・活用する。 

【数学科 生徒の考えが書き込める単元マップを掲示】 

【社会科 ４要素を満たす課題の設定】 

【理科 生徒と共に単元マップを作成する様子】 
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〇生徒が見通しをもち，個人思考に円滑に入るための具体的な支援 
・個人思考の時間に誰もが意見を書けたり，話し合い 
の場面で自分の考えを述べたりできるようにする

ために２つの支援を行う。 

①課題解決の糸口となる適切な資料の工夫

・本時の課題に対して，考えるきっかけが誰でも

もてるような資料を選択する。

・それぞれの能力に応じて活用できる資料を用意

する。

②課題や活動方法の提示の工夫

・１時間の授業の流れを，視覚的にもわかるように

生徒に示す。

《例》ホワイトボード，パワーポイント， 
ワークシート，黒板

・今日の授業の終わりには，どういう形で成果とし

て表すかを授業の始めに示す。

〇自分の考えを深めるための支援 
・「今日の収穫」の記述項目を明確に提示する。 
・自分の言葉で振り返る時間を確保する。

《例》 
酸化銅と炭素を加熱するとどうなるのか、元素記号  

と酸化，還元の言葉を使って，「今日の収穫」をま  

とめよう。 

仮説２に対する手だて 
２－１ 生徒が授業の見通しをもてるよう，課題解決の糸口となる適切な資料を用意

し，課題や活動の提示方法を工夫する。 
２－２ 生徒が自分の考えを整理し，深めるよう，授業の終末に「今日の収穫」の時

間を設定する。 

仮説２ ＜個人思考＞ 
個人思考の場と時間を保証し，課題解決に迫る方法や活動の仕方を提示すれば，自分

の考えを構築し，深めるだろう。 

【音楽科 個人思考ができるよう 

学習の進め方を提示】 

【保健体育科 バレーボールの 

資料を使って技を磨く】 

【理科 自分の言葉で，今日の授業を

振り返る「今日の収穫」】 
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〇 
○個人の役割分担とは

・少人数で話し合う際に，司会係，書記係，発表係，準備係，時間係などの役割を全員

に与え，学級集団としての学びに向かう姿勢をつくる。また，役割を果たすことによ

って集団に貢献したと感じられるようにする。

・役割の内容は，話し合いの目的や形態によって，授業ごとに変える。

○話し合いの手順の提示とは

・話し合いの手順を黒板やモニターに提示する

ことで，話し合いの最中に確認できるように

する。 

〇話し合いの方向性とは 
・解決しようとしている課題から論点が外れな

いようにするため，何のために話し合うのか

を明確に示してから，話し合い活動に入る。 
《例》 
・班の全員が，分子の構造について説明できるようになるために話し合いをする。

・教材文を根拠に考えを交流できる課題を見つけるために話し合いをする。

〇話し合いを焦点化するための着眼点とは 
・各教科の特性に合わせ，その話し合いの中で

習得させたい知識や技能，気付かせたいこと

に迫る意見が生徒から出るよう，ポイントと

なるフレーズを示す。そのフレーズによって

直接課題が解決するというものではなく，

生徒の気付きを促すものになるように留意

する。

仮説３に対する手だて 
３－１ 全員が話し合いに参加できるよう，個人の役割分担を明確にし，話し合いの

手順を詳細に示す。 

３－２ 生徒たちの力で課題解決に向かう話し合いを進めるために，何のために話し

合うのかという方向性を明確に示す。 

３－３ 深い学びにつながる意見が生徒から出るよう，話し合いを焦点化するための

着眼点を端的に示す。 

仮説３ ＜話し合い＞ 
全員が話し合いに参加できる状態をつくり，話し合いの方向性と着眼点を示せば，生

徒たちの力で深い学びを得る話し合いが成立するだろう。 

【社会科 班学習の手順を示したモニター】 

【美術科 着眼点が分かるワークシート】 
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５ 手だてが分かる単元構想・本時の指導 

（１）単元構想

・単元構想の中に課題設定（仮説１）の手だてを左側，個人思考（仮説２），話し合い

（仮説３）の手だてを右側に記載し，常に仮説，手だてを意識した単元構想を作成する。 

・単元構想には，予想される生徒の思考に対して，教師がどのように活動を支援するか

を示す。それぞれの課題を解決していくにつれて，生徒の思考から次の具体的な課 

題が生まれるときもある。単元構想は適宜更新される。 

仮説３ 

話し合いの手だて 

・役割分担の仕方や話

し合いの手順につい

ての提示の仕方を示

す。

・本時の話し合いの目

的，ポイントを示す。 

仮説２ 

個人思考の手だて 

・解決の糸口となる資

料を示す。

・授業に見通しがもて

るようにするための

課題や活動の提示の

仕方を示す。

単元を終えた後の生徒の思考 

・課題を達成できたと感じられたか。

・仲間と共に学ぶことで，単元を貫く課題を設定した時には気付かなかった知識や技能が向上

し，思考が深まったと感じられたか。 

・自分が仲間の成長に貢献できたと感じたり，仲間によって自分が成長できたと感じられたり

したか。 

仮説１ 

課題設定の手だて 

・単元を貫く課題を設

定するための手だて

を示す。

・単元を貫く課題と本

時の課題を関連付け

けるための手だてを

示す。

・単元を貫く課題を設

定するきっかけとな

る発問をする。
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（２）本時の指導

仮説１ 

課題設定の手だて 

・授業の始めに単元

マップを活用し，

本時の課題と単

元を貫く課題と

の関連を確認す

る。

仮説２ 

個人思考の手だて 

・課題解決の糸口と

なる資料の内容

や活用方法を明

記する。 
・生徒が授業の見通

しをもつために，

重要な視点や活

動の提示方法を

明記する。 

仮説３ 

話し合いの手だて 

・役割分担や手順の提示を，単元全体を通して行う場合は単元構想に

記す。本時の指導では，前時までと違う場合に「本時の指導」の中

で明記する。 

仮説３

話し合いの手だて 

・話し合いの方向性

にあたる内容に

下線を，着眼点に

あたる内容を波

線にする。 
・話し合いの目的を

全員が理解でき

るように，詳しく

説明する。 

仮説２ 

個人思考の手だて 

・生徒が話し合いや友達から聞いたことを整理して，自分の考えをまとめられるようにするた

めに教師から伝える「今日の収穫」の記述項目を明記する。
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６ 協同の心を育む活動 

 互いに助け合い，力を合わせて目標を達成しようと活動に向かう生徒の姿を目指すとき，

授業中の学びの姿だけでなく，日々の生活の中でその土台となる「協同の心」を育むこと

が肝要である。 

そこで，学校生活の様々な場面で協同学習につながる精神の育成を目指した。 

（１）学級における協同の心の育成

同学年の集団である学級では，活動に取り組む際，集団の目標を設定した後，達成に関

わる生徒個々の役割分担を明確にする。そうすることで，

一人一人が活動の「主体」としての役割を果たす充実感と

集団に寄与する責任感をもって活動に取り組むだろう。こ

のとき，大切なのは「生徒自身で決める」ことである。誰

かに決められたのではなく，自分で考え，自分が決断した

ことが，物事を「自分事」として捉えることにつながる。 
また，それぞれ果たしている役割が学級という集団に対

していずれも貢献している事実を実感する場を設定する。 
（２）全校における協同の心の育成

異学年集団であり，規模も大きくなる「全校」では，互いの立場や考えを理解し，より

よい状況を創り出していこうとする関係づくりを目指していく。 
生徒会活動や運動会の応援合戦，部活動といったグルー

プ単位の活動では，集団としての明確な達成目標を掲げる

ことが多い。ここでは，上学年と下学年，レギュラーと控え

といったそれぞれの立場による見方・考え方を出し合う話

し合いの場や活動への取組を検証する場を設定し，誰もが

納得する形で物事を進めていけるようにする。 
全校合唱をはじめ，全校で一つのものを創り上げる活動

では，取組の初期段階で上学年の活動への思いを語る場を

設定する。伝統を守り育て，次代につなげようとする上学年の願いが語れるようにすると共

に，下学年は彼らの思いを受け止め，自分なりに活動に向かおうとする心情を醸成する場と

する。 
（３）地域における協同の心の育成

学年行事や総合的な学習のみならず，ボランティア活動

の機会を捉え，地域の方々と関わる場の設定を計画的に行

う。仲間と共に地域の方々と関わる中で，校内での活動で

は気付かなかった仲間の良さや頼もしさに目が向き，「認

め合う」「励まし合う」「助け合う」関係に成長していくこ

とをねらう。 

【仲間と共に地域にかかわる】 

【生徒自身で決める】 

【互いを理解して協力する】 
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成果と課題 
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1 研究の成果 

仮説１ 

（１）手だて１－１に関して

①単元の最初に，単元を貫く課題（最終目標）を生徒と共に設定したことにより，単元を通して生徒

の関心・意欲が持続し，主体的な取組につながった。

・社会科：感染症の大流行への対策を考えたいという生徒の願いから単元を貫く課題を設定したことによ

り，学習の目的をつかみ，前向きに学習に取り組めた。

・美術科：作品の鑑賞を通して,制作する時期によって表現が異なることに気付き，今しか表すことができ

ない自分を表現することに関心をもった。

②４要素を満たし，生徒の実態に即した単元を貫く課題を設定したことにより，生徒は仲間と共に自

ら課題を解決し，達成感を味わうことができた。

・国語科：第１時には「悲しい気持ち」のみに着目していたが，単元を貫く課題を追究しながら，作品後

半の「私」の前向きな気持ちに気付けた。

・保健体育科：課題を意識しながら学習を進める中で，技能が向上し，仲間とボールをつなぐことに楽し

さや達成感を感じられた。

（２）手だて１－２に関して

①単元マップを授業の最初と最後に確認したことにより，生徒は次に行うべき学習やそれが単元を貫

く課題とどうつながっているかを把握することができ，見通しをもって学習に取り組めた。

・音楽科：創作活動スケジュールの見通しがもてたことにより，完成日からさかのぼり，さらに曲をよく

しようと，休み時間にも創作活動に取り組めた。

・理科：単元を貫く課題を明らかにするための道順を示したことにより，「化学変化のきまり」に着目して，

学習を進めることができた。 

②単元マップを学習スペースの目立つ場所に掲示したり，ファイルに挟んでいつでも見られるように

したりしたことにより，生徒は常に単元を貫く課題(最終目標)を意識しながら学習に取り組めた。

・英語科：学習内容が視覚的に確認できるように提示したことで，最終目標を意識しながら学習に取り組

めた。

・数学科：単元マップを学習スペースの目立つ所に掲示したことにより，休み時間に授業について話題に

する生徒も見られ，課題に対する意識が常に高く維持できた。

仮説２ 

（１）手だて２－１に関して

①誰でも考えるきっかけがもてる資料やそれぞれの思考に応じて活用できる資料を用意したことに

より，自分の考えを構築することができた。

・保健体育科：ボールをつなぐ動きを考えるために，ボールを持っていない人の動きが例示された資料を

提示したことで，イメージができボールをつなぐ動きにつながった。

・社会科：新型コロナウイルス感染症の流行によって日本の工業に経済損失が出た理由を考える材料とし

て，教科書や資料集を用いたことで，海外とのやり取りができなくなり，経済が低迷したと考えること

ができた。

②本時の課題解決に向けた活動内容を工夫して提示したことにより，見通しをもって円滑に個人思考

に移ることができた。

・理科：本時に学習する内容をワークシートに示し，それを見ながら授業の冒頭で説明をしたことで，

学習課題が明確になり，個人思考の時間に確実に自分の考えをまとめることができた。
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  ・美術科：話し合いの着眼点を絞るために学級で設定したポイントが達成できているか評価する方法をワ
ークシートと黒板に示し説明したことで，評価活動から着眼点の設定まで個人で取り組めた。 

（２）手だて２－２に関して 

 ①振り返りの項目を設定し，話し合ったことや友達から教えてもらったことを自分の言葉で整理する
ことにより，自分の考えを深めることができた。 

・保健体育科：ボールをつなぐためにどう動いたらよいか友達の意見から新しく分かったことを記述する

ように指示したことで，ボールをつなぐための動き方を整理し，考えを深めることができた。 

・音楽科：「話し合いをしてできたこと・見つかった課題」という記述項目を設定したことで，友達からア

ドバイスを受けたことを整理し，次時の課題にしようと意欲を高めることができた。 

 

仮説３ 

（１）手だて３－１に関して 

①役割分担を明確にしたり，話し合いの手順を詳細に示したりしたことにより，生徒は次への活動

の見通しをもって話し合いに参加することができた。 

・保健体育科：班学習で，司会者が方向性と合った指示を出して役割を果たしたことにより，何のた

めに話し合うかが班員に周知でき，話し合いが円滑に進むことにつながった。 

・数学科：必要な数値を言えるようにするための「練習タイム」，職場のよさを的確に伝えられるよう

にするための「作戦タイム」を設定し，考えをまとめる手順を踏んだことにより，自信をもってそ

れぞれの考えを伝え合う姿が見られた。 

（２）手だて３－２に関して 

①何のために話し合うのかという方向性を明確に示したことにより，話し合いの目的を理解して意見

交流ができた。 

・英語科：友達との話し合いの中で，学習のポイントに沿った課題が生まれ，自発的に教師に質問

をすることができるようになった。 

・音楽科：自分の曲だけでなく，友達の曲もよくするために話し合うことが明確となり，全員が意

欲的に取り組み，互いに意見交流が生まれた。 

（３）手だて３－３に関して 

①話し合いを焦点化するための着眼点を示したことにより，限られた時間の中でより具体的なアドバ

イスをしたり，問題解決に向けた考えを交流したりできた。 

・社会科：「日本の貿易スタイル」を着眼点の一つとして示したことで，加工貿易が多いという特徴に

ついて考えたり，着眼点に関わる言葉を自然に用いた話し合いになったりした。 

・国語科：「教材文を根拠に示す」ことを着眼点としたことで，班員は教材文の中から根拠とする部分

を見つけ出し，意見を述べた。それにより，生徒は納得して課題を解決するに至った。 

 

２ 今後の課題 

・教師の意図と，生徒の興味・関心のバランスをとり，学習意欲や課題追究意欲を持続させる研究を

今後も継続していく。 

・課題解決に向けての話し合いに入る発問が，仲間と共に悩んだり，他者と考えをすり合わせたりし

て，深い学びにつながるよう，今後も吟味し精選する。 
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お わ り に 

 学びには，目標や意欲・関心が欠かせません。生徒と教師が共に課題を設定し，単元マ

ップを作って学びを進めていく本校のスタイルが，２年間の研究推進を通してようやく軌

道に乗ってきました。そして，生徒の学び続ける姿勢は，特別な環境や活動を設定するの

ではなく，支援の工夫によって生み出すことができることが分かりました。 

本日の研究発表をもってこの研究が終了するわけではありません。本校の研究実践のあ

ゆみは，子どもたちの成長を支えるために，今後も続いていきます。 

おわりに，本校の研究推進を温かく見守り，ご理解とご協力をいただいた保護者や地域

の方々へ，改めて感謝申し上げます。 

教 頭 伊 藤 昭 康 

ご指導いただいた先生方 

中京大学名誉教授  杉江 修治 様 

東三河教育事務所新城設楽支所設楽教育指導室  指導主事 松本 和也 様 

同 前指導主事 村松 史子 様 

研 究 同 人 

校  長  村松 忠男 教  頭  伊藤 昭康 研究主任  山本亜矢子 

校務主任  佐々木英幸 教  諭  大久保日出世 教  諭  原田 義久 

教  諭  伊藤  勲 教  諭  小川恵理子 養護教諭  石田千佳子 

教  諭  藤原 崇弘 教  諭  鈴木 貴大 教  諭  村松 健太 

主  事  山本 成美 教  諭  佐々木崇光 教  諭  原田 慶佑 

教  諭  池畠 凜悟 教  諭  藤井 優香 教  諭  長尾 俊也 

栄養教諭  中村 美琴 講  師  山口 智子 教  諭  佐々木裕直 

支 援 員  九澤 信子 支 援 員  氏原 厚子 支 援 員  西尾 美幸 

Ｓ  Ｃ  大谷 旭人 Ａ Ｌ Ｔ  ショーン・コリガン 教諭（育休）  堂地 志帆 

（前職員） 

教  諭  林 博 養護教諭  西谷  円 教  諭  川村 紘也 

栄養教諭  山本 早紀 講  師  井上 翔太 拠点校指導員  村井 壽一
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研究発表会学習指導案 
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第１学年 保健体育科学習指導案 

指導者 長 尾 俊 也 

  

１ 単元 ゴールの決め手はフリーマン！  
 

２ 単元の目標 

・技能を高めるために繰り返し練習に取り組んだり、試合中の周りの動きや試合の映像から課

題を見つけて話し合いに積極的に参加したりする。         (関心・意欲・態度) 
・試合の中で自分の動きや仲間の動きを見て、ボール操作やボールを持たない時の動き方の課

を見つけることができる。                       (思考・判断) 
・ボール操作や空間に走り込む動きなどによって、ゴール前での攻防を展開できる。 (技能) 
・バスケットボールの技能の名称や行い方を理解し、知識を身に付けることができる。  

(知識・理解)   
 

３ 単元について 

（1）  生徒の実態（男子 14 名、女子 8 名、計 22 名） 

単元に入る前、バスケットボールに慣れるため、ボール操作の練習と試しの試合を行った。

これまでバスケットボールの経験がある生徒は、ボール操作の練習でも器用にドリブルをする

ことができる。また、試合の際も積極的にボールを取りに行ったり、パスをもらってボールを

キープし、シュートを狙ったりすることができる。一方、これまでバスケットボールを経験し

たことのない生徒や球技に苦手意識をもっている生徒は、思った方向にパスを出すことができ

ず戸惑っていた。また、試しの試合では、どこにパスを出すのか、コートのどこに移動すれば

いいのかが分からずにゴール前でパスを待ち、密集する生徒が多数いた。 

前単元のバレーボールでは試合の映像や静止画像などの資料をもとに班の課題を見つけ、改

善方法を考えることができた。しかし、試合になると積極的に動く生徒と動くことができない

生徒がおり、話し合ったことをうまく生かせていない場面が見られた。 

 

（2）保健体育科における協同学習 

保健体育科における協同学習を「生徒全体が学習の目的を理解し、学習で得た知識をもとに

話し合いや教え合いを通して自他の運動課題を解決する学習」と定義する。この考え方をもと

に、仲間とともに解決することができる課題を設定し、解決に向けた話し合いや教え合いの活

動を通して一人一人が自他のために学習に取り組むようにする。そのために、誰もが意見をも

てるように手本となる画像や動画などの視覚的資料を提示する。また、話し合いの時には話し

合いの方向性を、アドバイスを送る時には見る視点を示すことで、どの生徒も話し合いに参加

し、課題解決に貢献しようという姿勢をつくる。  
 

（3）教材について 

バスケットボールは仲間と連携してゴール前の空いた空間に走り込み、パスをもらいシュー

トを目指すゴール型ゲームである。どうすればゴール前にノーマークの味方をつくることがで

きるかを考え、実践することが大切である。そこで本単元では簡単な作戦（攻めパターン）を

決めて試合に取り組むように授業を展開する。作戦を決めてどこにパスを出すのか、どのよう

に動くのかを明確にすることで、ゴール前に意図的にノーマークの味方をつくることができる。
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その際、班の課題を見つけられるように試合の映像や静止画像などの資料を活用したり、他の

班からアドバイスをもらう時間を設定したりして課題を明確化する。また、ゴール前の空間を

巡る攻防についての学習課題を追究しやすいように、1 年生の段階ではフルコートではなくハ

ーフコートでの３on３のリーグ戦を単元のゴールとする。このような学習を通して、試しの試

合のようにゴール前に密集するのではなく、ゴール前にノーマークの味方を意図的につくるた

めに思考し、動くことができるようになると考えた。

４ 単元構想（次々ページに掲載）

５ 本時の指導 

（1）目標

前時考えた修正案を試合で実践し、試合の経験から改善点を見つけることができる。

（2）準備

（教師）単元マップ、作戦ボード（生徒）バインダー、振り返りシート

（3）展開

時刻 ・教師支援

13：20 

13：25 

13：48 

13：50 

13：57 

・単元マップより、前時に出た課

題をもとに修正案を考えて作戦

の精度を高める時間であること

を伝える。

・ホワイトボードを活用し、授業

の流れを確認する。

・前時までの話し合いの流れが分

かるよう、各班の前時までの記

録を写真に撮りホワイトボード

に掲示する。

・客観的な視点から班の課題が見

つけられるように班の中で観察

係をつくる。

・（試合後の）話し合いの方向性を

「作戦通りフリーマンをつくる

ことができたか」とする。

・話し合いの着眼点を「これまで

の学習を生かして動いたりパス

を出したりできたか」とする。

・話し合いで、【司会】【記録】【発

表】の役割を設け、学びに向か

う姿勢をつくる。

教師の発問・発言 本時の課題 生徒の思考

前時考えた作戦の修正案を試合で実践し、作戦の精度を

高めよう。

班別練習の後、試合を行います。試合後の班ミーティング

では、作戦通りフリーマンをつくることができたかについ

て話し合いを進めます。

試合をもとに班ミーティングを始めてください。

・パス①をもらうためにＣとＢが前後に素早く動いたこと

でフリーマンになりパスがもらえたね。

・まだＣからＡへのパスが通らないことがあるね。

・Ａの動き出しとＣがもらったらすぐ中にパスを出せばＡ

がフリーマンでパスがもらえそうだよ。

・Ａを上がらせてパスの起点にしたことでゴール前のパス

回しがやりやすくなったね。

話し合いに入る前に自分の意見をまとめてください。
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14：00 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・本時の学びを全体に共有できる

よう代表の班に動きながら工夫

した点を伝える「振り返り１プ

レイ」の時間を設ける。  

・仲間との関わりからできたと感

じられるように、今日の収穫で

仲間の意見や話し合いの中で分

かったことを記入させる。  
 

（4）評価＜Ａ基準＞ 

・味方が取りやすいパスやフリーになるために動きを工夫しながら試合に取り組む。 

・試合の中で自分の動きだけでなく周りの動きにも着目して、根拠をもとに意見を言う。  
 

単元マップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今日の振り返り 1 プレイを○班お願いします。  

・私たちの班は前回の試合でゴール前のパスが通らないこ

とが多かったのでＡのポジションを変えてゴール前で

三角形をつくることでパスが通りやすくなりました。そ

こを見てください。  
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－保健体育２－

③④⑤フリーマンになり，パスをもらってグ

ッドシュートを目指そう

（ハーフコートでワンパスワンシュート）

⑥⑦⑧⑨⑩（本時）⑪フリーマンをつくり，

パスをつないでグッドシュートを目指そう

（ハーフコートでパス回数無制限）

４ 単元構想（１２時間完了本時１０／１２）

①なぜ簡単にシュートが決められるのだろう

・フリーでシュートを打っているからゴールが狙い

やすくなっているんだね。

予想される生徒の思考課題 単元を終えた生徒の思考

自分がフリーマンになってパスをもらうために，スピードやパスを

もらう場所を意識してプレイすることができた。また，フリーマンを

つくるために横のパスを意識したりゴール前に密集しないようにコ

ートを広く使ったりできた。

【仮説２・仮説３の手だて】 

①～⑫授業の見通しがもてるよ

う，ホワイトボードに本時の流

れを提示し，本時の活動内容を

確認する。 

②基礎技能のポイントが見つけ

られるよう手本の連続写真資料

として提示する。（２－１） 

③④⑤話し合う方向性を「パス

を通すために工夫する事は何

か」とする。（３－３） 

⑥⑦⑧客観的な視点から課題が

見つけられるよう他の班からア

ドバイスをもらう時間を設け

る。 

⑨⑩作戦の課題が見つけられる

よう動画を撮影し分析する。 

（２－１） 

⑨⑩本時の学びがクラス全体に

共有できるよう代表班に「振り

返り 1 プレイ」を発表する時間

を設定する。 

⑥～⑪話し合う際の方向性を作

戦通りにフリーマンをつくるこ

とができたかとする。（３－２） 

⑥～⑪話し合いの際の着眼点を

これまでの学習を生かしてパス

を出したり動けたりしていたか

とする。（３－２） 

④～⑫班の課題が見つけられる

よう試合を撮影したり，連続写

真を提示したりする。（２－１） 

④～⑫全員が話し合いに参加で

きるよう役割を与え，学びに向

かう姿勢をつくる。（３－１） 

②フリーマンになってゴールを決めるため

にパスやシュートのポイントを知ろう

・状況に応じてパスの種類を変えることで

パスが通りやすくなるね。

・リング下シュートなら私でもゴールを決

められそうだぞ。

・ただ立っているだけじゃパスが通らない

な。

・パスのスピードや受け手の動きに変化を

付けたら，フリーマンでパスがもらえる

ようになったよ。

・パスを出した後，すぐに動かないとフリー

マンになれないぞ。

・ゴール前にフリーマンを作るためには，ゴ

ール前に密集してはいけないね。

・パス＆ランでゴール前に走り込んだら，フ

リーマンでシュートが打てたよ。

・横のパスを意識してコートを広く使った

ら，ゴール前にフリーマンがつくれたよ。

・外に広がる動きでゴール前からディフェン

スを少なくし，ゴールまでの道を作ろう。

ど

う

す

れ

ば

ゴ

ー

ル

前

に

フ

リ

ー

マ

ン

を

つ

く

る

こ

と

が

で

き

る

の

だ

ろ

う

か

【仮説１の手だて】 

①フリーの方がシ

ュートを狙いやす

いことが実感でき

るよう，自分たちの

試合と中学女子全

国大会の試合を比

較し，単元を貫く課

題を設定する。

（１－１）

②単元のスタート

とゴールを示し，そ

の間の活動につい

て生徒の意見を取

り入れながら単元

マップを作成する。

（１－２）

①～⑫単元を貫く

課題を意識し，本時

の位置付けが分か

るよう，毎時間授業

の始めに単元マッ

プを使用する。

（１－２）

①～⑫これまでの

学習内容が分かる

よう壁やホワイト

ボードに掲示する。 

⑧～⑪班の課題を

見つけるためにコ

ートの外から見る

人を作る。

⑫これまでの学習

の成果を発揮でき

るようにリーグ戦

を設定する。

 
 
 

司会：全員が自分の意見を仲間 

に伝えられるよう話し 

合いを進める。 

記録：班で話し合った内容をま 

とめる。 

発表：全体共有の際に班の意見 

をみんなに伝える。 

⑫これまでの練習の集大成をリーグ戦で発揮しよう
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第２学年 社会科学習指導案  

指導者 村 松 健 太  

１ 単元 

 「そこがわたしの生きる場所」（地理「日本の諸地域―中部地方―」） 

 

２ 単元の目標 

・将来の居住地を考える課題を通して、東海、中央高地、北陸、設楽の各地域の気候や人口、

産業に関心をもち、課題達成のために地域的特色を意欲的に追究する。 

（社会的事象への関心・意欲・態度） 

・学習活動を通して明らかになった中部地方の地域的特色をもとに、その地域での生活の様子

を多面的・多角的に考察し、適切に表現する。      （社会的な思考・判断・表現） 

・中部地方の地域的特色について、有用な情報を適切に選択し、図表などにまとめる。 

                                 （資料活用の技能） 

・中部地方について、自然環境や人口、産業などの特色を大まかにとらえる。 

（社会的事象についての知識・理解） 

 

３ 単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名、女子 5 名、計 15 名） 

 さまざまな活動に対して積極的で、社会科の授業においても、教師の問いかけに対してすぐ

に反応し発言したり、自分が疑問に思ったことを質問したりと、意欲的に取り組んでいる。し

かし、話し合いになると、学習内容を活用させて考えを発表することができるものの、意見の

交流による考えの深まりという点に関しては物足りなさを感じる。本単元では、目的や視点を

定め、一人一人の役割を明確にして話し合い活動を行う。何を目的とした話し合いなのかを意

識し、視点や個人の役割に応じて意見の内容を焦点化することで、積極的に発言し学習内容を

活用できる生徒たちのよさを生かし、意見の交流による社会的な見方の広がりや考え方の深ま

りに期待したい。 

 

（２）社会科における協同学習 

社会科における協同学習を「生徒全員が学習の目的を共有し、学習によって得られた知識を

もとにした話し合いを通して社会的事象を考察する学習、また、それらを他者に伝えることを

意識して、分かりやすくまとめて発表する学習」と定義する。本単元では、学級全体で達成す

る課題を設定し、グループでの話し合いを通して、出来事の背景を考えたり、自分たちの考察

をもとに具体的な課題の解決方法を考えたりする活動を取り入れる。これらの活動を通して、

協同的な学習を行うことで、学級全体の社会的な思考力や判断力、表現力を育成していきたい。 

 

（３）教材について 

 2 年生は来年度に義務教育が終了し、自らの進路を考える時期に来ている。本校のキャリア

教育では進路学習会で職業に関する話を聴く機会を設けたり、職場体験学習などが設定された

りしている。社会科の学習でも、生徒たちの進路選択の一助となるよう、キャリア教育と関連

させた単元を構想した。日本人の職業選択の理由を見ると、その上位に「働く場所」があげら
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れており、この時期の生徒にとって地理の視点から将来について考えることは有意義であり、

生徒たち自身もその学習に対して必要性を見出しやすいものであると考えられる。また、本単

元では生徒たちの住む中部地方を取り上げ、自分が住む設楽町を含む中部地方の各地域を学習

していくことになる。自分の将来や地域などの自らと関係のあるものを教材として取り上げる

ことで、学習の課題を自分に関わりのあることとして捉えさせる。そして共通の目的意識をも

って話し合うことで、目的に合わせて多様な意見を比較・統合させ、新たな考えを見出すとと

もに、課題に対して主体的に取り組む姿を引き出したい。 
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４ 単元構想（11 時間完了本時 7／11） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような工業に従事するかで生活する場所が変わるね

⑤工業の仕事をする際には、４つの地域のどこで生きていく

のがいいんだろう？

・同じ工業という視点でも、地域によって特徴があるんだね。 

④工業にはどのような特徴があるのだろう？

・多くの場所で第三次産業が行われているけど、東海などの

大都市は業種が多いんだね。

・栽培する作物だけでなく、「年収」などの視点からも生活

する場所を考えられるね。

・地域の違いによって生活も変わってくるね。

・各地域で生産物に違いがあるんだね。

・サービス業に従事したいから大都市のある東海地方で生活

することになるんじゃないかな。

⑪考えよう！私たちの生きる場所

・それぞれの地域の特徴をまとめて、各地域でのライ

フスタイルを考えられたね。

⑩それぞれの地域でのライフスタイルをトータルプランニ

ングしよう。

・都市部で多くの第三次産業が行われているね。

⑧どのような第三次産業が盛んなんだろうか？

・地域によって気候や交通網に違いがあるね。

・中部地方でのライフスタイルを考えて、自分はどこで生きていき

たいかを考えよう。

予想される生徒の思考課題 単元を終えた生徒の思考

地理的な視点から、自分の人生について考えられたよ。将来本当に

仕事を決めるときに役に立てたいな。

【仮説２・仮説 3 の手だて】 

①本単元の学習の目的

を明確に意識できるよ

うに、「今日の収穫」で、

単元を貫く課題に対す

る自分の意識を記述さ

せる。（２－１）

②～⑨学習の見通しが

もてるようにするため、

本時の課題の設定、課題

達成のための学習、課題

達成のための話し合い

の流れで学習を繰り返

す。（３－１）

②～⑨役割を明確にす

るために、「司会」「記録」

「発表」を毎回の話し合

いで割当てる。（３－１） 
②～⑩話し合いの手順

を明確にするために、プ

レゼンテーションソフ

トを活用し生徒に提示

する。（３－１）

②～⑩着眼点を明確に

するために、その時間の

学習内容を着眼点とし、

板書に明示する。

（３－３）

⑩これまでの学習内容

のまとめを話し合いの

資料として提示し、活用

できるようにする。

（３－３）

⑪本単元の学習を振り

返り、これまでの学習を

整理するために、本単元

に対する考えを「今日の

収穫」に記述させる。

（２－２）

①将来わたしたちはどこに住んでいるのかな？

②気候や人口と交通網は生活にはどのような関わりがある

のかな？

【仮説１の手だて】 

① 職 業 選 択 の 理 由

に 住 む 場 所 が あ る

こ と に 目 が 向 く よ

う、職業選択の理由

の資料を提示する。

① 本 単 元 で は 社 会

的 な 視 点 に 限 定 し

て 将 来 に つ い て 考

え る こ と を 確 認 す

る。

③ ～ ⑩ 本 時 の 目 的

を 明 確 に す る た め

に、授業の導入時に

単 元 マ ッ プ を 活 用

し て 本 時 の 学 習 を

確認する。

③ 人 口 に よ る 生 活

の 違 い に 目 が 向 く

よう、さまざまな都

市 の 様 子 が 分 か る

写真を提示する。

④ 工 業 の 種 類 に 目

が向くように、例と

し て 愛 知 県 の 工 業

一覧を提示する。

⑥ 他 地 域 に 目 が 向

くよう、地域による

作 物 の 違 い と 雨 温

図 を 資 料 と し て 提

示する。

⑧ 第 三 次 産 業 に 目

が向くように、既習

内 容 の 産 業 種 を 想

起 す る 場 を 設 定 す

る。

⑩ 総 合 的 に 生 活 を

考 え ら れ る よ う に

こ れ ま で の 学 習 の

まとめを活用する。

⑪ 自 分 の こ と に 置

き 換 え て 考 え ら れ

るように．前時の

まとめを活用する。

③「東海」「中央高地」「北陸」「設楽」の４つの地域の生活

を前時の視点で比べよう

⑥各地域ではどんな農業が行われているの？

⑨各地域でどんな第三次産業の仕事ができるの？

⑦農業に従事する場合のメリットを考えよう（本時）

 

未
来
の
自
分
に
中
部
地
方
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
！
地
理
の
視
点
か
ら
自
分
が
生
き
て
い
く
場
所
を
考
え
よ
う

下にページの数字が入

らないようでしたら、こ

の図を上下につぶして

かまいません
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５ 本時の指導 

（1）目標 

・中部地方の各地の農業の様子をもとに、各地域の特徴を生活面と関わらせて説明する。 

・各地域の特徴を比較し、それぞれの地域で農業を行うことの利点を根拠をもって考える。 

 

（2）準備 ワークシート 資料提示用パソコン 生徒用ホワイトボード（以下 WB と示す） 

 

（3）展開 

時刻 教師の発言・発問   生徒の思考    本時の課題  ・教師支援 

 

13:15 

 

単元マップを見て今日の学習を確認しましょう。 

・「東海」「北陸」「中央高地」「設楽」の農業の特徴について一人一

人調べたんだったね。 

・今日は前回学習して考えた内容をもとに、農業の視点から将来を

考えるんだったな。 

 

本時の課題を設定しましょう。 

それぞれの地域で農業に従事することのメリットを、他地域と比べ

ることで見つけよう。 

 

・これまでの学習の軌跡と

これからの予定を記載し

た単元マップを活用す

る。 

・前時からの課題を確認し、

本時の話し合いの方向性

を明確にする。 

 

13:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:02 

 

課題について話し合いを行います。まずは、班の中で担当する視点

を決め、個人の WB にまとめます。その後、視点ごとに集まる視点班

となり、各班の考えを共有します。その後、元の班に戻り、視点班

で手に入れた情報を共有してください。最後に各地域で農業に従事

することのメリットを手に入れた情報を比べて話し合いを行ってく

ださい。 

・北陸地方では耕地の 90％以上が田んぼで、北陸地方で農業を行う

場合は稲作農家になるんだろうね。 

・東海地方では平均年収が約 520 万円って分かったよ。 

・中央高地では、観光農園として観光業を営みながら生活する方法

もあるよ。 

・戦略中央高地では他の地域と違い観光農園として生計を立ててい

く方法があるね。 

・生産物それぞれの地域で気候や地形に合った作物で農業を行って

いるね。 

・農業規模年収としては、東海地方での収入が一番多いから、収入

を重視すれば東海地方で農業を行うのがいいね。 

 

それぞれの班の考えを見てみましょう。自分だったらどの地域で生

きていきたいのかを考えましょう。 

・中央高地では、他の地域と違って観光と農業を合わせるという戦

略で農業を行っているので、中央高地で農業に従事したいな。 

・東海地方が他の地域と比べると最も年収が多いので、農業をする

なら東海地方がいいな。 

・設楽でも、独自の作物を作っているので、設楽町で農業をするの

も面白そうだな。 

 

今日の授業で学んだことを振り返りましょう。 

 

・私は「年収」の視点を最も重視したけど、人によってはどのよう

な農業を行うかを大切にする人もいるんだな。  

 

・活動の見通しがもてるよ

うに、活動の流れを視覚

的に提示する。 

・前時の学習内容が分かる

ように前時の板書を活用

できるようにする。 

・前時で生徒から出た「生

産物」「農業規模」「戦略」

の３つの視点を意識でき

るように、視点に関連す

る内容にイラストを用い

て明示する。 

・役割を掲示し、個人が責

任をもって話し合いに参

加できるようにする。 

・一人一人が責任をもって

話し合いに参加できるよ

うに、ジグソー学習の形

態をとる。 

・さまざまな資料を活用で

きるように資料集も活用

するように促す。 

・班の WB を黒板に掲示し発

表とする 

 

・単元マップに触れ、次時

の内容を確認すること

で、単元の見通しをもた

せる。 
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（４）評価＜A 基準＞

・中部地方の各地の農業の様子をもとに、各地域の特徴を視点ごとに、生活面と関わらせて具

体的に説明することができる。 

・さまざまな視点で各地域の特徴を比較し、それぞれの地域で農業を行うことの利点を適切な

根拠をもって考える。 

単元マップ 
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第３学年 美術科学習指導案 

指導者 池畠 凜悟     

１ 単元   

まさに設楽町の宝石箱や～ －パッケージデザイン－ 

 

２ 単元の目標 

・多くの人に商品の内容を魅力的に伝えるため、使う目的や条件、材料の特性を考慮し、作品

に表そうとする。                       （関心・意欲・態度） 

・機能面と造形的な美しさの調和を総合的に考えるに当たって独自の感性や美意識を生かし、

材料の性質を考慮して構造的に安定するパッケージデザインの構想を練る。 

（発想や構想の能力） 

・中身を魅力的に伝えるように、視覚的な要素や形を工夫している。（創造的な技能） 

・パッケージデザインの鑑賞から、目的や機能、調和のとれた美しさなどを感じ取り、作者の

表現の意図と工夫について考える。                  （鑑賞の能力） 

 

３ 単元について 

（1）  生徒の実態（男子 13 名 女子 10 名 計 23 名） 

これまでの作品制作では、完成までの手順を示せば、完成時のイメージをもち意欲的に取り

組む姿が見られた。また、制作途中の互いに作品を見合う場面で活発に意見を伝え合う姿が見

られた。前単元である自画像制作の中で、生徒は自分を他者にどのように伝えるか、自己分析

に基づいて作品に表現した。鑑賞会の際に生徒は、作者の意図と受け手の感じ方に微妙なずれ

が生じたり、全く違っていたりすることに気付き、自分の意図していない部分が他者に伝わる

こともある点に興味を示した。同時に、意図したことを他者に伝えることの難しさも実感した。 

 

（2）  美術科における協同学習 

美術科においては、鑑賞活動を通して作品のよさや美しさを生徒同士で共有し合い、多様な

感じ方・考え方を獲得することで自己の表現の幅を広げることが、学びの深まりであると考え

る。そして、生徒は創造者であると同時に、各々が鑑賞者でもある。本単元では、個人思考の

時間を確保しつつ、他者との関わりの時間も大切にしたい。自身や他者、作品との対話を通し

て目的意識を共有した仲間と共に互いの作品をよりよくしようとする姿を期待したい。 

 

（3）  教材について 

「パッケージデザイン」は、他者に情報を伝えることを目的として発想・構想する題材であ

る。多くの人に商品の内容を魅力的に伝える役割があり、造形的な美しさと機能性の調和が求

められる。個人で作品を作りながら、使う人の立場に立ち、客観的な視点も大切にしたい。ま

た、本単元では、設楽町にある道の駅で販売されている設楽町の特産品から作品の主題を考え

る。地域に目を向け、生徒と身近なものを関連させることで課題に必要感をもたせ、気持ちや

情報を伝えるよさや面白さを味わえるようにしたい。そして、パッケージデザインの制作を通

して、自分の感性や美意識だけで作品を表現するのではなく、使いやすさや、どうすれば多く

の人の目に留まるのかなど、受け手側の立場に立って考えることで、前単元で生徒が感じた「伝

える難しさ」の問題を解決する手掛かりにしたい。 
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５ 本時の指導 

（1）目標 試作品から、友達の意図や工夫したことを考え、着眼点に基づいたアイデアを伝え

る。  
（2）準備 構想シート、鑑賞シート、試作品、単元マップ、話し合いの手順を示す掲示物。

（3）展開

（4）評価（Ａ基準）

・他者の試作品に対して表現の意図や工夫を読み取り、着眼点に基づいた具体的なアイデアを

伝える。他者からもらったアイデアを適切に取り入れ、完成形のイメージをもって制作に取り

組む。  
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単元マップ 
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第１学年 国語科学習指導案 

指導者 佐々木 崇 光  

１ 単元 

  私が気になる「僕」の心情に迫る ―『少年の日の思い出』（光村１年）― 

 

２ 単元の目標 

・教材文の言葉から「僕」の心情に迫ろうと、何度も読んで自分の考えをもとうとしたり、

気付いたことを級友と交流したりしようとする。           （関心・意欲・態度） 

・教材文の言葉から、「僕」の心情の変化を捉える。             （読むこと） 

・教材文で用いられている語句や用法を理解し、内容を正しく理解する。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 

３ 単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名、女子 8 名、計 20 名） 

 ７月に行った、物語『星の花が降るころに』の学習から、登場人物の心情について自分が考

えたことを、教材文の言葉を根拠として意見を述べることが習慣付いている。しかし、語彙が

少なく、書かれたことを誤解して読んでしまうという点に課題が見られる。感覚的に捉えた人

物の心情を、豊富な言葉を根拠として全員で理解できるよう、それぞれが捉えた人物の心情に

ついて、声に出して交流する機会を多く設けたい。級友との音声言語での関わりの中で、教材

文に使われている言葉を習得させていく。「共感」という言葉を使って、自身の生活経験と関連

付けながら、登場人物の心情について説明することができている。前単元では、生徒が初発感

想で出した、「みんなで解決していきたい課題」をもとに教師が各時間の主発問を設定したが、

より生徒の意識に結び付いた学習課題を設定するために、生徒たちが自分たちで、「次時に何に

ついて話し合うのか」を検討し、決定する力を付けていく。 

 

（2）国語科における協同学習 

国語科の文学的文章を扱う単元における協同学習を、「生徒全員が学習の目的を共有し、教材

文を根拠として考えた登場人物の心情や表現に込めた作者の意図について、級友と意見を交流

するなかで新たな考えに気付いたり、納得できる考えを見つけたりする学習」と定義する。こ

の考えをもとに、本単元では、生徒が考えた「教材文の気になる部分」を共有し、そこから授

業で扱うものを決定する活動を取り入れ、課題を自分事として捉えて学習に向かう態度を育成

する。あらすじや簡単な疑問の確認は、声に出す回数を確保できるようにペアで、課題をみつ

ける活動は、自分とは異なる気付きと出会えるように小グループで、人物の心情に迫る話し合

いでは、気づきをつなげていくために全体で行う。この活動を通して、級友との意見交流の中

で新たな学びを得る力を育成する。 

 

（3）教材について 

本単元では、小説『少年の日の思い出』について学習する。この小説には、自分の熱情に突

き動かされて行動してしまう未熟な少年の姿や、過ちを自覚してちょう集めと決別する少年の

姿が書かれている。今までに扱った物語と比較すると、人間の弱さが表現されており、登場人
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物の心情について、「共感」という言葉では説明しづらいと感じる生徒もいることが予想される。

本単元での学習を通して、自分の心の中にある他者への劣等感や、嫉妬の感情に目を向けさせ

たい。前向きではない人物の心情に迫る活動によって、生徒は小説の新たな見方や、魅力に気

付くことができる教材であるといえる。そこで、本単元では生徒が「気になる」と感じた部分

を共有し、その中から授業で話し合いたいことを決める活動を行う。最も多くの生徒が話し合

いたいと感じた課題を単元の最後に扱うことで、その課題を解決するために何度も教材文を読

んだり、考えを交流したりしたいという思いを強くさせる。一人ではたどりつけなかった「僕」

の心情に迫ることができるよう、級友との異なる気づきをつなげられるように、授業を進めて

いく。 

 

４ 単元構想（次々ページに掲載） 

 

５ 本時の指導 

（1）目標 

  ・教材文の記述から、ちょうをつぶしたときの「僕」の心情に迫る。（読むこと） 

 

（2）準備  

（教師）教科書の拡大掲示物に前時までの学びを書き入れたもの 単元マップの拡大図 

（生徒）教科書 授業用ノート 新国語便覧 単元マップ 

 

（3）展開 

時刻    
 教師支援 

14：15 

 

 

 

 

 

 

14:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各授業のつながりを意識できる

よう、第４時から第７時までに

考えた「気になった部分」につ

いての授業の記録を掲示してお

く。  

・5 つの着眼点については、新国

語便覧 P242 の「小説読解のポイ

ント」を資料として示すことで、

どのような記述に着目するかを

分かりやすくする。 

 

 

・思考が停滞している様子であれ

ば、前時までに学習した「場面

の設定」と「人物の立場」に着

目するとよいことを伝える。 

 

・「僕」の心情に迫る話し合いにな

るよう、自分が考えた「僕」の

心情につなげて発言するように

指示を出す。他の人物の心情や

教師の発問・発言 本時の課題  生徒の思考  

多くの人が気になった、p.214 L2「ちょうを一つ一つ取

り出し、指で粉々に押しつぶしてしまった」の部分につ

いて考え、「僕」の心情に迫ります。  

単元マップを見て、前時に迫った「僕」の心情と、今日

考える「気になった部分」を確認します。  

p.214 L2 の「僕」の心情について各自で考え、ノートに

まとめましょう。「情景描写」「場面の設定」「修飾表現」

「視点」「人物の立場」の 5 つの着眼点から、考えまし

ょう。時間は 10 分間です。  

・ちょうをつぶした行為をエーミールは許してくれなか

ったから、償いの思いがあった。  

・前の場面で、軽蔑されたことに怒っていたから、エー

ミールへの怒りをちょうにぶつけた。  

・「しまった」とあるから、本意ではなく、つぶしたこ

とへの後悔が、後になって出てきた。  

・このつらい思い出と決別しようとしたのでは。  
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14:30 

14:55 

 

 

表現から読み取れることのみの

発言には、そこでの「僕」の心

情を問い返す。 

・級友の考えとつなげて考えられ

るよう、「反省」や「償い」とい

う意見と、「怒り」や「決別」と

いう意見を対立させてゆさぶる

補助発問をする。

・級友の学びに貢献したと感じら

れるよう、初発感想で「気にな

る」と考えた生徒に振り返りを

発表させる。

（4）評価＜Ａ基準＞

ちょう集めと決別する「僕」の心情を、本文中の言葉を根拠に考えることができる。 

「僕」の心情にみんなで迫るために、各自で考えた意見

を出し合ってみましょう。

・償いの気持ちなら、謝る言葉をかけるはずなのに、「悪

漢だと決まってしまった」と思っている。

・償いと怒りが同時にあるのは変だと思う。「一つ一つ」

とあるから時間をかけてつぶしている。

・「しまった」は、何かを終えるときに使う言葉。

・「闇の中」とあるから、見たくないのだろう。

→この辛い思い出を思い出さないようにつぶした。

今日の授業で新たに気付いた「僕」の心情について 5 分

間で振り返りを書きます。授業の最後に、初発感想の時

点でこの部分が気になっていた 8 人の中から、振り返り

の発表を聞きます。
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－国語２－

単元構想（９時間完了 本時８／９）

【仮説１の手だて】 

①～③多面的な

視点から作中の

登場人物の心情

に迫るため教材

文を繰り返し読

み，ペアで大体の

内容を確認して

から，初発の感想

を書く。（１－１） 

④仲間とともに

追究したいと感

じられる課題を

設定するために，

気になる部分を

共有し，最も話し

合ってみたいこ

とを決め，それを

第８時に扱う。 

（１－１） 

⑤～⑥授業の最

後には，次時に取

り扱いたい「気に

なった部分」につ

いて投票する。 

（１－１） 

④～⑧単元を貫

く課題を常に意

識できるよう，各

授業の導入で単

元マップを見て

前時までの学習

と本時の位置付

けを確認する。 

（１－２） 

⑨単元を通した

自分の成長を感

じられるよう，単

元マップに書き

込んだこと見て

振り返りを書く。 

（１－２） 

予想される生徒の思考課題 単元を終えた生徒の思考

⑨初発感想と比較して，学習する中で新しく気付いた作中の

「僕」の気持ちを終末感想に書く。自分の気付きを生んだ瞬

間を思い返して，学習の価値に気付く。

【仮説２・３の手だて】 

①「僕」の蝶を集め

る熱情に共感しやす

くするため，作中に

登場するちょうの画

像を提示する。  

（２－１）

②「僕」の心情に迫

る気付きが生まれる

よう，「人物の設定」

「人物の行動」「場面

の転換」「意味の分か

らない語句」の４つ

の着眼点で疑問を解

決し，作品の大体の

内容をつかませる。 

（３－３）

⑤～⑧生徒たちの力

で人物の心情を読み

取る話し合いになる

よう，着眼点として， 
「A 情景描写」 
「B 場面の設定」 
「C 修飾表現」 
「D 視点」 
「E 人物の立場」 
という５つを示す。

（３－３）

⑤～⑧授業で学習し

たことを整理し，深

めるよう，「授業で新

たに気付いた『僕』

の心情」について振

り返りを書く。  

（２－２）

⑨単元を通して学習

したことを整理し，

深めるよう，自身の

初発感想と比較しな

がら，「新たに気付い

た『僕』の心情は，

どうやって気付けた

か」について振り返

りを書く。（２－２） 

⑧「指で粉々に押しつぶしてしまった。」が気になる。 

・ちょうの収集に熱情的だったはず。

・エーミールへの申し訳なさがあったのでは。

・軽蔑されたことへの腹いせではないかな。

→熱情的だったちょうの収集が嫌な思い出となっ

たので，二度と集めないという思いがあった。

⑤
～
⑧

友
達
が
気
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
考
え
、「
僕
」
の
心
情
に
迫
る

⑦「母に打ち明ける勇気を起こした。」が気になる。 

・打ち明けるのは，辛いことだったと思う。

・申し訳ないと思ったから，打ち明けたのでは。

・申し訳ないなら，直接謝りに行くのでは。

→ちょうを盗んだ，つぶした事実に一人では耐え

られなくなったから，打ち明けたのだろう。

・「喉笛に飛びかかるところ」とあるから，怒って

いる。でも，飛びかかってはいない。

・軽蔑されて，悔しい気持ちになっている。

→怒りも，悔しさも，反省もある。

⑤エーミールの「僕」への言葉が気になる

・「君の集めたやつはもう知っている」とあるか

ら，「僕」の収集を見下されていると分かる。

・「君はそんなやつなんだな」とあるから，幼稚な

行動をとる人だと決めつけられている。

→だから「僕」は，嫌な感情をもっている。

②ペアであらすじを確認し，疑問を解決する。

①教材文を読んで，語句の意味を調べる。

③初発感想を書き，本文の気になる部分を探す。

⑥「そうか，そうか，つまり君はそんなやつなんだ

な。」が気になる。

④気になった部分を共有し，単元マップを作成する。

・「指で粉々に押しつぶしてしまった」という行動をしたのは

なぜか気になるから，話し合ってみたい。

・「そんなやつ」と言われてどう思ったか話し合ってみたい。
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第２学年 音楽科学習指導案 

指導者 藤井 優香 

１ 単元 

要素（ピース）を揃え 誰もが認める合唱を （題材『君とみた海』） 

２ 単元の目標 

・歌唱に関心をもち、表現を工夫して歌う学習に主体的に取り組もうとする。

(音楽への関心・意欲・態度) 

・表したいイメージが表現できるよう、自分たちに必要な要素に目を向けながら工夫する。

（音楽表現の創意工夫） 

・イメージを表現するために必要な発声、言葉の発音、体の使い方などの技能を身に付ける。

（表現の技能） 

３ 単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名、女子 5 名、計 15 名）

自分たちも聴く人も満足できる合唱にしたいという思いから、クラス合唱の目標を『１５

人の心と声を一つに 誰もが認める合唱を』に決めた。この目標に向かって練習に取り組む

中で、「みんなが満足できる合唱にしたい」「伝えたいことが伝わる合唱にしたい」という思

いを高めている。昨年度行ったクラス合唱では、簡単な旋律を正しい音程やリズムで歌うこ

とや表現を工夫しようと強弱や発音を意識して歌うことができた。しかし、昨年度は混声合

唱に慣れていなかったため、喉を開いた発声ができず、地声に近い声や響きの弱い声が出て

しまうことが多かった。また、安定した声で音程をとる力や、拍を感じてリズムよく歌う力

なども十分ではない。生徒は、自分たちの合唱と過去の先輩の合唱を聴き比べて課題を見つ

けようとし、「一人一人が声を出す」「音程を完璧にする」などを課題として挙げた。本学級

は他学年に比べて人数が少ないため、一人一人の責任が大きくなる。生徒は「人数が少ない

分、一人一人が声を出さなければならない」「各パートの人数が少ないからみんなが頑張らな

ければならない」と感じている。一人一人が自信をもって合唱できるように技能向上してい

くことで、彼らの目標とする合唱を創り上げていきたい。 

（2）音楽科における協同学習

音楽科では、「ここからは訴えかけている感じがするから、発音をはっきりさせて一つ一つ

の言葉を強調したい。」や「だんだん大きくしていって、訴える思いが強くなっている様子を

表現したい。」などのように、思いや意図を共有することで歌唱の力をつけていくことが求め

られている。本単元では、パート練習の途中で行うパート間交流をはじめ、意図的な話し合

いの場を設定することで、他の生徒のよさを取り入れたり、他の生徒の意見から新しい発見

をしたりしながら練習を進める。これらの活動を通して仲間と共に課題に向き合い、自ら学

ぶ生徒を育成したい。 

（3）教材について

『君とみた海』は、流れるような美しい旋律や強く訴えるような旋律などが現れる落ち着

いた雰囲気の曲である。音の動きが細かく、他パートと違う動きをすることが多い。また、
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変化が多く、終盤で転調して盛り上がるなど、表現を工夫できる要素が多い。技能面や表現

面において昨年度の合唱曲「My Own Road」より、難易度が上がっている。そのため、毎時間、

一つの要素に焦点を絞り、「音程」「リズム」「発声」「発音」などの技能を習得していく。そ

うすることにより、確実に技能の向上が期待できる。生徒が上手くいかない部分をそのまま

にしたり、どうすればよいのか分からなくなったりする可能性がある。練習したい部分を繰

り返し再生しやすいタブレット端末の音源を用いたり、課題に合わせてポイントや練習方法

を示した資料を活用したりする。この教材の学習を通して、要素ごとに技能を高め、生徒自

身が「昨年度より難しい曲を誰もが認める合唱にして歌うことができた。」と達成感を得られ

るようにしたい。 

 

４ 単元構想（次々ページに掲載） 

 

５ 本時の指導 

（1）目標 

「果てしなく続く、きれいで澄んだ海」や「君や海への思い」というイメージを表現するた

めに、発音を工夫して歌えるようにする。 

 

（2）準備  

単元マップ、楽譜、タブレット端末、ＣＤ、スピーカー、譜面台、資料、ワークシート。 

 

（3）展開 

時刻 
   

・教師支援 

14:15 

 

14:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の見通しがもてるようにす

るため、授業の始めに「単元マ

ップ」と本時の流れを提示し、

確認する。 

 

・自分の力で練習できるよう、発

音のポイントや練習方法の資料

を用意する。 

 

・全員がパート練習に参加できる

ようにするため、手順の詳細を

提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージを表現するために、発音を工夫して歌おう。  

・「うみよ」の「u」をもっときれいな響く声にするために、

「o」に近い口の空間を作って歌いたい。  
・「かがやいてる」の「ga」とか鼻濁音がきついから、美

しい響きが伝わるように練習したい。  

教師の発問・発本 時 の 課 生 徒 の 思

イメージを表現するために発音することは、みなさんが目

指す『誰もが認める合唱』に繋がります。パートで分かれ、

イメージを表現するために必要な「母音」「子音」「鼻濁音」

に注目して練習を進めてください。目標達成に向けて練習

し、最後に録音しましょう。録音はこの後のパート間交流

で、工夫点を伝えるために、他のグループに聴いてもらい

【パート練習】  
①各担当の意見を伝える  
②発音練習（資料を参考に）  
③②の発音を生かした曲練習  
※不十分だと感じたら繰り返し

練習する  
④録音  

アルトから順番に練習した箇所の録音を他パートに聴い

てもらいましょう。歌い手は発音の工夫した点を伝え、聴

き手は自分たちが取り入れたい点を楽譜に書き込みまし

ょう。自分たちの録音を聴くときは反省をメモしましょ

う。各パート、工夫した点を共有して互いのよい点を取り

入れたり、新たな課題を見つけたりするのに役立てて残り
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15:00 

・全員が参加する責任感をもてる

よう、「母音・子音・鼻濁音」の

係を分担する。

・本時の話し合い内容を今後の練

習にも生かせるよう、工夫した

点をメモできる拡大楽譜を用意

する。

・達成感を得ながら次時への意欲

を高めるため、課題の達成度合

いが分かる振り返りを活用す

る。

・考えが深まったことに気付きや

すい、振り返りの視点を示す。

振り返りをします。今日の収穫には、「練習をしてでき
たこと・学んだこと」を書きましょう。

・ソプラノの工夫を参考にして、さびだけでなく、さび前

の「うみよ」の「u」の発音練習をして、はっきりと歌え

るようになり、「海への思い」を表現できた。母音を気を

つけて歌わないとイメージが伝わらなくなってしまう部

分は他にもあるから、チェックしておきたい。

・「夏の日の 思い出は」の「の」から「お」に変わると

き、はっきり聴こえるように、少し間をつくりたい。

・「海よ」は思いが強まっていることが伝わるよう、「う」

「み」「よ」の全てを強調するように歌いたい。
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第３学年 理科学習指導案 

指導者 原田 慶佑  

１ 単元 

イオンから見る酸・アルカリの世界―化学変化とイオン― 

 

２ 単元の目標 

・酸性とアルカリ性の水溶液に関する事物・現象に進んで関わり、それらを科学的に探究しよ

うとする。                            (関心・意欲・態度) 

・酸とアルカリの性質や中和して水と塩ができる現象について、イオンの考え方をもとにして、

自らの考えを導いたり、まとめたりする。               （思考・表現） 

・酸とアルカリの性質を調べる実験や中和反応に関する実験の基本操作を習得し、結果の記録

や整理の仕方を身に付ける。                  （観察・実験の技能） 

・酸性とアルカリ性の水溶液のそれぞれの特性や中和反応について理解し、知識を身に付ける。     

（知識・理解） 

 

３ 単元について 

（1）生徒の実態（男子 11 名、女子 10 名、計 21 名） 

 実験・観察の結果や提示された資料を生かし、意欲的に課題を解決しようとする姿が見られ

る。また、グループ学習の際には、互いの意見をよく聞き、分からないところは素直に質問し

ながら、班全員が理解できるように努めている。前単元「水溶液とイオン」や「化学変化と電

池」では、どうして水溶液に電流が流れるのかという疑問をきっかけに水溶液中にイオンが存

在していることやイオンが要因となり電流が流れていることを学習した。イオンや電子の様子

を図に書き、それを指さしながら具体的に説明することができた。また、これまでの学習を通

して水溶液の性質にも興味をもち、さまざま電解質水溶液は何性なのかや電流の大きさの違い

について疑問をもった。そこで、中和や塩の生成といった化学変化の現象についてイオンを用

いて説明する単元を構想すれば、生徒は疑問の解決を図る中で、酸・アルカリの性質やイオン

についての理解を深めることができると考える。 

 

（2）理科における協同学習 

理科における協同学習を、課題を解決するために必要な知識を利用し、仲間と関わりながら、

個人の思考の深まりを目指す学習と定義する。この考えをもとに、各々が課題に対して個人思

考をした上で、班で実験・観察を行う。協力して実験・観察を行って得た結果をもとに、再び

個人思考を行う。それぞれの見解を持ち寄り、班で考えを出し合って共有し、ホワイトボード

にまとめていく。その際、班での話し合いが充実するために係分担をする。各班の考えを全体

の場で出し合い、他の班の考えに触れた後、再び各班に戻って話し合い、各々の考えをまとめ

る。このように、個人思考と話し合いを交互に取り入れることで、仲間と共に課題と向き合い

ながら、個人の思考の深まりを図る。 

 

（3）教材について 

 本単元は、小学校の段階から学習している酸性・アルカリ性の性質の正体をイオンから考え
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る。前単元で学習してきたイオンの電気的な性質を活用し、酸性を表すものは何か、アルカリ

性を表すものは何かを追究する。また、中性の物質についても水溶液中でのイオンの状態を考

えることで理解につなげていける。毎時間、授業で使う水溶液のイオン式を確認し、それを資

料として用い、学習を進める形式にする。そうすることで、生徒がどのようなイオンが原因で

科学的現象が起きているのか考えられる。また、水溶液に流れる電流の大きさの違いや試薬の

色の変化についても水溶液中にイオンの量や種類によって説明することができる。酸・アルカ

リの性質を表すものの正体を明らかにし、生徒の疑問を一つ一つ追究していきたい。

４ 単元構想（次々ページに掲載） 

５ 本時の指導 

（1）目標

・酸とアルカリを中和させた際に水と塩ができるという考え方を生かして、白い物質が出てき

た理由について説明できる。

（2）準備

（教師）単元マップ、ワークシート、電源装置、ビーカー、保護メガネ、導線、うすい硫酸、

水酸化バリウム水溶液

（生徒）教科書、ノート、筆記用具、イオン式の資料

（3）展開

時刻 教師支援 

14：15 

14：20 

14：25 

・単元マップを用い、本時の位置

付けを確認し、本時の流れ・目

標を示す。

・なぜ白い物質が出るのか考える

資料にするために、今回使う水

溶液のイオン式を確認する。

・硫酸と水酸化バリウムが中和し、

白い物質が出る様子を観察でき

るよう、実験の仕方を説明する。 

・着眼点：イオン式や中和の考え

方を使う。

・方向性：全員が白い物質が出て

きた理由が分かるようにする。

教師の発問・発言 本時の課題 生徒の思考

硫酸と水酸化バリウム水溶液を混ぜると白い物質が出るの

はなぜか？ 

・硫酸は水素イオンと硫酸イオン、水酸化バリウムはバリウ

ムイオンと水酸化物イオンになるんだ。

今回は皆さんの疑問に挙がっていた硫酸と水酸化バリウ

ム水溶液を混ぜると白い物質が出るのはなぜか？を明らか

にしていきます。まず、硫酸と水酸化バリウムは電離して、

どのようなイオンになるかそれぞれイオン式をまとめまし

ょう。 

硫酸と水酸化バリウムの中和を行い、イオン式や教科書

P.185・186 に書かれている中和の考え方を生かして、なぜ

白い物質が出てきたのか考えましょう。個人で学習した後、

班で内容を共有し、班のみんなが分かるように結論をホワイ

トボードにまとめてください。この後、班の考えを全体で伝

え合い、クラスのみんなが白い物質が出てきた理由を分かる

ようにしたいと思います。 
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14：45 

15：00 

・全員が責任をもって参加できる

よう準備係、司会係、記録係、

発表係の４つを設定する。

・一人一人が白い物質が出た理由

について理解できるよう、班の

考えを全体に伝えたあと、再度

班で話し合う時間を設ける。

・考えを確かなものにするため、

新たに理解したことや班内で出

た疑問を共有する。

・白い物質が出るのはなぜかとい

う本時の課題に対して考えをま

とめられるよう、学んだことを

書くよう伝える。

（4）評価＜A 基準＞

・酸とアルカリを中和させた際に、水と塩ができるという考え方を生かし、水溶液中に存在す

るイオンを組み合わせて白い物質が出てきた理由を説明できた。 

・中和すると水ができるから残ったイオンを合わせると硫酸

バリウムができる。白い物質は硫酸バリウムだと考えるこ

とができる。

・中和でできるのは水と塩だから白い物質は塩だと思う。硫

酸イオンとバリウムイオンが結びついたんだ。

それでは、班の考えを伝え合います。全体の発表後、自

分の班の考えはどうであったか、班ごとで再度話し合う時

間を設けます。 

・水ができる他に、硫酸イオンとバリウムイオンで硫酸バ

リウムという物質ができることが分かり、それが白い物質

の正体であると分かったのでよかった。

・中和で水と塩ができ、今回のイオンだと硫酸イオンとバ

リウムイオンが結び付いて硫酸バリウムという塩ができま

すが、硫酸バリウムは水に溶けにくいので白い物質となっ

て出てきたと考えることができます。 

 今日の収穫には、白い物質が出てきた理由について学ん

だことを書きましょう。 
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Ⅱ 2019 年―2020 年 研修会資料 

― 75 ―



― 76 ―



2019 年度 第 1 回研修会 

１ 日程 

２ 2019 年度研究推進の計画 

３ 講義レジメ 

― 77 ―



１ 日程 

2019 年 5 月 7 日 

講義 13：20～14：50 

講師 杉江修治 

演題 「自ら学ぶ生徒の育成」 

２ 2019 年度研究推進の計画 

本年度の方針 

①「課題に向き合い、自ら学ぶ生徒の育成」を研究主題とし、生徒が学習活動を通して自己肯

定感を高め、目標や方法を明確に意識しながら学習に取り組めるような支援のあり方を明らか

にする。 

②研究主題をよりどころにし、各教科等の実践を検証的に進める。抽出生徒を学年部会で協議

して選出し、指導案の検討、授業記録の分析を通して指導方法や指導体制の改善に努める。 

研究組織 

１年生 

部 会 

○原田、藤原、藤井

大久保、

２年生 

部 会 

○川村、池畠、村松、

小川、教頭

３年生 

部 会 

○佐々木崇、井上、長尾

早紀、西谷、亜矢子

自ら学ぶチー

ム 

授業づくり担

当 

◎原田、亜矢子、

藤井、小川、

大久保、

自ら鍛えるチ

ーム 

課題づくり担

当 

◎村松、川村、

長尾、池畠、林

自ら律するチ

ーム 

集団づくり担

当 

◎佐々木崇、藤原、 

井上、西谷、早紀

校内研修

校外研修

各教科（各教科担任）

道  徳（原田）

特別活動（佐々木崇・川村） 

総合的な学習の時間（教

講習会・研究会

研究指定校視察

研
究
推
進
委
員
会

教務
村松
佐々木

原田

全

体

協

議

会

校長 教頭 実

践

・

検

証
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本年度の研究について 

（1）研究主題

「課題に向き合い、自ら学ぶ生徒の育成 

～集団づくり、課題づくり、授業づくりを柱にした協同学習を通して～」 

※協同学習（生徒全員が、目的を理解し学びを共有する、メンバー全体が高まる学習）

（2）主題設定の理由

①生徒の実態から

本校の生徒は、明るく、素直である。言われたことをきちんとこなし、真面目に取り組むこ

とができる。また、友達のことを考えて行動している優しさがみられる。それは、本校生徒が

小学校の時に学区の児童としてそれぞれの地域の方に大切に育てられ、愛されてきたからと考

える。

一方で生徒一人一人を見ていると、自分で考えることなく、他から言われて行動したり、何を

すればよいのか決められずに困っていたりする姿を見かける。また、自分の意見をもつていて

もなかなか意見を述べないこともある。その理由として、自分の意見に自信がもてなかったり、

他人の目が気になり、言い出しにくい集団の雰囲気があると感じたりすることが考えられる。

しかし、そもそも考えが思いつかず意見をもてない場合もある。物事に対して自分で考え解決

しようとする力、自ら考えを相手に伝える力を育む必要性を感じる。

②昨年度の課題から

平成 30 年度までの研究主題を「できたを実感する生徒の育成」として実践してきた。この

年度末に 3 年生を対象に、どのような授業が印象に残ったり、活躍できたりしたか調査をした

ところ、「できた」と実感できた授業、課題を解決するためにどのようにすればよいのか考えた

授業、体験や実験を行った授業が印象に残っていると答えた。一方で、仲間と共に協力して学

習したり、グループやペアで活動する良さをあげたりする生徒は少なかった。これは、生徒が

仲間と関わる場面が少ない授業を行ったり、仲間と関わっていてもその良さを感じられない授

業展開をしたりしたからだと考えられる。また、日標を明確につかんでも、学習過程で目標を

意識するような活動とつながっていないため、振り返りの段階で改めて生徒が目標を見直すこ

とがあつた。このことから、学習過程における 1 時間の流れが曖味であること、課題設定が真

の意味で生徒の実態に即したものではなかったと考えられる。平成 30 年度までの研究の成果

を踏まえ、仲間と共に課題を解決する授業を再構築する必要性を感じた。

③本校の伝統から

設楽中学校は開校以来、校則といわれるものを明記していない。その代わりに「生徒憲章」

がある。開校当初の生徒たちが掲げたものである。生徒は、毎年生徒憲章をもとに各学年の目

標に照らして生活している。判断は個人に委ねられているが、中学生らしい身なりや態度で生

活している。また、部活動や運動会などを通して下級生は先輩から学び、先輩にあこがれを抱

いている。先輩が作った伝統を守っていこう、引き継いでいこうという意識は高い。このよう

な伝統を踏まえ、設楽中生がもつ本来の自主的な力を引き出すような場の設定 :教師支援を行っ

ていけば、生徒は自主的に学ぼうとするのではないかと考えた。

④協同学習を取り入れて

協同学習とは、「生徒全員が、目的を理解して学びを共有し、全体が高まることを目標とする
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学習」である。一人で学習するより、教え合い、学び合うことで  相互に深まるものととらえる。

仲間と共に意見を交わすことで多様な情報を得ることができ、考えを深め、よりよい解決に至

る可能性が増すと期待されている。協同学習では、仲間に依存するのではなく、一人一人が仲

間の役に立つ、そして仲間の学びが自分の役に立つという考えのもとに学習に参加をすること

を前提としている。そのため、協同学習は、「学習者一人一人を強くすること」が目標と言われ

ている。協同学習を取り入れることで、自ら学ぶ生徒を育成できるのではないかと考えた。

（3）研究の仮説

仮説 1 ＜課題設定＞ 

生徒が仲間と共に追究 したいと感じられる課題(単元や授業を貫く課題)を設定し、意識をつ

なげるための支援をすれば、学習に対して主体的に取り組むようになり、生徒は自ら課題を解

決していこうとするだろう。 

仮説１に対する手立て 

①多面的な視点がもてる素材や自分の日常と結び付く素材、生徒が学んだことを生かせる素

材等を教材として取り入れて、単元を貫く課題を設定する。 

②単元を貫く課題を常に意識できるよう、教師は意識をつなげるための教師支援がかかれた

単元構想図を作成し、単元導入時に生徒と共に「単元マップ」を作成する。 

③生徒が「仲間と共にできた、分かつた」と所属感・達成感を感じながら学習に取り組める

よう、課題の達成度合いが分かる振り返りを設定する。 

仮説 2 ＜個人思考＞

教師が事前に資料を用意し、生徒に自分の考えをもつ時間を保証した上で、課題に迫る方法や、

活動の仕方を提示し、生徒に授業の見通しをもたせれば、自らの考えを構築するようになるだ

ろう。

仮説 2 に対する手立て  
①課題に迫れたり、問題提起につながったりするような適切な資料を用意する。

②生徒が授業の見通しをもてるよう、課題や活動の方法を表示したり、図で説明したりする。

③生徒が自分の考えを構築するよう、状況に応じた個人思考の時間を設定する。

仮説 3 ＜話し合い＞ 

生徒が仲間と共に多様な考えを引き出せるような話し合いの手法や進め方の手順を示せば、

全員が責任をもつて話し合いに参加することができ、思考を深められるようになるだろう。

仮説 3 に対する手立て  
①全員が話し合いに参加できるようになるために個人の役割分担を明確にしたり、話し合い

の進め方の手順を示したりする。

②話し合いで生徒の思考を深めるために、話し合いの着眼点や方向性を示す。
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（4） 研究の検証

・主題に迫るため、各学年部会で抽出生徒を協議して設定し、抽出生徒の変容を通して検証す

る。

・事前にアンケートを用意し、アンケート結果から変容をとらえる。

実践計画 

・週案を活用し、普段からお互いの授業を参観し合い、日々実践的に活動する。

・学年会やプロジェクトチームを活用し、授業案の検討を行う。

・研究主題を踏まえ、各教員が研究プロットを作成し、各教科、道徳の時間、特別活動、総合

的な学習の時間等において検証的に実践を進める。授業研究を行い、検証のための資料取り

をする。

月 研修の内容 授 業 研 究 総合・行事との関連等 

４ 

＊現職研修の方針・組織 

本年度の計画の検討 

＊指導案の形式を検討 

※全体授業研究の授業提案(教

務) 

※授業提案講師・教諭も同形式

で提案（部会）

本年度の実施計画の立案 

５ 

＊個人研究プロット作成 

（教科指導を中心に） 

＊授業記録の分析と整理 

＊学校訪問公開授業の指導

計画と指導案の検討 

＊提案授業（５/１４ 亜矢子） 

＊校内授業研究 本時案 

（～6 月） 

学校訪問に向けての授業研

究。学校訪問時と同じ単元で

行う。＊初任研授業研（池

畠・長尾） 

１年生オリエンテーショ

ン学習

２年生国内研修 

３年生海外派遣事業 

個人研修テーマの設定 

６ 

＊授業記録の分析と整理 

＊学校訪問公開授業の指導

案完成（6/１） 

＊ＡＥＤ心肺蘇生法講習 

＊講師招聘授業 

（プロジェクトごとに） 

授業づくり担当 藤井優香 

課題づくり担当 川村紘也 

学校訪問（６／１0（月）） 

７ 

＊プロジェクトの反省と２

学期の方針の話し合い 

集団づくり担当 佐々木崇

光 

夏休み中の活動準備、渉

外活動 

８ 

＊発達障害についての講義

と学年部ミーティング（講

師：SC） 

＊現職教育の研究の検証 

研究の内容に対して 

2 学期の指導案づくり 

（担当ごと） 

１年生：サマーセミナー 

：名人に学ぶ 

２年生：職場体験 

３年生：高校体験入学 

活動の記録、お礼状の作

成指導 

９ 
＊授業研究と記録の分析 ＊初任研授業（池畠） 総合：報告書の作成及び

発表会の準備 
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10 ＊授業研究と記録の分析 

11 

＊教育研究論文執筆 

（11 月初旬提出） 

＊感染症対策 

＊設楽町現職研修授業研究 

（村松） 

総 合 の 発 表 会 ( 学 校 祭

11/23) 

12 ＊研究実践のまとめ 

＊プロジェクトの反省と２

学期の方針の話し合い 

＊初任研授業（長尾） 卒業関係行事の運営計画 

１ 

＊研究実践のまとめ製本 

＊本年度の研究の成果と課

題の洗い出し 

＊初任研授業研（池畠） 卒業関係行事の諸活動 

２ 
＊学力検査の結果分析 

＊次年度の計画立案 

＊初任研授業研（長尾） 生徒憲章の振り返りと引

継ぎ 

３ ＊次年度の計画立案 総合、行事等の見直し 

その他(参考事項) 

(1)本校の研究歴

年度 研究委嘱等 研 究 主 題 研究資料･受賞等 

22 

明日を拓く確かな学び 

－思考力、判断力、表現力を伸ばす支援（学

習面） 

－生命の尊さを実感し、よりよく生きようと

する生徒の育成(心の教育の面) 

実践のまとめ発刊 

23 
確かな学力を高める授業づくり 

－学び合い、関わり合う言語活動を通して－ 
実践のまとめ発刊 

24 
確かな学力を高める授業づくり 

－学び合う活動の場を大切にして－ 
実践のまとめ発刊 

25 
確かな学力を高める授業づくり 

－学び合う活動を支える教師支援のあり方－ 
実践のまとめ発刊 

26 

人権教育 

（県 26・27）
互いの思いや考えを大切にする学び合いを通

して、生きる力を高め合う生徒の育成 

実践のまとめ・研究のま

とめ（１年次）発刊 

27 

人権教育 

（県 26・27）

互いを尊重し、学び合いを通して高め合う生

徒の育成 

実践のまとめ・研究のま

とめ（２年次）発刊 

28～ 

30 

「できた」を実感する生徒の育成 
実践のまとめ発刊 

31 

事務協研究委

嘱 

1 年時 

課題に向き合い、自ら学ぶ生徒の育成 

～集団づくり、課題づくり、 

授業づくりを柱にした協同学習を通して～ 

実践のまとめ発刊 
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(2)中高一貫教育推進校としての実践研究計画

○研究組織

  教育課程部会 

中高一貫教育研究推進全体会議 研 究 推 進 委 員 会 交 流 部 会 

  地域連携部会 

地域推進協力者会議 

○実践研究推進の概要

・英語、数学における中高教員による連携指導

・連携校合同（津具中、東栄中、豊根中）のサマーセミナーによる社会性の醸成

・総合的な学習の時間「ふるさと学習」を中心にした地域教材の開発

・部活動や生徒会活動、文化的作品における交流の促進

・「進路カルテ」「学力調査」を活用し、中高連携を見通した進路指導 

・地域への情報の発信による地域の理解と協力の促進
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自
ら
学
ぶ
生
徒
の
育
成

設
楽
町
立
設
楽
中
学
校
校
内
研
修
会

2
0
1
9
年
5
月
7
日

杉
江
修
治

０
授
業
改
善
に
向
か
う
課
題
意
識

出
発
点
と
し
て
の
「
め
ざ
す
生
徒
像
」

自
主
・
自
律
の
力

共
生
社
会
を
創
る
民
主
的
態
度

確
か
で
幅
広
い
知
的
習
得

○
こ
の
目
標
達
成
が
可
能
な
授
業
で
あ
る
か
、と
い
う
実
践
評
価
の
基
点
の
共
有

○
授
業
に
お
け
る
セ
レ
モ
ニ
ー
点
検
の
必
要
性

内
容

１
学
び
の
マ
ッ
プ
づ
く
り

自
主
・自
律
の
学
び
の
た
め
に

２
協
同
の
仕
掛
け
づ
く
り

豊
か
な
同
時
学
習
の
達
成
の
た
め
に

３
D
V
D
視
聴
と
交
流

意
欲
的
な
活
動
を
生
む
授
業
設
計
に
向
け
て

セ
レ
モ
ニ
ー
の
事
例

漫
然
と
教
科
書
を
読
ま
せ
る

前
時
の
簡
単
な
振
り
返
り
の
発
問

一
部
の
生
徒
と
教
師
の
問
答
（
つ
ぶ
や
き
を
拾
う
？
）

只
乗
り
を
許
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
活
動

一
人
の
考
え
を
グ
ル
ー
プ
の
意
見
と
し
て
出
さ
せ
る

板
書
を
き
れ
い
に
写
す

教
師
が
最
後
に
ま
と
め
を
し
て
終
わ
る
授
業

・・
・
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生
徒
理
解

・生
徒
は
誰
で
も
自
分
自
身
の
成
長
を
願
っ
て
い
る
。

・生
徒
は
誰
で
も
他
者
と
良
い
関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

・生
徒
は
挑
戦
が
好
き
だ
。

こ
う
い
っ
た
生
徒
の
本
性
が
発
揮
で
き
る
学
習
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

同
じ
結
果
で
も
成
功
体
験
と
な
る
生
徒
自
身
の
自
己
評
価
の
物
差
し
を
考
え
た
い
。

「
勝
っ
た
ー
負
け
た
」
「
で
き
た
ー
で
き
な
か
っ
た
」
→
「
進
歩
し
た
」
「
わ
か
っ
た
」

（
相
対
評
価
）

（
個
人
内
評
価
）

主
体
的
な
学
び
を
作
る
条
件

生
徒
に
学
び
取
ろ
う
と
す
る
構
え
が
あ
る
か
ど
う
か
が
鍵
で
あ
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
は
生
徒
を
動
か
す
こ
と
で
は
な
い
。

「
学
び
は
我
が
事
」
と
し
て
「
学
び
取
ろ
う
と
す
る
構
え
」
を
持
た
せ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。

「
学
び
取
ろ
う
」
と
い
う
構
え
の
背
景
に
は
学
習
に
お
け
る
成
功
体
験
が
あ
る
。

成
功
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
自
己
肯
定
感
が
あ
る
。

１
学
び
の
マ
ッ
プ
づ
く
り

・・
・自
主
・自
律
の
学
び
を
促
す
工
夫

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
学
び
の
マ
ッ
プ
を
持
た
せ
て
学
習
に

入
る
。

マ
ッ
プ
の
中
身
3
点

①
学
習
内
容
（
学
習
課
題
）

②
学
習
の
筋
道

③
学
習
の
値
打
ち
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（
１
）
学
習
課
題
と
は

指
導
目
標
か
ら
学
習
目
標
へ
、さ
ら
に
学
習
課
題
へ

・指
導
目
標
：寛
政
の
改
革
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る

・学
習
目
標
：寛
政
の
改
革
の
意
義
を
理
解
す
る

・学
習
課
題
：寛
政
の
改
革
の
中
身
と
そ
の
意
義
を
自
分
の
言
葉
で
説

明
で
き
る

課
題
の
な
い
と
こ
ろ
に
学
習
は
存
在
し
な
い

（
３
）
「
本
時
」
の
導
入

マ
ッ
プ
は
導
入
で
与
え
る

①
課
題
の
明
示

②
学
習
の
筋
道
の
提
示

③
課
題
の
値
打
ち
の
説
明

端
折
ら
な
い
（
時
間
を
惜
し
ま
な
い
）
こ
と
が
必
要

（
２
）
よ
い
学
習
課
題
の
条
件

明
確
で
あ
る
こ
と

×
・・
・を
学
ぼ
う
・考
え
よ
う

△
・・
・を
し
よ
う
（
活
動
の
明
確
化
）

○
・・
・が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
（
ゴ
ー
ル
の
明
確
化
）

教
師
の
ね
ら
い
が
そ
の
ま
ま
生
徒
に
届
く
表
現

授
業
の
最
後
の
確
認
で
用
い
る
表
現
と
し
て
も
使
え
る
表
現
か
ど
う
か

（
４
）
「
単
元
」
の
導
入

単
元
第
1
時
は
、「
単
元
の
マ
ッ
プ
」
を
示
す
と
き

（
単
元
見
通
し
方
式
）

①
単
元
課
題
と
毎
時
間
の
課
題
を
明
示
す
る

②
単
元
の
学
び
の
値
打
ち
を
解
説
す
る

③
単
元
の
学
習
の
手
順
を
解
説
す
る

端
折
ら
な
い
（
時
間
を
惜
し
ま
な
い
）
こ
と
が
必
要
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（
５
）
振
り
返
り
の
実
施

本
時
、単
元
の
学
習
の
確
か
な
「
振
り
返
り
」

（
形
成
的
評
価
）

・生
徒
自
身
が
自
己
評
価
す
る
機
会
の
設
定

・・
・学
習
の
区
切
り
ご
と
に
行
う

・・
・相
互
評
価
に
よ
る
自
己
評
価
力
の
育
成

・・
・教
師
が
与
え
る
振
り
返
り
の
視
点
が
、学
習
観
を
変
え
る

・仲
間
の
貢
献
、仲
間
の
良
さ
へ
の
振
り
返
り
は
学
級
づ
く
り
に
有
意
義
で

あ
る

（
１
）
信
頼
に
支
え
ら
れ
た
学
級
集
団
づ
く
り

学
級
経
営
の
核
に
協
同
の
学
び
を
置
く

•ク
ラ
ス
課
題
の
設
定
と
一
貫
し
た
取
り
組
み

・・
・共
に
育
つ
、共
に
伸
び
る

•協
同
的
な
課
題
の
設
定

・・
・学
び
合
い
の
機
会
づ
く
り

•集
団
活
動
の
振
り
返
り

・・
・仲
間
の
よ
さ
の
確
認

•座
席
配
置
へ
の
配
慮

・・
・一
体
感
の
あ
る
配
置

２
協

同
の

仕
掛

け
づ

く
り

〇
グ

ル
ー

プ
学

習
が

協
同

学
習

で
は

な
い

一
斉

形
態

の
協

同
学

習
、個

別
の

協
同

学
習

も
あ

る

〇
協

同
（

C
o
o
p

e
ra

ti
o
n
 ）

の
意

味
と

は

〇
協

同
学

習
の

意
義

①
効

果
の

面
か

ら

②
集

団
観

に
つ

い
て

：課
題

解
決

志
向

集
団

（
２
）
-1
集
団
課
題
の
明
示

ー
グ
ル
ー
プ
へ
の
課
題

グ
ル
ー
プ
へ
の
課
題
の
明
示
の
条
件

グ
ル
ー
プ
が
示
す
べ
き
「
成
果
」
の
形
が
生
徒
に
わ
か
る
表
現
を
す
る

×
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
さ
い

×
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
も
う

○
グ
ル
ー
プ
の
答
を
一
つ
作
り
出
し
な
さ
い
。後
で
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
の
誰
が
指
名
さ
れ
て
も
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
な
さ
い
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（
２
）
-2
集
団
課
題
の
明
示

ー
ク
ラ
ス
へ
の
課
題

ク
ラ
ス
課
題
の
提
示

・・
・ク
ラ
ス
全
体
と
し
て
何
を
め
ざ
す
か
の
明
示

例
）
こ
の
問
題
の
内
、第
1
問
と
2
問
は
少
な
く
と
も
誰
で
も
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

例
）
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、ク
ラ
ス
の
全
員
が
自
分
な
り
の
意
見
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
し
っ
か

り
書
け
る
こ
と
。

例
）
こ
の
単
元
の
最
後
の
テ
ス
ト
で
、昨
年
の
同
じ
学
年
の
平
均
点
よ
り
い
い
点
を
取
ろ
う
。

（
３
）
-2
話
し
合
い
を
促
す
工
夫

・・
・集
団
編
成

•適
正
な
人
数

•成
員
の
特
性
の
組
み
合
わ
せ

•役
割
の
持
た
せ
方

（
３

）
-1

  
話

し
合

い
を

促
す

工
夫

•
課

題
（

話
題

）
の

明
確

化

•
個

人
思

考
と

の
組

み
合

わ
せ

（
思

考
を

可
能

に
す

る
仕

込
み

を
行

う
こ

と
）

•
話

し
合

い
の

手
順

を
指

示
す

る

・交
互

に
発

言
す

る

・司
会

者
か

ら
右

回
り

に
一

通
り

意
見

を
言

っ
て

か
ら

自
由

に
話

し
合

う
等

々

•
話

し
合

う
場

面
づ

く
り

（
対

面
で

座
ら

せ
る

）

•
教

師
の

立
ち

位
置

、関
わ

り
方

•
全

体
交

流
の

工
夫

（
参

加
度

を
高

め
る

）

小
規
模
校
の
課
題

教
師
の
手
と
目
が
行
き
届
き
す
ぎ
る
⇒
受
け
身
学
習
を
助
長

9
年
間
を
見
通
し
た
子
ど
も
の
育
ち
、と
く
に
小
中
連
携
が
必
要
。５
、６
年
生
で

「
自
立
」
を
目
標
に
入
れ
込
む
こ
と

い
か
に
教
師
と
の
問
答
を
減
ら
す
か

子
ど
も
の
学
習
活
動
を
保
障
す
る
か

授
業
中
に
教
師
を
呼
ば
せ
な
い
授
業

も
っ
と
教
科
書
を
活
用
す
る
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授
業
に
お
け
る
教
師
の
役
割


教
師
は
学
び
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、仕
掛
け
づ
く
り
が
仕
事


生
徒
へ
の
高
い
期
待
の
必
要
性


生
徒
に
届
く
指
示
、発
問
が
必
要

生
徒
の
学
び
が
中
心
の
授
業
、生
徒
は
誰
も
が
伸
び
た
が
っ
て
い
る
、生
徒

は
素
晴
し
い
力
を
備
え
て
い
る
、生
徒
に
は
話
し
合
う
力
が
す
で
に
あ
る
・・
・

こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
捉
え
返
し
た
実
践
が
必
要

協
同
学
習
の
実
践
資
料

協
同
教
育
実
践
資
料
1
～
2
3

日
本
協
同
教
育
学
会
H
P
の
｢出
版
物
案
内
｣か
ら
引
き
出
し
可
能

h
tt
p
:/
/j
a
sc
e
.j
p
/1
0
5
1
sh
u
p
p
a
n
.h
tm
l

文
献

•
杉

江
修

治
（

編
著

）
2

0
0

3
子

ど
も

の
学

び
を

育
て

る
少

人
数

授
業

明
治

図
書

.
•

杉
江

修
治

2
0

1
1

  
協

同
学

習
入

門
ナ

カ
ニ

シ
ヤ

出
版

.
•

杉
江

修
治

2
0

1
6

協
同

学
習

が
創

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
明

治
図

書
•

杉
江

修
治

・水
谷

茂
（

編
著

）
2

0
1

7
教

師
の

協
同

を
創

る
校

内
研

修
ナ

カ
ニ

シ
ヤ

出
版

•
杉

江
修

治
・石

田
裕

久
（

編
著

）
2

0
1

8
教

師
の

協
同

を
創

る
ス

ク
ー

ル
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ナ
カ

ニ
シ

ヤ
出

版
•

日
本

協
同

教
育

学
会

（
編

）
2

0
1

9
日

本
の

協
同

学
習

ナ
カ

ニ
シ

ヤ
出

版
（

印
刷

中
）

•
ジ

ョ
ン

ソ
ン

･ジ
ョ

ン
ソ

ン
･ホ

ル
ベ

ッ
ク

2
0

1
0

 学
習

の
輪

二
瓶

社
.

•
ジ

ェ
イ

コ
ブ

ス
・パ

ワ
ー

・イ
ン

2
0

0
5

先
生

の
た

め
の

ア
イ

デ
ア

ブ
ッ

ク
ナ

カ
ニ

シ
ヤ

出
版

D
V
D
視
聴
学
級
の
協
同
実
践

一
斉
形
態
の
協
同
学
習
：中
学
校
社
会
科
公
民
分
野
の
実
践

視
聴
の
視
点

①
学
級
の
雰
囲
気

②
生
徒
の
学
習
参
加

③
学
び
合
い
の
姿

④
教
師
の
指
導
行
動

⑤
そ
の
他
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2019 年度 第 2 回研修会 

１ 日程 

２ 研究授業 

３ 講義レジメ 
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１ 日程 

2019 年 6 月 11 日 

11：35～12：25 研究授業 

13：20～14：00 研究協議 

14：05～15：00 講義・講評 

２ 研究授業 第２学年 数学 

単元名 生活の中の連立方程式～連立方程式を活用した課題解決～ 

単元の目標 

・連立二元一次方程式の必要性を感じ、活用しようとする。  (関心・意欲・態度) 

・具体的な場面で、連立二元一次方程式を活用し、問題を解くことができる。

(数学的な見方・考え方) 

・加減法や代入法で連立二元一次方程式を解くことができる。   (表現・処理) 

・二元一次方程式とその解の意味を理解する。   (知識・理解) 

単元について 

(1) 生徒の実態 (男子 10 名 女子 11 名 計 21 名)

本学級の生徒は授業に集中して取り組んでおり、話をしっかりと聞くことができる。生徒同

士の仲はよく、生徒同士で積極的に関わり合うことができる。その一方で、関わり合いの際は

答えの確認で終わってしまったり、計算式のどこが違うのかを伝えるだけになってしまったり

して、正しい考え方に基づいて説明している様子はあまり見られない。また、数学と日常生活

を結び付けて考えられず、数学を学ぶよさについて実感ができていない。 

この単元を通して、話し合うことのよさや価値を実感させ、話し合おうとする意欲をもたせ

たい。また、お互いの考えを比較し、よりよい解き方を考えさせることで、数学的なよさに気

づかせ、日常生活で数学を活用しようとする意欲をもたせたい。 

(2) 教材について

 本単元では、二元一次連立方程式を解くことができるよう、加減法と代入法の解き方を学習

する。どちらの解き方も、文字を消去して、既習事項の一次方程式の考え方に帰着させること

が重要である。次の単元の一次関数でも、二直線の交点座標を求める際に連立方程式を解く力

が求められるため、正確に解ける力を身に付けさせたい。また、二つの解き方を使い分ける際、

それぞれのよさやどちらを使うかの判断方法を話し合うことで、見通しをもって解き方を選択

できる深い学びを促したい。 

解く力を身に付けた後に、学習したことを実生活に活用し、主体的に学ぼうとする意欲をも

たせるため、連立方程式の活用場面を考えさせ、実際に問題を作らせる。そして、お互いに作

った問題を解き合うことで、様々な活用場面があることに気づかせ、連立方程式を学習するこ

との価値に目を向けさせたい。 
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単元をつらぬく課題 「連立方程式を解く力を身に付け、実生活で活用しよう」 

  

単元構想図(次ページに掲載) 

 

本時の指導 (6／14 時) 

(1)目標 「加減法と代入法の使い分け方とその理由について説明することができる」 

(数学的な見方・考え方) 

(2)展開 

時間 ○学習活動 

 

 

教師支援 

10 

 

 

 

 

 

15 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

10 

 

 

 5 

 

 

 

 

 

 

 

○班で、どんな時に加減法と代入法を使うのか話し合い、考

えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○班でまとめた意見を全体で共有する。 

 

○練習問題に取り組む。 

 

 

 

○わかったことや気づいた、感じたことを振り返りに書く。 

・1 問につき、加減法と代入法の 2 通

りで解かせ、各問題で解きやすい方を

実感させる。 

・悩んでいる生徒には、まず自分が解

きやすいと感じる方法から解くよう

に促す。後に、もう一つの方法も確認

する。 

・困っている生徒には、3 つの方程式

の特徴を確認させ、「～が～だから」

と話型を使って考えるように促す。 

・話し合いの目標を、「理由をつけて、

説明する」と明確にすることで、生徒

に目的意識をもたせる。 

・班の全員が共通理解するよう、発表

者はランダムにあてることを伝える。 

・班で 1 問につき 1 枚ずつ、ホワイト

ボードに意見をまとめさせる。 

・共通点を意識させながら、班から出

された意見の共有化を図る。 

・班の全員が同じ解になることを確認

させ、全員が解くことができるように

促す。 

・話し合ったことを元にどちらの方法

を使うとよいか考え、、効率よく解く

よう声をかける。 

 

（4）評価 (Ａ基準) 

加減法と代入法の使い分け方を説明し、見通しをもって二つの解き方を使い分けながら連立

方程式を解くことができる。 

目標・発問  補 助 発

加減法と代入法をどんな時に使うのか、班で考えをま

とめよう。  

次の連立方程式を解いてみよう。  

①






7
53

yx
yx

②







1
61815

xy
yx

 ③







123
23
yx
xy

 

①  は係数がそろっているし、左辺に文字が集まって

るから加減法を使う方が楽だよ。  
②  は下の式が、「 y 」の形になっているから、代

入法の方が手間がかからない。  
③  は両辺に文字があって、y の係数が同じだから、

代入法を使えばすぐに文字を消去できる。  
・全部、加減法で解けるけど、代入法を使う方が楽

になる場合もあるみたいだ。  

予想される生徒の反
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授
業
評
価
の
視
点

私
の
見
方

授
業
設
計

・
学
習
ス
テ
ッ
プ
を
大
き
く
し
て
い
る
か

・
情
報
を
与
え
る
折
に
は
生
徒
に
よ
る
読
み
取
り
を
多
く

さ
せ
て
い
る
か

（
教
科
書
、
資
料
を
生
徒
自
身
が
読
む
）

・
単
元
単
位
で
の
計
画
を
児
童
生
徒
と
共
有
し
て
い
る
か

視
点

１
確
か
な
学
び
を
さ
せ
て
い
る
か

２
豊
か
な
同
時
学
習
を
促
し
て
い
る
か

導
入

学
び
の
構
え
を
全
員
に
持
た
せ
た
か

（
明
確
な
課
題
・
学
び
の
流
れ
・
学
び
の
値
打
ち
）

・
児
童
生
徒
全
員
に
届
く
表
現
か

・
授
業
全
体
に
わ
た
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
か

・
論
理
的
か
（
首
尾
一
貫
し
て
い
る
か
）

・
生
徒
に
ざ
わ
つ
き
は
な
い
か
（
不
安
は
な
い
か
）

― 95 ―



学
習
指
導
過
程
（
教
師
の
行
動
）

・
机
間
観
察
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
か

・
机
間
指
導
は
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
か

・
自
分
自
身
の
意
味
の
な
い
発
言
を
抑
え
て
い
る
か

・
問
答
を
多
用
し
て
い
な
い
か

・
教
科
書
を
活
用
し
て
い
る
か

グ
ル
ー
プ
活
用

・
グ
ル
ー
プ
に
明
確
な
課
題
を
示
し
て
い
る
か

・
机
は
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
か

グ
ル
ー
プ
も
一
斉
も
、
一
体
感
の
あ
る
配
置
か

・
話
し
合
い
が
う
ま
く
進
め
ら
れ
る
仕
掛
け
を
し
て
い
る
か

役
割
分
担
、
話
し
合
い
の
進
め
方
の
指
示

・
グ
ル
ー
プ
間
協
同
は
可
能
か

・
教
師
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
介
入
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
か

学
習
指
導
過
程
（
児
童
生
徒
の
行
動
）

・
確
か
に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
か

・
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
に
対
す
る
個
人
の
責
任
意
識
を
持
っ
て
い
る
か

・
学
習
の
遅
速
が
目
立
た
な
い
活
動
に
な
っ
て
い
る
か

・
必
要
に
応
じ
て
自
分
の
判
断
で
教
科
書
や
資
料
を
検
討
し
て
い
る
か

・
教
師
に
安
易
な
質
問
を
し
て
い
な
い
か

・
仲
間
に
向
か
う
発
言
を
大
事
に
し
て
い
る
か

学
級
づ
く
り
の
同
時
達
成

・
学
級
全
体
の
交
流
の
工
夫
を
し
て
い
る
か

お
出
か
け
バ
ズ
、
ジ
グ
ソ
ー
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
、
な
ど

・
全
体
発
表
の
形
に
工
夫
が
あ
る
か

聞
く
側
に
も
課
題
意
識
を

・
常
に
本
時
の
課
題
は
「
ク
ラ
ス
の
だ
れ
も
が
・
・
・
で
き
る
」

と
い
う
ク
ラ
ス
課
題
に
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振
り
返
り

必
要
な
振
り
返
り
を
実
施
す
る

・
学
び
の
区
切
り
で
の
振
り
返
り
は
必
須

生
徒
に
も
意
義
を
知
ら
せ
る
こ
と

・
自
由
記
述
の
振
り
返
り
で
は
、
何
を
振
り
返
る
の
か

の
指
示
を
し
て
い
る
か

・
時
に
応
じ
て
仲
間
の
良
さ
を
振
り
返
ら
せ
て
い
る
か
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2019 年度 第 3 回研修会 
 

１ 日程 

２ 研究授業資料 
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１ 日程 

 

2019 年 7 月 9 日 

11：35～12：25 公開授業 音楽科  

13：20～14：00 研究協議  

14：25～15：00 講評 

 

２ 研究授業資料 第 1 学年音楽 

題材 14 人の曲が入ったオリジナルのアルバムを作ろう！～ＰＣソフトを使った創作 

 

目標 

・創作に関心をもち、イメージを音楽で表現する学習に主体的に取り組もうとする。 

     (音楽への関心・意欲・態度） 

・音色やリズムなどの音楽を形づくっている要素について知覚し、イメージを創作表現する。 

（音楽表現の創意工夫） 

・音楽表現をするために必要な音の選択や組み合わせなどの技能を身に付ける（表現の技能） 

 

題材について 

（1）生徒の実態 (男子 9 名 女子 5 名 計 14 名) 

本学級の生徒は、音楽の授業に意欲的に取り組む。鑑賞活動では、音楽を形づくっている要

素に注目して複数の映画音楽を聴き、それぞれの特徴を理解して全員が何度も発言した。歌唱

活動では、声を出すことに抵抗感をもたず練習に取り組む姿がみられた。また、学級活動にお

いては、一人一人が責任をもって役割を果たそうとする姿や、周りに協力しようとする姿が見

られ、学級全体の雰囲気はよい。 

事前に行ったアンケートでは、「旋律を作ることが好きですか」という問いに対し、９名の生

徒が「嫌い」「少し嫌い」「分からない」と答えた。その理由は、「下手だから」「音楽に詳しく

ないから」「やったことがないから」である。また、「旋律を作ることは得意ですか」という問

いに対し、１１名の生徒が「あまり得意ではない」「不得意」「分からない」と答えた。このア

ンケートから創作活動の経験が少なく、抵抗感を抱く生徒が多いことが分かった。よって本題

材を通して、生徒に創作の楽しさを実感させ、音楽に親しむ生徒を育成したい。 

 

（2）教材について  

学習指導要領に教科の目標として、「音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好

する心情をはぐくみとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんで行く態度を養い、

豊な情操を養う」と記されている  

本単元は、創作活動を題材として授業を展開する。本題材では、誰でも創作ができるよう、

黒鍵の５つの音で構成されたメジャーペンタトニックスケールを活用する。このスケールの利

点は「恋」や「つけまつける」、「シェイクイットオフ」といった身近な音楽に使われている音

階であることと、どのような音の動きにしてもまとまりのある曲になることである。 

また、本題材は「MuseScore」という楽譜作成ソフトを活用し、パソコンで創作を行う。この

ソフトは、入力が簡単でありながら、音色やアーティキュレーションの強弱など細かな設定を

することができ、実際に演奏できないような表現も可能である。以上のことから、今回の題材

は、生徒にとって親しみやすく扱いやすいものになっているといえる。そして、この活動を通

じて学習指導要領に示されるような音楽に親しみ、音楽活動を楽しむ生徒を育成していきたい 

単元を貫く課題 

14 人の曲が入ったオリジナルのアルバムを作ろう！～ＰＣソフトを使った創作～ 

単元構想図（次々ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標 友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、よりよ

い音楽を創作しようと活動に取り組むことができる。 

（2）準備

(教師)単元マップ、ホワイトボード、ペン、音楽を形づくっている要素一覧表

(生徒)筆記用具、バインダー、音楽ファイル

（3）展開

時刻 ○学習活動     教師支援 

11:35 

11:40 

〇本時の目標を確認する。 

○前時の話し合いから見つけた課題を書く。

○ 創作する。

・本時の見通しをもつため、単元の流

れが分かる「単元マップ」と本時の流

れを示したホワイトボードを用意す

る。 

・授業の見通しをもてるよう、具体的

な補助発問をする。 

・アドバイスされたことや真似したい

と思ったことを確認するため、前時の

プリントに目を通すように伝える。 

・音楽を形づくっている要素を選びな

がら創作できるよう、要素の種類を具

体的に示した一覧表を用意する。 

・３種類のフォルダーに参考資料とな

る曲をいくつか用意し、リズムや音の

動きなどを考えやすくする。 

・話し合いで「テーマ」や「要素」を

視覚的に理解しやすくするため、一人

一人のホワイトボードを提示する。 

・話し合いが円滑に進むようにするた

め、流れをパターン化する。 

話し合いで見つけた課題をもとに創作しよう。

生徒の反応目標・主発問

・最後の終わり方をかっこよくするために、音を増や

そう。

・波っぽさを出すために、波の音に近い音色の楽器を

使おう。

・〇〇さんが言ってくれたようにテンポを速くした

ら、激しさが出てきた。

・ 〇〇さんみたいに伴奏をつけたら、曲にまとまり

出てきた。

・〇〇さんが言ってくれたように旋律を増やしたら、

イメージに近づいた。

・○〇さんみたいに、流れるように終わりたいから、

この音を変えてみよう。（視聴する）ドよりレの方

がいいかもしれない。

補助発問

前回の話し合いで見つけた課題をプリントに書きま

しょう。20 分後の話し合いで、どういう課題に取り組

んだか説明できるようにしておきましょう。課題がか

けた人から創作を始めてください。

話し合いを始めます。ホワイトボード、筆記用具、
バインダーを持ってグループで集まってください。今
日の課題を伝えてから曲を流してください。聴く人は、
友達の曲がよりよくなるようにアドバイスをするつも
りで聴きましょう。時間は一人 5 分です。
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１ 日程 

 

2019 年 7 月 9 日 

11：35～12：25 公開授業 音楽科  

13：20～14：00 研究協議  

14：25～15：00 講評 

 

２ 研究授業資料 第 1 学年音楽 

題材 14 人の曲が入ったオリジナルのアルバムを作ろう！～ＰＣソフトを使った創作 

 

目標 

・創作に関心をもち、イメージを音楽で表現する学習に主体的に取り組もうとする。 

     (音楽への関心・意欲・態度） 

・音色やリズムなどの音楽を形づくっている要素について知覚し、イメージを創作表現する。 

（音楽表現の創意工夫） 

・音楽表現をするために必要な音の選択や組み合わせなどの技能を身に付ける（表現の技能） 

 

題材について 

（1）生徒の実態 (男子 9 名 女子 5 名 計 14 名) 

本学級の生徒は、音楽の授業に意欲的に取り組む。鑑賞活動では、音楽を形づくっている要

素に注目して複数の映画音楽を聴き、それぞれの特徴を理解して全員が何度も発言した。歌唱

活動では、声を出すことに抵抗感をもたず練習に取り組む姿がみられた。また、学級活動にお

いては、一人一人が責任をもって役割を果たそうとする姿や、周りに協力しようとする姿が見

られ、学級全体の雰囲気はよい。 

事前に行ったアンケートでは、「旋律を作ることが好きですか」という問いに対し、９名の生

徒が「嫌い」「少し嫌い」「分からない」と答えた。その理由は、「下手だから」「音楽に詳しく

ないから」「やったことがないから」である。また、「旋律を作ることは得意ですか」という問

いに対し、１１名の生徒が「あまり得意ではない」「不得意」「分からない」と答えた。このア

ンケートから創作活動の経験が少なく、抵抗感を抱く生徒が多いことが分かった。よって本題

材を通して、生徒に創作の楽しさを実感させ、音楽に親しむ生徒を育成したい。 

 

（2）教材について  

学習指導要領に教科の目標として、「音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好

する心情をはぐくみとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんで行く態度を養い、

豊な情操を養う」と記されている  

本単元は、創作活動を題材として授業を展開する。本題材では、誰でも創作ができるよう、

黒鍵の５つの音で構成されたメジャーペンタトニックスケールを活用する。このスケールの利

点は「恋」や「つけまつける」、「シェイクイットオフ」といった身近な音楽に使われている音

階であることと、どのような音の動きにしてもまとまりのある曲になることである。 

また、本題材は「MuseScore」という楽譜作成ソフトを活用し、パソコンで創作を行う。この

ソフトは、入力が簡単でありながら、音色やアーティキュレーションの強弱など細かな設定を

することができ、実際に演奏できないような表現も可能である。以上のことから、今回の題材

は、生徒にとって親しみやすく扱いやすいものになっているといえる。そして、この活動を通

じて学習指導要領に示されるような音楽に親しみ、音楽活動を楽しむ生徒を育成していきたい 

単元を貫く課題 

14 人の曲が入ったオリジナルのアルバムを作ろう！～ＰＣソフトを使った創作～ 

単元構想図（次々ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標 友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、よりよ

い音楽を創作しようと活動に取り組むことができる。 

（2）準備

(教師)単元マップ、ホワイトボード、ペン、音楽を形づくっている要素一覧表

(生徒)筆記用具、バインダー、音楽ファイル

（3）展開

時刻 ○学習活動     教師支援 

11:35 

11:40 

〇本時の目標を確認する。 

○前時の話し合いから見つけた課題を書く。

○ 創作する。

・本時の見通しをもつため、単元の流

れが分かる「単元マップ」と本時の流

れを示したホワイトボードを用意す

る。 

・授業の見通しをもてるよう、具体的

な補助発問をする。 

・アドバイスされたことや真似したい

と思ったことを確認するため、前時の

プリントに目を通すように伝える。 

・音楽を形づくっている要素を選びな

がら創作できるよう、要素の種類を具

体的に示した一覧表を用意する。 

・３種類のフォルダーに参考資料とな

る曲をいくつか用意し、リズムや音の

動きなどを考えやすくする。 

・話し合いで「テーマ」や「要素」を

視覚的に理解しやすくするため、一人

一人のホワイトボードを提示する。 

・話し合いが円滑に進むようにするた

め、流れをパターン化する。 

話し合いで見つけた課題をもとに創作しよう。

生徒の反応目標・主発問

・最後の終わり方をかっこよくするために、音を増や

そう。

・波っぽさを出すために、波の音に近い音色の楽器を

使おう。

・〇〇さんが言ってくれたようにテンポを速くした

ら、激しさが出てきた。

・ 〇〇さんみたいに伴奏をつけたら、曲にまとまり

出てきた。

・〇〇さんが言ってくれたように旋律を増やしたら、

イメージに近づいた。

・○〇さんみたいに、流れるように終わりたいから、

この音を変えてみよう。（視聴する）ドよりレの方

がいいかもしれない。

補助発問

前回の話し合いで見つけた課題をプリントに書きま

しょう。20 分後の話し合いで、どういう課題に取り組

んだか説明できるようにしておきましょう。課題がか

けた人から創作を始めてください。

話し合いを始めます。ホワイトボード、筆記用具、
バインダーを持ってグループで集まってください。今
日の課題を伝えてから曲を流してください。聴く人は、
友達の曲がよりよくなるようにアドバイスをするつも
りで聴きましょう。時間は一人 5 分です。
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12:00 

12:20 

〇グループで話し合う。 

〇振り返りを記入する。 

グループで話しやすくするため、各

グループ横並びで集まる配置にする。 

・聴く視点として「友達の曲がよりよ

くなるようにアドバイスをするつもり

で聴こう」と伝える。

・振り返る内容を明確にするため、「話

し合ったことをもとに次の授業でやり

たいこと」を書くように伝える。 

（4）評価(A 基準)

友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、音楽を形づくっ

ている要素を考えながら、よりよい音楽を創作しようと活動に取り組むことができたか。（活動

の様子、振り返り） 

・「応援歌」というテーマを表すために、打楽器を入れ

て曲を作りたいです。

・この音をもっと延ばした方がいいかな。（視聴する）

もう少し延ばした方がいいかも。

・もう少しテンポを速くした方が、楽しい感じになる

かもしれない。

・前よりも旋律が増えて、激しさが伝わってくるよう

になったね。

振り返りをするので、曲を保存してください。今日
の収穫には、話し合ったことをもとに、次の授業でや
りたいことを書きましょう。

①テーマ・場面の説明

②視聴（1 回試す）

③書く（何回も繰り返し流す）

（付箋…ピンク・よい点、水色・

改善点） 

― 102 ―



12:00 

12:20 

〇グループで話し合う。 

〇振り返りを記入する。 

グループで話しやすくするため、各

グループ横並びで集まる配置にする。 

・聴く視点として「友達の曲がよりよ

くなるようにアドバイスをするつもり

で聴こう」と伝える。

・振り返る内容を明確にするため、「話

し合ったことをもとに次の授業でやり

たいこと」を書くように伝える。 

（4）評価(A 基準)

友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、音楽を形づくっ

ている要素を考えながら、よりよい音楽を創作しようと活動に取り組むことができたか。（活動

の様子、振り返り） 

・「応援歌」というテーマを表すために、打楽器を入れ

て曲を作りたいです。

・この音をもっと延ばした方がいいかな。（視聴する）

もう少し延ばした方がいいかも。

・もう少しテンポを速くした方が、楽しい感じになる

かもしれない。

・前よりも旋律が増えて、激しさが伝わってくるよう

になったね。

振り返りをするので、曲を保存してください。今日
の収穫には、話し合ったことをもとに、次の授業でや
りたいことを書きましょう。

①テーマ・場面の説明

②視聴（1 回試す）

③書く（何回も繰り返し流す）

（付箋…ピンク・よい点、水色・

改善点） 
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2019 年度 第 4 回研修会 

１ 日程 

２ 研究授業資料 
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１ 日程 

2019 年 9 月 30 日 

13：10～13：15 授業者説明 

13：20～14：10 公開授業 社会科 

14：25～15：30 研究協議 

15：30～16：10 講評 

＊近隣の学校からの参加あり 

２ 研究授業資料 第３学年社会科 

単元名 地方自治と私たち 

目標 

・自分たちが住む地域の政治に関心をもち、自分たちにできることを意欲的に考え、提案した

り、政治参加の方法について考えたりしている。 （社会的事象への関心・意欲・態度） 

・自分たちが住む地域の特色や課題について調べ、解決のための方法について話し合い、自分

の考えを発言や提言などの形で表現している。      （社会的に思考・判断・表現）

・地域の課題や地方財政の変化について、資料から読み取り適切に活用している。

（資料活用の技能） 

・地方自治の考え方と仕組み、地方財政の仕組みや課題について理解し、その知識を身に着け

ている。                    （社会的事象についての知識・理解）

単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名 女子５名 計 17 名）

 さまざまな活動に対して積極的で、社会科の授業に対しても、教師の問いかけに対してすぐ

に反応し発言をしたり、自分が疑問に思ったことを質問したりと、意欲的に取り組んでいる。

しかし、考えの深まりという点に関しては物足りなさを感じる。これは、学習内容に対して目

的意識がなく主体性が薄いことに起因すると考えられる。そこで、積極的に発言し、交流がで

きる子どもたちだからこそ、単元を通して自分たちの住む地域の活性化案を作ることを課題と

して設定し、目的意識をもって学習に取り組むことで、考えの深まりや自分にはない見方の獲

得ができると考える。 

（2）教材について

 本単元では地方政治について取り扱う。地方自治の仕組みを理解し、実際に何らかの形で地

方自治に参加をするのが本単元の大きな目的である。生徒たちの住む設楽町は過疎化の進む地

域であり、人口の増加を目指す政策が必要視されている。生徒たち自身も生徒数の減少から、

人口減少を実感している。さらに議会の場で「こども議会」の話が上がるなど、中学生をはじ

め若者の政治への参加が期待されている。 

本単元では、設楽町活性化案を考えることを、単元を貫く課題として設定する。導入段階で
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生徒たちの住む設楽町の議員の方をゲストティーチャーとして招き、設楽町の活性化案の提言

を依頼してもらう。この依頼を受け、活性化案を考えることを課題とし、学習を展開したい。

また、自分たちで活性化案を考える段階では、隣の校区で人口の増加を目指して様々な活動に

取り組む方の話を聞く機会を設ける。その方から、活動内容や、取り組みによって人口が増加

している地区の話を聞くことで、自分たちの活性化案を考えるための材料を手に入れるととも

に、自分たちの活動が人口の増加につながる可能性があることに気づくだろう。これらの現状

を生かし、地域の方との交流を通して、社会的な事象を自らの問題としてとらえ、主体的に課

題に取り組む姿に期待をしたい。 

 また、本単元では設楽町活性化案を考えるという課題に対してグループで考える活動を積極

的に設ける。単元の流れを理解させ、課題を明確にすることで、グループの中で活動の目的を

共有し、話し合いが深まるようにしていく。また、役割を分担したり、アイディアを検討した

りする活動を設定することで、考えの深まりを味わわせ、グループで活動をすることの良さを

実感させる。これらの方略を通して、協同的に学習をする力を育てていきたい。 

単元構想（9 時間完了 本時 3／9）（次ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標

・地方公共団体の財政について、資料をもとに、その特徴を読み取ることができる。

・設楽町の財政状況の特徴を、名古屋市の財政状況と比較することで、考えることができる。

（2）準備

ワークシート 掲示資料 設楽町・名古屋市の予算資料 

（3）展開

時刻 〇学習内容 ・生徒の意識 本時のめあて 教師支援 

13:20 

13:21 

13:26 

〇単元の流れを確認する。 

・議員さんに依頼された設楽町活性化案を考えるのが今の学習の目

的だったね

・今日は活性化案を考えるために設楽町の財政について学習するん

だったね。

〇日本の地方財政の現状を理解する 

・地方の財政は苦しいところが多いんだって。

・設楽町の財政はどうなのかな？

〇本時のめあてを確認する。 

地方財政の歳入の内訳を理解し、設楽町の財政状況を名古屋市と比

べて明らかにしよう。 

・これまでの学習の軌跡とこ

れからの予定を記載した

単元マップを活用する

・めあてを立てるために、地

方公共団体の課題を学習

し、財政状況に目を向けさ

せる
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13:30 

13:40 

13：55 

14:05 

14:10 

〇資料をもとに班ごとに設楽町と名古屋市の歳入についての資料を

読み取る。 

設楽町 名古屋市 

・町税での収入が全体の約 8％ ・市税が 47.6％あり、歳入の約

です。 半分を占めている。 

・歳入のうち自主財源が 22.4％、 ・自主財源が 63.9％、依存財源

依存財源が 77.6％だね。 が 36.1％だね。 

・自主財源が少ないので財政は ・自主財源が多い方が安定して

安定していないんじゃないかな。 いるって書いてあるから財政は 

・国から配分される国庫支出金 安定しているね。 

や地方交付税交付金が全体の 55 ・国庫支出金と地方交付税交付

％を占めているね。 金の合計は 21.7％だね。 

・設楽町は借金が全体の 17％も ・借金である市債は 7.2％にな

あるんだね。 っているね。 

〇読み取った内容を共有する 

・金額が大きく違うけど、比率で比べられるね。

・自主財源や依存財源に大きな違いがあるね。

・歳入の内訳も大きく違っているね。

〇共有された情報を基に設楽町の財政の現状をまとめる。 

・設楽町は名古屋市に比べて、自主財源が少なく、不安定な財政

であることがわかりました。 

・税金による収入も少なく、国から配分されるお金が多くを占めて

いることがわかりました。

・借金もあり、名古屋市と比べると割合が多いです。

〇本時のふりかえりを行う。 

・設楽町の財政の様子が名古屋市と比べることで分かりました。財

政的には不安定で、他の地方と同じように苦しいことがわかりま

した。

・設楽町活性化案を考える際には、名古屋市のように多くの収入が

あるわけではないので、予算のかからない案にしなければ現実的

ではないと思います。

・設楽町の財政の様子に合った案を考えたいです。

・設楽町と名古屋市について

班で分担して資料を読み

取る。

・次の活動で 2 つの自治体を

比べることを意識させる

ことで調べる視点をもた

せる。

・わからない用語について

は、教科書等を活用して調

べるように意識させる。

・各班の一人ずつ集めてグル

ープを作らせ、それぞれの

班で読み取った内容を発

表させる。

・グループを班に戻し、供さ

れた情報をもとに、設楽町

の財政状況の特徴をまと

めさせる。

・予算の使い道について問い

かけることで、設楽町の政

策について目を向けさせ

る。

・本時の学習内容から単元を

貫く課題に生かせること

を記述させることで、学習

内容のつながりを意識さ

せる。

（4）評価＜A 基準＞
・地方公共団体の財政について、資料をもとに、用語の意味を正しく理解し、その特徴を具体

的な数値をもとに読み取ることができた。
・設楽町の財政状況の様々な特徴を、名古屋市の財政状況と比較することで、見つけ出し、適

切に表現することができた。
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１ 日程 

2019 年 10 月 21 日 

11：35～12：25 公開授業 国語科 

13：20～14：00 研究協議 

14：25～15：00 講評 

２ 研究授業 第 3 学年 国語科 

単元名 気に入った俳句の魅力を伝えよう ～夏草―「おくのほそ道」から 

目標 

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、原文の内容や俳句に込められた思いを

明らかにしようと読んだり調べたりすることができる。     （関心・意欲・態度）

・気に入った俳句について、句の意味と魅力が伝わる文章を書くことができる。（書くこと） 

・語句の使い方や表現上の工夫に着目して、本文や俳句を読むことができる。 （読むこと） 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、作者の生き方や思いを捉えることができる。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名 女子 5 名 計 17 名）

 本学級の生徒は、国語科の授業で、本文のどこが根拠となるのかを示しながら自分の考えを

伝えている。小説で人物の心情について考えたときや、論説で筆者の主張をまとめたときには、

本文中の様々な箇所が根拠として挙げられることで、考えが広がる意見交流ができている。 

学級全体での意見交流では発言に消極的な生徒もいるが、ペアや小グループの活動では積極

的に自分の気づきを伝えることができている。9 月の学級活動の時間では、後期の目標につい

て話し合ったときに、自分の意思を相手に伝えることと相手の意見を尊重することの 2 点を大

切にしていきたいという意見が全グループから出された。他者との関わりを大切にして学習を

進めていきたいという意欲が高まっている。 

 6 月に行った「論語」の学習では、読み慣れない古典の表現に戸惑いながらも、脚注を参考

にして作成した訳文をグループ内で見比べて、章句の意味について理解することができた。7

月に行った「俳句」の学習では、季語や定型といった俳句を構成する要素について理解し、そ

れをもとに、自分の気に入った俳句の魅力を伝える文章を書くことができた。 

（2）教材について

 本単元では、松尾芭蕉の紀行文「おくのほそ道」を扱う。漢語が多く用いられた文体で書か

れており、生徒にとって馴染みのない言葉が使われているため、難しいと感じる生徒が現れる

ことが予想される。教科書に載せられた現代語訳や注釈、辞典や資料集を使って自分たちの理

解できる言葉に置き換えることで、書かれている内容と作者の思いを捉えさせたい。 

 （1）の文章には、旅の出発に際して芭蕉が詠んだ俳句について書かれている。現代語訳と見

比べることで、古文では省略されている箇所を補い、難解な語句の意味を理解しながら読むこ

とができる。出発当時の芭蕉の年齢や、徒歩での移動が中心となる当時の時代背景を根拠とし

て、芭蕉の旅にかける思いを捉えさせたい。（2）の文章には現代語訳が載せられていない。一

方で、脚注が豊富に載せられている。奥州藤原氏に関わる時代背景について、資料集を活用す

ることで、脚注の内容を補足し、平泉で詠まれた俳句に芭蕉が込めた思いを捉える根拠とする。 

 俳句については、７月の授業で扱ったほか、テレビ番組で取り上げられていることもあり、

生徒の関心は高い。気に入った俳句の魅力を伝え合う活動を、発展的活動として単元の終末に

取り入れることで、様々な俳句に込められた思いを捉えようという意欲を高め、自分とは違っ

た感性で俳句の魅力に迫ることができるようにしたい。 

単元構想（次ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、「草の戸も」の俳句に込められた思いを明

らかにしようと読んだり調べたりすることができる。 （関心・意欲・態度） 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、旅立ちに際した芭蕉の思いを捉えることができる。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

（2）準備

単元マップが載った振り返りシート、古語辞典、国語辞典、ホワイトボード、マーカー。 

（3）展開

時刻 〇学習内容 ・⽣徒の意識 本時のめあて 教師⽀援
11：35

11：38

11:40 

〇単元の流れを確認し、前時の学習を振り返る。
・単元の最後に、俳句の魅⼒が伝え合えるように学習しよう。
・松尾芭蕉は当時の平均寿命に近い歳で、2400 キロもの⻑い旅に出
ていた。

〇本時のめあてを確認する
「草の⼾も住み替わる代ぞ雛の家」の俳句には、どんな思いが込め
られているのだろうか。
〇前時に書いた、「草の⼾」の俳句に込められた思いについての⾃分
の考えを確認する。
〇⼩グループに分かれて（１）に書かれている内容を捉える
・なぜ旅に出たのか→「古⼈も多く旅に死せるあり」古⼈とは尊敬
される偉⼈で、李⽩や杜甫、⻄⾏や宗祇に憧れていた。「⽉⽇は」の
部分は李⽩の詩が引⽤されている。
・なぜ東北に向かったのか→「⽩河の関越えんと」「松島の⽉まづ⼼
にかかりて」⽩河の関は歌枕として有名な⼟地である。芭蕉は関東
や東海にはそれ以前に紀⾏⽂を書いている。
・どんな準備をしたのか→「股引の破れをつづり…」１５０⽇を超
える⻑旅になるので、着る物や笠の準備をしている。三⾥に灸する
のは、⻑い距離を歩くので⾜を丈夫にするため。
・住んでいる家はどうしたのか→「住める⽅は⼈に譲りて」「雛の家」

・芭蕉の⼈物像や、「おく
のほそ道」の旅の情報を俳
句に込められた思いを捉
える際に⽣かせるよう、前
時の振り返りを紹介する。

・俳句に込められた思いを
考えるために、原⽂の内容
を全員が理解する必要性
を伝える。
・⼩グループでの役割を明
確にするために、司会、記
録、辞書、庶務の係を分担
する。
・⼩グループでの思考を視
覚的に共有できるよう、ホ
ワイトボードに出された
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１ 日程 

2019 年 10 月 21 日 

11：35～12：25 公開授業 国語科 

13：20～14：00 研究協議 

14：25～15：00 講評 

２ 研究授業 第 3 学年 国語科 

単元名 気に入った俳句の魅力を伝えよう ～夏草―「おくのほそ道」から 

目標 

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、原文の内容や俳句に込められた思いを

明らかにしようと読んだり調べたりすることができる。     （関心・意欲・態度）

・気に入った俳句について、句の意味と魅力が伝わる文章を書くことができる。（書くこと） 

・語句の使い方や表現上の工夫に着目して、本文や俳句を読むことができる。 （読むこと） 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、作者の生き方や思いを捉えることができる。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名 女子 5 名 計 17 名）

 本学級の生徒は、国語科の授業で、本文のどこが根拠となるのかを示しながら自分の考えを

伝えている。小説で人物の心情について考えたときや、論説で筆者の主張をまとめたときには、

本文中の様々な箇所が根拠として挙げられることで、考えが広がる意見交流ができている。 

学級全体での意見交流では発言に消極的な生徒もいるが、ペアや小グループの活動では積極

的に自分の気づきを伝えることができている。9 月の学級活動の時間では、後期の目標につい

て話し合ったときに、自分の意思を相手に伝えることと相手の意見を尊重することの 2 点を大

切にしていきたいという意見が全グループから出された。他者との関わりを大切にして学習を

進めていきたいという意欲が高まっている。 

 6 月に行った「論語」の学習では、読み慣れない古典の表現に戸惑いながらも、脚注を参考

にして作成した訳文をグループ内で見比べて、章句の意味について理解することができた。7

月に行った「俳句」の学習では、季語や定型といった俳句を構成する要素について理解し、そ

れをもとに、自分の気に入った俳句の魅力を伝える文章を書くことができた。 

（2）教材について

 本単元では、松尾芭蕉の紀行文「おくのほそ道」を扱う。漢語が多く用いられた文体で書か

れており、生徒にとって馴染みのない言葉が使われているため、難しいと感じる生徒が現れる

ことが予想される。教科書に載せられた現代語訳や注釈、辞典や資料集を使って自分たちの理

解できる言葉に置き換えることで、書かれている内容と作者の思いを捉えさせたい。 

 （1）の文章には、旅の出発に際して芭蕉が詠んだ俳句について書かれている。現代語訳と見

比べることで、古文では省略されている箇所を補い、難解な語句の意味を理解しながら読むこ

とができる。出発当時の芭蕉の年齢や、徒歩での移動が中心となる当時の時代背景を根拠とし

て、芭蕉の旅にかける思いを捉えさせたい。（2）の文章には現代語訳が載せられていない。一

方で、脚注が豊富に載せられている。奥州藤原氏に関わる時代背景について、資料集を活用す

ることで、脚注の内容を補足し、平泉で詠まれた俳句に芭蕉が込めた思いを捉える根拠とする。 

 俳句については、７月の授業で扱ったほか、テレビ番組で取り上げられていることもあり、

生徒の関心は高い。気に入った俳句の魅力を伝え合う活動を、発展的活動として単元の終末に

取り入れることで、様々な俳句に込められた思いを捉えようという意欲を高め、自分とは違っ

た感性で俳句の魅力に迫ることができるようにしたい。 

単元構想（次ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、「草の戸も」の俳句に込められた思いを明

らかにしようと読んだり調べたりすることができる。 （関心・意欲・態度） 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、旅立ちに際した芭蕉の思いを捉えることができる。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

（2）準備

単元マップが載った振り返りシート、古語辞典、国語辞典、ホワイトボード、マーカー。 

（3）展開

時刻 〇学習内容 ・⽣徒の意識 本時のめあて 教師⽀援
11：35

11：38

11:40 

〇単元の流れを確認し、前時の学習を振り返る。
・単元の最後に、俳句の魅⼒が伝え合えるように学習しよう。
・松尾芭蕉は当時の平均寿命に近い歳で、2400 キロもの⻑い旅に出
ていた。

〇本時のめあてを確認する
「草の⼾も住み替わる代ぞ雛の家」の俳句には、どんな思いが込め
られているのだろうか。
〇前時に書いた、「草の⼾」の俳句に込められた思いについての⾃分
の考えを確認する。
〇⼩グループに分かれて（１）に書かれている内容を捉える
・なぜ旅に出たのか→「古⼈も多く旅に死せるあり」古⼈とは尊敬
される偉⼈で、李⽩や杜甫、⻄⾏や宗祇に憧れていた。「⽉⽇は」の
部分は李⽩の詩が引⽤されている。
・なぜ東北に向かったのか→「⽩河の関越えんと」「松島の⽉まづ⼼
にかかりて」⽩河の関は歌枕として有名な⼟地である。芭蕉は関東
や東海にはそれ以前に紀⾏⽂を書いている。
・どんな準備をしたのか→「股引の破れをつづり…」１５０⽇を超
える⻑旅になるので、着る物や笠の準備をしている。三⾥に灸する
のは、⻑い距離を歩くので⾜を丈夫にするため。
・住んでいる家はどうしたのか→「住める⽅は⼈に譲りて」「雛の家」

・芭蕉の⼈物像や、「おく
のほそ道」の旅の情報を俳
句に込められた思いを捉
える際に⽣かせるよう、前
時の振り返りを紹介する。

・俳句に込められた思いを
考えるために、原⽂の内容
を全員が理解する必要性
を伝える。
・⼩グループでの役割を明
確にするために、司会、記
録、辞書、庶務の係を分担
する。
・⼩グループでの思考を視
覚的に共有できるよう、ホ
ワイトボードに出された
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11:52 

12:10 

12:20 

12:25 

⻑旅になるので、家族連れに売り渡した。当時としては⾼齢であり、
⼈⽣をかけた旅になるため。
〇発表内容を参考に、「草の⼾も」の俳句にはどんな思いが込められ
ているか、⾃分の考えをもつ。
・芭蕉は旅の中で詩を詠んだ先⼈にあこがれをもっていたから、よ
うやく旅に出られるという喜びが⼤きかったのでは。
・⾼齢なのに過酷な旅に出ることに不安はあったと思う。⾃分の旅
が明るいものになるようにという希望を込めたのでは。
〇「草の⼾も」の俳句に込められた思いについての⾃分の考えを伝
え合う。
〇「なるほど」と思えた友達の考えについて全体で交流する。
・過酷な旅に出ることに不安に思っているから、雛の家という⾔葉
で明るい旅になるように願ったと考えていたが、あこがれていた先
⼈のような旅ができることを喜び、期待をもっているという意⾒を
聞いてなるほどと思った。
〇授業の中で新しく⾒つけた、芭蕉が俳句に込めた思いについて振
り返りを書く。
・単に家に住む⼈が替わるという意味だと思っていたが、過酷な旅
が明るくなるよう願いが込められていると分かった

意⾒を記録するよう指⽰
する。

・多様な考えに触れさせる
ために、スクランブル⽅式
で交流する。
・新たな考えに気づく効率
的な話し合いをするため
に「なるほど」と思った考
えをメモするように指⽰
する。
・課題の達成度が分かるよ
う、前時に書いた⽂を⾒て
振り返りを書くよう指⽰
する。

(4)評価＜A 基準＞

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、「草の戸も」の俳句に込められた思いを

明らかにしようと自ら教科書を読んだり、資料集で調べたり、他者に伝えたりすることができ

たか、授業中の様子から評価する。 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、芭蕉の旅への期待感や思いを多面的に捉えること

ができたか、授業中の発言や振り返りから評価する。 
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11:52 

12:10 

12:20 

12:25 

⻑旅になるので、家族連れに売り渡した。当時としては⾼齢であり、
⼈⽣をかけた旅になるため。
〇発表内容を参考に、「草の⼾も」の俳句にはどんな思いが込められ
ているか、⾃分の考えをもつ。
・芭蕉は旅の中で詩を詠んだ先⼈にあこがれをもっていたから、よ
うやく旅に出られるという喜びが⼤きかったのでは。
・⾼齢なのに過酷な旅に出ることに不安はあったと思う。⾃分の旅
が明るいものになるようにという希望を込めたのでは。
〇「草の⼾も」の俳句に込められた思いについての⾃分の考えを伝
え合う。
〇「なるほど」と思えた友達の考えについて全体で交流する。
・過酷な旅に出ることに不安に思っているから、雛の家という⾔葉
で明るい旅になるように願ったと考えていたが、あこがれていた先
⼈のような旅ができることを喜び、期待をもっているという意⾒を
聞いてなるほどと思った。
〇授業の中で新しく⾒つけた、芭蕉が俳句に込めた思いについて振
り返りを書く。
・単に家に住む⼈が替わるという意味だと思っていたが、過酷な旅
が明るくなるよう願いが込められていると分かった

意⾒を記録するよう指⽰
する。

・多様な考えに触れさせる
ために、スクランブル⽅式
で交流する。
・新たな考えに気づく効率
的な話し合いをするため
に「なるほど」と思った考
えをメモするように指⽰
する。
・課題の達成度が分かるよ
う、前時に書いた⽂を⾒て
振り返りを書くよう指⽰
する。

(4)評価＜A 基準＞

・作品に表現された世界や作者について関心をもち、「草の戸も」の俳句に込められた思いを

明らかにしようと自ら教科書を読んだり、資料集で調べたり、他者に伝えたりすることができ

たか、授業中の様子から評価する。 

・現代語訳や脚注、資料集の記述を参考に、芭蕉の旅への期待感や思いを多面的に捉えること

ができたか、授業中の発言や振り返りから評価する。 
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2019 年度 第 6 回研修会 

１ 日程 

２ 研究授業資料 
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１ 日程 

2019 年 11 月 18 日 

11：35～12：25 公開授業 国語科 

13：20～14：00 研究協議 

14：25～15：00 講評 

２ 研究授業 第１学年 理科 

単元名 光にはどのような性質があるのか？ 

目標 

・光による身近な現象に関心をもち、光の進み方について進んで調べようとする。

（関心・意欲・態度） 

・光の反射・屈折や凸レンズのはたらきについて規則性を見出し、自らの考えを導いたり、ま

とめたりして、表現している。                    （思考・判断）

・実験装置を使い、光を正しく進ませたり、実験結果を正しく作図したりすることができる。

（技能） 

・光の反射・屈折や凸レンズのはたらきについて規則性を理解することができる。（知識・理解） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 9 名 女子 5 名 計 14 名）

理科の授業に対する意欲が高く、積極的に参加する生徒が多い。単元「水溶液」の授業では、

「水溶液の正体は何か。」という課題を設定し、観察・実験から結論を導き出す活動をした。生

徒の多くが、リトマス紙の変化や蒸発した時の様子、においや見た目などの情報を実験・観察

する活動を通して集めることができた。さらに、その情報から水溶液の中身を同定することが

できた。一方で、得た情報をもとの情報と比較し、どうしたら本物を見分けられるのかわから

ない生徒がいた。グループでの活動を設定したことでそういった生徒も友達と協力しながら解

決することができた。ただ、それぞれの生徒で考える時間を設定していなかったことで、すべ

ての生徒が自分の考えをもって話し合いに参加できず、関わりあって課題を解決しようとする

姿が見られなかった。課題を具体的に設定し、考えるための手掛かりとなる資料と個人思考の

時間を保証しながら意図的な関わり合いをさせることで生徒一人一人が活発に授業に参加し、

生徒同士が協力しながら、一つの答えに辿り着けるようにしていきたいと思う。 

（2）教材について

 単元「光の性質」では、光の直進・反射・屈折、凸レンズによる像のでき方について学習を

する。どの学習においても光の進み方がどうなっているのかという観点から考えることで光の

性質について理解することができる。光の現象に関わる実験を行い、結果をもとに光がどのよ

うに進んだのか法則性を考え、結論付ける形で授業を行う。 

単元の最初に、それぞれの課題に関わる現象や資料を見せ、生徒に疑問をもたせる活動から

単元を貫く課題を設定する。その後、単元マップを提示し、光の性質を理解するまでの見通し
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をもたせる。 

また、生徒が学習活動に積極的に参加できるよう個人思考とグループ学習の時間を設ける。

グループ学習では、それぞれ役割分担を行い、司会係・記録係・発表係・準備係のいずれかを

行うようにする。司会係を中心に話す順番を設定し、どの子もグループの中で話ができるよう

に配慮する。 

 ふりかえりは単元マップや学習内容と一緒になった用紙を用意し、どのような課題で取り組

んだのか、何を学習したのかが一目でわかるようにしておく。そうすることで、学習に見通し

をもち、授業の中で学習できたことがきちんと整理できるようにする。 

単元構想（次々ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標

スクリーンにできた像が大きくなったり、小さくなったりする理由を考えることができる。

（思考・判断） 

（2）準備

単元マップが載った振り返りシート ワークシート ホワイトボード マーカー、発表シー

ト（図の説明ができるもの）

（3）展開

時刻 〇学習内容 生徒の意識 本時の課題 補助発問 教師支援 

11：35 

11：40 

〇単元の流れを確認し、本時の学習内容を確認する。 

 

〇本時の課題を確認する。 

〇焦点距離の 2 倍の位置に光源を置いた場合、スクリーンに映る像が

光源と同じ大きさになることを教師が作図して説明する。 

〇教師の説明を参考にして、光源が焦点距離から 3 倍、1.5 倍のとき、

どのように光が凸レンズを通ったのか作図を行う。 

〇単元マップを確認し授業

内容に見通しをもたせる。 

〇まっすぐ進んだ光は焦点 

に向かって進むこと、凸レ

ンズの中心に向かって進む

光は直進することを黒板に

示し、学習の資料とする。 

〇グループの中で、係分担

を行い、責任をもって参加

できるようにする。 

司会…グループ学習の話し

合いの進行 

記録…グループの考えをホ

ワイトボードなどへの記入

発表…グループの考えを他

前回、凸レンズと光源の距離を変えたとき、スクリーンにどのよ

うな像ができるか調べました。どうして像が大きくなったり小さ

くなったりするのかと疑問が出ましたね。 

なぜ実像が大きくなったり、小さくなったりするのか？

今の説明を元に、光源が焦点距離か ら 3 倍、1.5 倍の位置にあ

るとき、どのように光が凸レンズを通ったのか作図をしましょう。

このあと、どうして像が大きくなったり、小さくなったりするの

か考えます。キーワードは、距離と角度です。作図しながら大き

さが変わる理由を考えましょう
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11：50 

12：05 

12：15 

12：25 

〇グループで作図の仕方を確認する。 

どうして実像が大きくなったり小さくなったりしたのか、グループ

で話し合い、説明を考える。 

〇作図の方法と説明をホワイトボードにまとめる。 

〇１つの班に発表してもらい、付け足し方式で、学級全体で意見を交

流する。 

〇学んだことを今日の振り返りとして記入する。 

の班へ伝える 

準備…学習に必要な道具等

を準備する 

〇ワークシートに今日の学

習の流れを示すことで、学

習の見通しをもてるように

する。 

〇補助発問で、個人学習・

グループ学習の課題を示し

みんなで課題を解決する意

識がもてるようにする。 

〇１人ずつ個人で考えたこ

とを発表し、全員の学習の

機会を保証する。 

〇１つの班に発表をしても

らい、その説明に付け足す

方式で発表を行う。発表へ

取り組む姿勢を補助発問で

行うことで、生徒の学習意

欲を高める。 

〇教師が机間巡視をして補

足説明が必要な班から指定

し、説明する。 

〇振り返りでは、学習内容

と今日の収穫の欄を書くこ

とで、光の通り方の違いが

像の大きさの違いとして現

れることを抑えられるよう

にする。 

（4）評価＜A 基準＞

・凸レンズを通る光を作図し、描いた図からスクリーンにできる実像の大きさが変化する理

由を説明することができた。 

それではグループでかいた図が正しいか確認し合いましょう。そ

の後、どうして実像が大きくなったり、小さくなったりするのか

一人ずつ意見を伝え、グループで結論を１つホワイトボードにま

とめしょう。

今からグループで考えた結論を交流します。1 班の結論をよ

く聞いて、付け足しがあれば他の班から説明をしてください。み

んなが、実像が大きくなったり、小さくなったりする理由が分か

るように交流をしましょう。

・直進した光は凸レンズを通り、焦点を通って進む。

・凸レンズの中心を通る光はそのまま進む。

・2 つの光が交わった位置に像ができる

・距離が遠くなると作図をしたときの像が小さくなる

・凸レンズの中心を通る光の角度によって像の大きさが変わる

・像を描いてみると、逆さまに像ができる理由が分かる

・中心を通る光の角度によって像の大きさが変わる。距離がだん

だん離れていくことで、中心を通る光の角度が小さくなっていく

ので、できる像も小さくなっていく。

作図の仕方や像の大きさについて収穫したことを書きましょう

・像が逆さまになる理由が作図をすることで分かった。像の大き

さも光の進み方が違うからだということが分かった。 

・焦点からどんどん遠くなっていくこと、レンズの中心を通る光

の角度が小さくなるので像が小さくなると分かった
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2020 年度 第 1 回研修会 

１ 日程 

２ 研究授業資料 
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１ 日程 

2020 年 6 月 9 日 

10：30～11：00 研究仮説についての説明 

11：10～11：20 授業者説明 

11：30～12：20 授業参観 

13：15～14：15 協議会 

14：15～15：00 講評 

２ 研究授業 第 2 学年 理科 

単元名 化学変化のきまりはどうなっているのか？ 

目標 

・化学変化について興味をもち、実験や考察に積極的に参加することができる。

（関心・意欲・態度） 

・物質の成り立ちを理解し、分解、化合、酸化還元がどのように行われているか考えることが

できる。 （思考・判断） 

・分解、化合、酸化還元に関わる実験・観察において安全に留意し、適切な操作ができる。

（技能） 

・原子・分子の考え方や化学変化を化学反応式に表して理解できる。 （知識・理解） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名 女子 5 名 計 15 名）

理科の授業に対する意欲が高く、積極的に参加する生徒が多い。昨年度行った単元「水溶液」

の授業では、「水溶液の正体は何か。」という課題を設定し、観察・実験から結論を導き出す活

動をした。生徒の多くが、リトマス紙の変化や蒸発した時の様子、においや見た目などの情報

を実験・観察する活動を通して集めることができた。さらに、その情報から水溶液の中身を同

定することができた。一方で、得た情報をもとの情報と比較し、どうしたら本物を見分けられ

るのか分からない生徒がいた。グループでの活動を設定したことでそういった生徒も友達と協

力しながら解決することができた。ただ、それぞれの生徒で考える時間を設定していなかった

ことで、すべての生徒が自分の考えをもって話し合いに参加でたわけでなく、関わり合って課

題を解決しようとする姿が見られなかった。課題を具体的に設定し、考えるための手掛かりと

なる資料と個人思考の時間を保証しながら意図的な関わり合いをさせることで、生徒一人一人

が活発に授業に参加し、生徒同士が協力しながら一つの答えに辿り着けるようにしていきたい。 

（2）理科における協同学習について

 授業の最初には、学習する内容を教科書であらかじめ確認する時間を設けることで、個人の

考えの形成に役立て、本時の課題に知識をもった状態で取り組ませる。個人の考えをきちんと

もたせ、班で活動する際に、自分の意見を伝えられるようにする。 

班ごとで一人一人に役割分担をもたせ、活躍できるよう配慮する。個人の考えをもたせると

ともに役割を明確にすることで、全員が自らの意思で学習に向かえるようにしていきたい。 

 課題の提示→課題に対する個人思考→グループ学習→全体での交流という流れを基本とし、

活動を行い、全員が授業に参加できるようにしていく。 

（3）教材について

 本単元では、化学変化及びそれに関わる規則や法則を学習する。物質を原子・分子レベルで

捉える。学習が初めてとなる生徒たちにとって、目に見えないものを現象から理解することは

難しい。 

まず、すべての化学変化を学習する前に、物質の在り方について学習を行う。原子・分子と

いう考え方を学び、粒子概念を形成する。そして、その知識を活用しながら化学変化を捉える

ことで論理的に現象を説明できるようにしていく。分解・化合・酸化還元の実験・考察を行い

ながら、化学変化の規則・法則を見つける学習を通して、化学変化の前後では、原子や質量は

生徒の変わらないことを理解させたい。 

単元構想（次々ページに掲載） 

本時の指導 
（1）目標

分子という概念を理解し、原子がどのように集まってできているか説明できる。（思考・判断） 

（2）準備 単元マップ 学習マップ ワークシート ホワイトボード マーカー
前回作った原子モデル 発砲スチロール球 マジック 

（3）展開

時刻 教師支援 

11：30 

11：35 

化学変化にはどのようなきまりがあるのかを調べる知識得るため

に、今回は分子という物質の表し方を調べていきます。 

・単元マップを確認する

授業内容に見通しをもた

せる。 

・原子という考え方を使

い、分子について班で説明

できるようにするという本

時の課題をおさえ、個人学

習に取り組ませる。 

・責任をもって参加できる

よう、グループの中で係分

担を行う。 

司会…グループ学習の話し

合いの進行 

記録…グループの考えをホ

ワイトボードなどへの記入

発表…グループの考えを他

分子とは何かをまとめ、説明できるようにしよう。

分子について個人学習した内容を班で共有し、他の班に分子とは

何か具体的に説明できるように準備しましょう。前回作った原子

モデルを使ったり、新しくモデルをしたりしてもいいです。分子

とは？そして、分子にはどんなものがあるか？他の班のために詳

しく説明できるようにしましょう

前回、原子についての学習をしました。今回は原子の考え方を

使い、分子ついて学習をします。最終的に分子とは何かクラス全

員が分かるよう班でまとめ、説明してもらいます。

まず、教科書 P26～27 を見ながら分子について個人で学習し、

学習マップに書きましょう。

生徒の意識 本時の課題 補助発問
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１ 日程 

2020 年 6 月 9 日 

10：30～11：00 研究仮説についての説明 

11：10～11：20 授業者説明 

11：30～12：20 授業参観 

13：15～14：15 協議会 

14：15～15：00 講評 

２ 研究授業 第 2 学年 理科 

単元名 化学変化のきまりはどうなっているのか？ 

目標 

・化学変化について興味をもち、実験や考察に積極的に参加することができる。

（関心・意欲・態度） 

・物質の成り立ちを理解し、分解、化合、酸化還元がどのように行われているか考えることが

できる。 （思考・判断） 

・分解、化合、酸化還元に関わる実験・観察において安全に留意し、適切な操作ができる。

（技能） 

・原子・分子の考え方や化学変化を化学反応式に表して理解できる。 （知識・理解） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名 女子 5 名 計 15 名）

理科の授業に対する意欲が高く、積極的に参加する生徒が多い。昨年度行った単元「水溶液」

の授業では、「水溶液の正体は何か。」という課題を設定し、観察・実験から結論を導き出す活

動をした。生徒の多くが、リトマス紙の変化や蒸発した時の様子、においや見た目などの情報

を実験・観察する活動を通して集めることができた。さらに、その情報から水溶液の中身を同

定することができた。一方で、得た情報をもとの情報と比較し、どうしたら本物を見分けられ

るのか分からない生徒がいた。グループでの活動を設定したことでそういった生徒も友達と協

力しながら解決することができた。ただ、それぞれの生徒で考える時間を設定していなかった

ことで、すべての生徒が自分の考えをもって話し合いに参加でたわけでなく、関わり合って課

題を解決しようとする姿が見られなかった。課題を具体的に設定し、考えるための手掛かりと

なる資料と個人思考の時間を保証しながら意図的な関わり合いをさせることで、生徒一人一人

が活発に授業に参加し、生徒同士が協力しながら一つの答えに辿り着けるようにしていきたい。 

（2）理科における協同学習について

 授業の最初には、学習する内容を教科書であらかじめ確認する時間を設けることで、個人の

考えの形成に役立て、本時の課題に知識をもった状態で取り組ませる。個人の考えをきちんと

もたせ、班で活動する際に、自分の意見を伝えられるようにする。 

班ごとで一人一人に役割分担をもたせ、活躍できるよう配慮する。個人の考えをもたせると

ともに役割を明確にすることで、全員が自らの意思で学習に向かえるようにしていきたい。 

 課題の提示→課題に対する個人思考→グループ学習→全体での交流という流れを基本とし、

活動を行い、全員が授業に参加できるようにしていく。 

（3）教材について

 本単元では、化学変化及びそれに関わる規則や法則を学習する。物質を原子・分子レベルで

捉える。学習が初めてとなる生徒たちにとって、目に見えないものを現象から理解することは

難しい。 

まず、すべての化学変化を学習する前に、物質の在り方について学習を行う。原子・分子と

いう考え方を学び、粒子概念を形成する。そして、その知識を活用しながら化学変化を捉える

ことで論理的に現象を説明できるようにしていく。分解・化合・酸化還元の実験・考察を行い

ながら、化学変化の規則・法則を見つける学習を通して、化学変化の前後では、原子や質量は

生徒の変わらないことを理解させたい。 

単元構想（次々ページに掲載） 

本時の指導 
（1）目標

分子という概念を理解し、原子がどのように集まってできているか説明できる。（思考・判断） 

（2）準備 単元マップ 学習マップ ワークシート ホワイトボード マーカー
前回作った原子モデル 発砲スチロール球 マジック 

（3）展開

時刻 教師支援 

11：30 

11：35 

化学変化にはどのようなきまりがあるのかを調べる知識得るため

に、今回は分子という物質の表し方を調べていきます。 

・単元マップを確認する

授業内容に見通しをもた

せる。 

・原子という考え方を使

い、分子について班で説明

できるようにするという本

時の課題をおさえ、個人学

習に取り組ませる。 

・責任をもって参加できる

よう、グループの中で係分

担を行う。 

司会…グループ学習の話し

合いの進行 

記録…グループの考えをホ

ワイトボードなどへの記入

発表…グループの考えを他

分子とは何かをまとめ、説明できるようにしよう。

分子について個人学習した内容を班で共有し、他の班に分子とは

何か具体的に説明できるように準備しましょう。前回作った原子

モデルを使ったり、新しくモデルをしたりしてもいいです。分子

とは？そして、分子にはどんなものがあるか？他の班のために詳

しく説明できるようにしましょう

前回、原子についての学習をしました。今回は原子の考え方を

使い、分子ついて学習をします。最終的に分子とは何かクラス全

員が分かるよう班でまとめ、説明してもらいます。

まず、教科書 P26～27 を見ながら分子について個人で学習し、

学習マップに書きましょう。

生徒の意識 本時の課題 補助発問
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11：50 

12：00 

12：10 

の班へ伝える 

準備…学習に必要な道具等

を準備する 

・見通しをもたせるために、

ワークシートに今日の学習

の流れを示す。 

・学級全体で課題を解決す

る意識をもたせるために補

助発問では、個人学習・グ

ループ学習の課題を示す。

・1 人 1 人の学習の機会を

保証するため、司会を中心

に、一人ずつ個人で考えた

ことを発表させる。 

・発表者が前のテーブルで

発表を行う形式とする。聞

く人は、分子が何かきちん

と理解できるよう真剣に聞

き、分からないことは質問

できるようにしておくよう

指示をする。 

・今日の学習の成果につ

いてそれぞれがまとめられ

るよう、振り返りでは分子

とは何かに対して今日の収

穫の欄を書かせる。 

それでは班ごとに分子についての説明をしていきます。説明す

る班は前のテーブルに移動し、発表係を中心に説明を行ってくだ

さい。他の子はテーブルの近くに集まり、説明を真剣に聞きまし

ょう。全ての班の説明の後、分からないことがあれば聞けるよう

にしておきましょう。

それぞれのグループの説明を聞き、分からないことはありました

か。学級のみんなが分子についてきちんと理解できるよう、あれ

ば教えてくだい。

分子とは何か？について今日、収穫したことを書きましょう。

・分子のような粒子を作らず、多くの原子が集まるってい

うのはどういうことですか？ 

・たくさんの原子が同じ割合でたくさん集まっているので、

区切ることができないものです。だから最小単位で表しま

す。

・分子は原子が集まってできていることが分かった。分子は物

質の性質を表す最小単位であることも分かった。 

・分子は原子がいくつか集まってできていることが原子モデル

を使った説明から理解できたのでよかった。

・分子というのは、物質の性質を示す最小単位の粒子のことをい

います。 

・前回学習した原子を使い、このようにくっつけることで分子が

できます。1 個の原子そのままはなく、2 個以上の原子が結び付い

てできています。 

・物質によっては、たくさんの原子が決まった割合で集まって

できている物質もあります。

・分子は物質の性質を示す最小単位だと分かったよ。

・原子が結び付きできていることを、玉を使って説明しよう。

・分子を作らず、多くの原子が決まった割合で集まってできてい

るものもあるみたいだね。それも説明しよう。
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11：50 

12：00 

12：10 

の班へ伝える 

準備…学習に必要な道具等

を準備する 

・見通しをもたせるために、

ワークシートに今日の学習

の流れを示す。 

・学級全体で課題を解決す

る意識をもたせるために補

助発問では、個人学習・グ

ループ学習の課題を示す。

・1 人 1 人の学習の機会を

保証するため、司会を中心

に、一人ずつ個人で考えた

ことを発表させる。 

・発表者が前のテーブルで

発表を行う形式とする。聞

く人は、分子が何かきちん

と理解できるよう真剣に聞

き、分からないことは質問

できるようにしておくよう

指示をする。 

・今日の学習の成果につ

いてそれぞれがまとめられ

るよう、振り返りでは分子

とは何かに対して今日の収

穫の欄を書かせる。 

それでは班ごとに分子についての説明をしていきます。説明す

る班は前のテーブルに移動し、発表係を中心に説明を行ってくだ

さい。他の子はテーブルの近くに集まり、説明を真剣に聞きまし

ょう。全ての班の説明の後、分からないことがあれば聞けるよう

にしておきましょう。

それぞれのグループの説明を聞き、分からないことはありました

か。学級のみんなが分子についてきちんと理解できるよう、あれ

ば教えてくだい。

分子とは何か？について今日、収穫したことを書きましょう。

・分子のような粒子を作らず、多くの原子が集まるってい

うのはどういうことですか？ 

・たくさんの原子が同じ割合でたくさん集まっているので、

区切ることができないものです。だから最小単位で表しま

す。

・分子は原子が集まってできていることが分かった。分子は物

質の性質を表す最小単位であることも分かった。 

・分子は原子がいくつか集まってできていることが原子モデル

を使った説明から理解できたのでよかった。

・分子というのは、物質の性質を示す最小単位の粒子のことをい

います。 

・前回学習した原子を使い、このようにくっつけることで分子が

できます。1 個の原子そのままはなく、2 個以上の原子が結び付い

てできています。 

・物質によっては、たくさんの原子が決まった割合で集まって

できている物質もあります。

・分子は物質の性質を示す最小単位だと分かったよ。

・原子が結び付きできていることを、玉を使って説明しよう。

・分子を作らず、多くの原子が決まった割合で集まってできてい

るものもあるみたいだね。それも説明しよう。
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主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度

授
業
づ
く
り
と
評
価
の
視
点

杉
江
修
治

評
価
の
意
義

評
価
の
主
な
機
能

①
教
師
の
指
導
改
善
情
報

②
生
徒
の
学
習
を
方
向
づ
け
る
た
め
の
情
報

生
徒
の
育
ち
の
判
定
と
い
う
視
点
で
見
る
の
か
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
教
師
が
ど
れ
だ
け
で
き
た

か
と
い
う
視
点
で
見
る
の
か

学
習
評
価
の
観
点
の
移
行

目
標
に
準
拠
し
た
評
価

準
拠
す
べ
き
目
標
設
定
は
可
能
か

主
体
的
な
学
び
の
姿
を
見
る
指
標
は
何
か
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現
行
の
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
と
い
う

４
観
点
で
見
ら
れ
た
評
価
手
法
の
誤
り

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
は
学
習
内
容
に
対
す
る
関
心
、
意
欲
、
態

度
で
あ
る

学
習
参
加
の
形
で
は
な
い

ど
の
よ
う
な
指
標
を
用
い
て
き
た
か
の
振
り
返
り
が
必
要

文
科
省
も
こ
こ
の
見
直
し
は
重
要
な
力
点
と
し
て
い
る

評
価
手
段
は
「
観
察
」
と
「
生
徒
の
自
己
評
価
」

「
観
察
」

挙
手
や
発
言
回
数
、
前
を
向
い
て
い
る
、
宿
題
の
提
出
の
有
無
な
ど
の
指

標
は
態
度
評
価
の
指
標
に
な
り
え
る
の
か
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
精
選
に
よ
る
教
師
の
観
察

例
：
教
師
の
講
義
へ
の
傾
聴
／
自
発
的
に
メ
モ
を
と
る
行
動
／
教
科
書

と
話
題
と
の
照
合
を
図
る
姿
／
自
分
か
ら
辞
書
辞
典
を
引
く
姿
／
仲
間
の

発
言
へ
の
傾
聴
の
姿
／
仲
間
に
伝
え
よ
う
と
す
る
発
言
の
姿

等

従
来
の
「
学
習
規
律
」
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

３
観
点
へ
の
移
行
、
と
く
に
「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
導
入
の
意
義

19
89
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
時
に
示
さ
れ
た
「
新
し
い
学
力
」
の

姿
が
文
科
省
自
身
に
も
明
確
に
な
っ
て
き
た
結
果
だ

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」
と
い
う
学
校
教
育
が
目
指
す
最
終

的
な
ゴ
ー
ル
と
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

学
校
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
力
を
学
力
と
考
え
る
時
代
で
は
な
い

「
自
己
評
価
」

毎
時
の
振
り
返
り
の
記
述

た
だ
し
、
振
り
返
る
べ
き
内
容
の
的
確
な
指
示
が
必
要

「
感
想
」
「
振
り
返
ろ
う
」
な
ど
は
論
外

学
習
内
容
の
理
解
度
／
学
習
活
動
が
好
き
か
／
学
習
内
容
へ
の
興

味
関
心
／
自
分
に
必
要
な
家
庭
学
習
へ
の
気
づ
き
／
仲
間
の
意
見
の

積
極
的
な
取
入
れ

等
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主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
の
評
価
結
果
は

教
師
の
指
導
改
善
へ
の
情
報
で
あ
る

生
徒
の
本
性
：
成
長
意
欲
を
必
ず
持
っ
て
い
る

学
び
に
意
欲
を
示
さ
な
い
の
は
学
習
場
面
の
問
題
で

は
な
い
か

だ
れ
も
が
意
欲
的
に
取
り
組
み
場
面
づ
く
り
を
し
て
い
る
か

「
生
徒
の
育
ち
」
と
い
う
こ
と
ば
は
妥
当
性
が
あ
る
の
か

生
徒
の
意
欲
を
ど
う
引
き
出
す
か
が
教
師
の
仕
事

学
び
の
構
え
づ
く
り
の
工
夫

①
興
味
関
心
を
引
き
起
こ
す
導
入
教
材
の
工
夫
（
知
的
不
調
和
）

②
明
確
な
ゴ
ー
ル
表
示
に
よ
っ
て
活
動
の
方
向
づ
け
を
す
る

③
学
習
活
動
の
手
順
を
報
せ
、
学
習
ス
テ
ッ
プ
の
意
義
が
分
か
り
な
が

ら
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る

④
教
材
を
学
ぶ
意
義
（
値
打
ち
）
を
理
解
さ
せ
る

⑤
学
習
後
に
学
習
に
よ
る
成
長
を
自
覚
す
る
た
め
の
振
り
返
り
を
行
う

意
欲
を
引
き
出
す
授
業
の
工
夫

①
学
び
の
構
え
づ
く
り
の
仕
掛
け
を
す
る

②
協
同
に
よ
る
意
欲
づ
け
を
す
る

③
成
功
体
験
を
重
ね
さ
せ
る
（
「
で
き
た
－
で
き
な
い
」
だ
け
が
成

功
の
基
準
で
は
な
い
）

協
同
に
よ
る
意
欲
づ
け

協
同
の
意
義
を
誤
解
し
な
い
こ
と
が
必
要

協
同
と
は
、
集
団
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の
成
長
を
目
標
に
す
る
こ
と

協
同
の
単
位
は
学
校
な
ら
ば
学
級
で
あ
る
。

学
級
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
互
い
に
高
め
合
う
場
面
こ
そ
意
欲
付
け
が

な
さ
れ
る
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本
田
由
紀
『
教
育
は
何
を
評
価
し
て
き
た
の
か
』
2
0
2
0

秋
吉
和
史
の
研
究
（
2
0
1
7
）
を
引
用
。

1
9
4
0
年
以
降
の
戦
中
期
に
な
る
と
、、
「
態
度
」
は
観
察
・考
察
・測
定
・

記
録
の
対
象
と
な
る
だ
け
で
な
く
、「
皇
国
民
」
育
成
の
た
め
に
「
他
律
的
」

に
「
躾
」
ら
れ
る
べ
き
も
の
へ
と
定
義
が
転
換
さ
れ
る
。・
・・
・子
ど
も
に
教

え
込
ま
れ
監
視
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
態
度
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。外

面
と
内
面
の
双
方
に
関
し
て
、す
べ
て
の
子
ど
も
に
要
求
さ
れ
る
「
望
ま
し

い
」
あ
り
方
の
焦
点
と
な
っ
て
ゆ
く
の
が
、「
態
度
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。

主
体
的
学
び
を
促
す
い
く
つ
か
の
技
法

挑
戦
の
あ
る
学
び
を
仕
掛
け
る

練
り
上
げ
る
必
要
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
課
題

よ
り
ど
こ
ろ
の
多
い
学
習
場
面
を
作
る

教
科
書
な
ど
テ
キ
ス
ト
を
与
え
て
の
読
解
の
機
会
を
増
や
す

ス
マ
ー
ト
に
終
わ
ら
な
い
授
業
を
仕
組
む

教
師
の
ま
と
め
は
必
須
だ
ろ
う
か
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2020 年度 第 2 回研修会 

１ 日程 

２ 研究授業 1 資料 

３ 研究授業 2 資料 
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１ 日程 

2020 年 6 月 18 日 

10：15～10：25 授業者説明 

10：30～11：20 公開授業 1（第 3 時限） 

11：30～12：10 研究協議 

12：10～12：25 講評 

13：00～13：10 授業者説明 

13：15～14：05 公開授業 2（第 5 時限） 

14：15～14：55 研究協議 

14：55～15：15 講評 

２ 研究授業 1 第 1 学年 保健体育科 

単元名 全員で声をかけ合いボールをつなぐバレーボール 

単元目標 

・グループにおける自己の役割を自覚して話し合いに参加しようとする（態度）

・ルールや技術の名称、その行い方を理解し、試合やペア学習から自己やグループの課題を見

つけ、運動の取り組み方を工夫する。（知識・思考・判断）

・仲間が操作しやすい位置にボールをつなぎ、相手コートに返球したり貞一に戻り、打球に備

えた準備姿勢をとったりする。（技能）

単元について 

（1）生徒の実態（男子 14 名、女子 8 名、計 22 名）

事前アンケートでは、球技が得意、やや得意と答えた生徒は１４人でやや苦手と答えた生徒

は 8 人だった。生徒が苦手と答えたのは「ボールをうまく扱えない」、「チーム戦になると頭が

混乱する」などの理由からだった。また、22 人中 16 人がバレーボールをしたことがあると回

答した。ただ他の 6 人はこれまでバレーボールに触れたことがない。このことを踏まえて初め

てバレーボールに触れる生徒も技能を向上させることができるようにスモールステップで授業

を進めていく。また、6 月に学校が再開したばかりなので、生徒同士が交流する場を十分に設

けることができていない。本単元で生徒同士の関わり合い、学び合いを通して生徒間の仲間意

識を深めていきたい。 

（2）保健体育科における協同学習

 保健体育科では他者との関わりの中で自他の課題を見つけ、合理的な解決に向け思考判断し

ていく中で学びが生まれる。協同学習は一人一人が仲間の役に立つ、そして仲間の学びが自分

の役に立つという考えのもとに学習に参加することが前提である。この考え方をもとに、仲間

とともに解決することができる課題を設定し、解決に向け話し合いや学び合いの活動を通して

一人一人が自他のために学習に参加できるようにする。また、話し合いの際、すべての生徒が
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発言できるような雰囲気をつくりたい。そのために誰もが意見がもてるような資料を提示し、

全員が意見を他者に伝えられるような授業を目指したい。 

（3）教材について

バレーボールは、ネットをはさんで相手からのボールを味方のコートに落とさず、自陣での

3 回以内のパスワークを経て、相手コートの空いた場所をねらって落とすネット型ゲームであ

る。この特性を踏まえ、3 年時では 3 段攻撃を取り入れてチームで作戦を立て相手コートの空

いている場所をねらってボールを落とすことを目標とする。そのため、1、2 年時では仲間と３

回パスをつなぎラリーをより多く続け、ゲームの面白さや仲間と協力することの楽しさを学ぶ

ことを目標とする。仲間とボールをつなぐためには、コートのどこに立つか、どこにボールを

上げるか、ボールを持っていない時にどう動くかを全員が理解して取り組む必要がある。この

ことを達成するために要素に合ったミニゲームを取り入れたり、全員がやりがいをもって授業

に取り組めるようにグループの人数を工夫したりして集団技能の向上を図りたい。 

単元構想図（次々ページに掲載） 

本時の指導 

（1）目標

 ボールを持っていない人がどのように動くか、仲間の考えを理解し、自分の動きに組み込む

ことができる。 

（2）準備

（教師）参考資料、ホワイトボード（生徒）振り返りシート、バインダー

（3）展開

時刻 学習活動 教師支援 

10：30 

10：40 

〇スキルアップドリル 

 

 

 

 

 

 

・「単元マップ」で単元の流れを確認す

る。 

・ホワイトボードを活用し、授業の流

れを確認する。

・話し合いを効率よく進めるため授業

の流れをパターン化する。

・責任をもって参加できるようにグル

補助発問 目標・主発問 生徒の反応

ボールを持っていない人はどのように動けばいいだろう？

前回の授業ではみんなでボールを回すために１打目

をレシーブした人がどこにボールをまわせばよいのか

について学びました。ボールを持っていない人はどの

ように動けば２打目をうまくつなげ、３打目で返球で

きるようになるでしょうか。まず、資料の P8 を見て

下の空白に個人の考えを書きましょう。
①個人で意見を考え、付箋に書く。

②グループで意見を共有する。

③共有した意見をもとに動きを実践

する。 

④実践をもとに班で意見をまとめる
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10：47 

11：07 

11：17 

11：20 

（個人思考→グループ）【焦点化】 

〇各班動きの確認→ミニゲーム 

（グループ→全体） 

 

 

ープの中で係分担を行う。 

・個人の意見がもてるように動き方の

例が書いてある資料を提示する。

・意見の共有を効率よく行うために一

つの班が発表し、その後付け足しが

あるかを問いかける。また、聞く姿

勢をつくるため聞き手にも課題を与

える。

・本時の達成感を味わい、次時の意欲

につなげられるように課題の達成度

合いが分かる振り返りを活用する。

・仲間との関わりからできたと感じら

れるように今日の収穫で仲間の意見

や話し合いの中から分かったことを

記入させる。

・レシーブする人に近づく、後ろに回る。

・レシーブする人におへそを向ける。

個人の意見を全体で伝え合った後にそれを確かめる

ために試合で実践します。試合の中で見つけたことを

班で伝え合ってください。

司会…グループの話し合いの進行。 

記録…グループの考えをホワイト

ボードにまとめる。 

発表…グループの意見をほかの班

に伝える。 

発表補佐…発表係を手助けする。 

タイムキーパー…時間を確認しな

がら話し合いを進められるよう声

かけをする。 

全体でゲームをしてもう一度課題について意見を伝

え合います。伝え終わった後、付け足しや別の意見が

ある人は挙手してください。

・近づきすぎるとカバーしづらいね。

・レシーブする人の様子によってカバーに行かず前に

走った方が３打目に返球しやすいね。

今日の振り返りをします。

今日の収穫には話し合いや仲間の意見から分かった

ことを記入してください。

ボールを持っていない人はただボールを待っている

のではなく、レシーバーの後ろに動いたらカバーがで

き、パスをまわしやすくなることに気付いた。
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３ 研究授業 2 第 3 学年 美術科 

 

単元 今の自分らしさ全開な自画像 

 

単元の目標 

・自分自身を見つめ、意欲的に分析した結果をもとに自己の内面を作品に表そうとする。 

（関心・意欲・態度） 

・自己分析を基に作品のイメージを発想し、表現したい自分に近づけるためスケッチで完成像

のイメージをもちながら独創的に構想を広げている。       （発想や構想の能力） 

・構想から得たモチーフに対し、意図をもって構図・配色・人物の表情やポーズを工夫して表

している。                            （創造的な技能） 

・作品から表現上のよさや美しさ、作者の心情について根拠をもって感じている。          

（鑑賞の能力） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名 女子 10 名 計 22 名） 

これまで作品制作では、完成までの手順を示せば、完成時のイメージをもち、意欲的に制作

に取り組む姿が見られた。また、制作時には互いの作品を見合う中で、活発に意見を伝え合う

場面が見られる。昨年度、単元「ボックスアート」では、自己の内面を作品に表出させる活動

をした。表現するモチーフが決まると円滑に作業を進めることができた。その一方、構想段階

で心象風景を具体的に形で表すことが難しいモチーフをどのように表現するか悩んでいる生徒

が見られた。そこで、多様な自画像の参考作品を生徒に提示すること、構想段階で生徒同士が

スケッチを見せ合い新たな発想の獲得につながる場を設けることが、個人の表現したい作品に

近づけるために必要であると感じた。 

 

（2）美術科における協同学習 

美術科においては、鑑賞活動を通して作品のよさや美しさを生徒同士で共有し合い、多様な

感じ方・考え方を獲得することで自己の表現の幅を広げられることが、学びの深まりであると

考える。また、課題によっては複数の生徒で共に一つの作品を作ることで自分の役割を認識し

、よい作品となるように責任をもって活動に参加できる。本単元は、個人で作品を制作するこ

とが中心である。自己を表現する活動も重視したいが、生徒は創造者であると同時に、各々が

鑑賞者でもある。自身や他者、作品との対話を通して目的意識を共有した仲間と共に互いの作

品をよりよくしようとする姿が期待できる。 

 

（3）教材について 

「自画像」は、制作を通して自己を見つめ直し、将来の夢や目標、理想や現実を表現する活

動である。進路選択を控えた中学 3 年生という多感な時期だからこそ、自分自身と向き合い、

今しか描くことができない自分を明確にして表現する自画像の制作は、生徒自身を成長させる

題材である。本単元では、自分自身と深く向き合うことができるよう作品を構想する時間を確

保し、スケッチを重ねながら完成するまでの過程を大切にする。また、構想の段階で他者と意

見を交換する場を設けることで、表現で悩んでいる点の解消や他者の視点から得られる新しい

考え方によって表現の幅を広げ、自らの内面が表された作品に迫ることができるようにしたい。 
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本時の指導 

（1）目標 他者からもらった意見と自らの構想を整理し、構想シートを完成させる。 

（2）準備 構想シート、鑑賞シート、シール、単元マップ、話し合いの手順を示す掲示物 

（3）展開 

時刻 目標・発問  補助発問 生徒の反応 教師支援 

13：15 
 
 
 
13：17 
 
 
 
 
 
 
 
 
13：30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14：00 

表したい自分が作品に表現できているかを友達と見合い、「自

画像制作のポイント」から改善点を見つけて修正し、構想シー

トを完成させよう。 

 

全員のスケッチを順番に鑑賞します。構想シート（別添①）の

「こんな自分が描きたい」と「スケッチ」を見比べ、直感的に

イメージが伝わっているか、伝わっていないかを該当する欄に

シールで貼ってください。  

 

 

 

 

 

班に戻った後は次の手順で話し合いましょう。鑑賞シートに貼

られたシールの数に注目し、「伝わっている」が多かったらど

のような点がよかったのか、「伝わっていない」が多かったら

どのような点が課題で改善点は何か、みんなでアイデアを出し

ましょう。その際は『自画像制作のポイント』に基づいて考え

ましょう。みんなのアイデアが出たら、構想シートを修正し、

最終的なイメージを固めましょう。  

 

 

 

 

 

友達との関わりを通して学んだこと、今日の時間で自分の作品

がどのように変わったか振り返りましょう。  

 

 

 

 

 

・単元マップを用いて、本時の位

置づけと、本時の流れ・目標を

示す。  

 

・『自画像制作のポイント』として、

単元の導入で生徒の言葉から生

まれた【①構図、②配色、③表

情、④背景、⑤人物以外の要素】

の５つの視点を提示し、個人の

意見がもてるようにする。  

 

 

 

・後半の話し合いで使用すること

を伝え、多くの人から意見をも

らうようにする。  

 

・個人の意見がもてるように話し

合う前の一分程度、表を見る時

間をとるように促す。  

 

・話し合いでは、進め方の手順を

示し、【司会】【タイムキーパー】

の役割を設け、責任をもって活

動に参加できるようにする。  

・グループでの話し合い活動を経

て得た収穫を振り返り、本時に

おける個々の表現の変容や次時

に意識をつなげることができた

かを書けるようにする。  

 

 

 

 

・自分では思い浮かばなかった発想と出会い、より自分の表

現したい自画像に近づけることができたよ。  

・悩んでいた点が解決し完成像がイメージできたよ。  
・友達から意見をもらうことのよさに気付いたよ。  

・「夢見る明るい自分を描きたい」とあるけど、スケッチの

背景の色が暗めで伝わりにくいな。  

・「好きな物に囲まれて幸せな自分」という作者の意図が周

りに描かれた楽器や人形からよく伝わったよ。  

Ａさんの作品は①構図があまり伝わっていないね。伝わって

いないのは、目立ちたがりの自分を表したいのに人物の向き

が真正面ではないから伝わりにくかったんじゃないかな。人

物を正面から見た構図に変えるとより伝わるよ。  
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（4）評価（Ａ基準） 

・他者からもらった意見と自らの構想を整理し、具体的な言葉やスケッチで構想シートを完成

させる。 
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１ 日程 

 

2020 年 7 月 17 日 

10：15～10：25 授業者説明 

10：30～11：20 公開授業 1（第 3 時限） 

11：30～12：20 公開授業 2（第 4 時限）  

13：00～13：10 授業者説明 

13：15～14：05 公開授業 3（第 5 時限） 

14：15～14：55 研究協議 

14：55～15：15 講評 

 

２ 研究授業 1 第 2 学年社会科 

 

単元 「備えあれば憂いなし！みんなで備えろ！次世代パンデミック」（地理「世界から見た日

本の姿」） 

 

単元の目標 

・世界的な感染症の流行と関連づけ、世界的視野から見た日本の地域的特色と、日本全体の視

野から見た国内の諸地域の特色を捉える学習に関心をもち、意欲的に取り組む。 

（社会的事象への関心・意欲・態度）  

・学習活動を通して明らかになった日本の地域的特色をもとに、感染症の大流行との関連や、

学習内容を生かした対策を考え適切に表現する。      （社会的な思考・判断・表現） 

・日本の地域的特色を、世界的視野や日本全体の視野から学習するために、各種地図・統計資

料などの役割を理解し、適切に選択し比較して読み取る。      （資料活用の技能） 

・世界的視野から見た日本の地域的特色と日本全体の視野から見た国内の諸地域の特色を理解

する。                      （社会的事象についての知識・理解） 

 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名、女子 5 名、計 15 名） 

 さまざまな活動に対して積極的で、社会科の授業に対しても、教師の問いかけに対してすぐ

に反応し発言をしたり、自分が疑問に思ったことを質問したりと、意欲的に取り組んでいる。

しかし、話し合いになると、論点が定まらず考えの深まりという点に関しては物足りなさを感

じる。本単元では、目的や視点を定め話し合い活動を行う。何を目的とした話し合いなのかを

意識し、視点に基づいて内容を焦点化することで、積極的に発言し、交流ができる生徒たちの

良さを生かし、社会的な見方の広がりや考え方の深まりに期待したい。 

 

（2）社会科における協同学習 

本校研究では、「協同学習」の考えを取り入れ研究を行っている。協同学習とは、生徒全体が

目的を理解して学びを共有し、全体が高まる学習である。この考えをもとに、社会科における

協同学習を「生徒全体が学習の目的を共有し、学習によって得られた知識をもとにした話し合

いを通して社会的事象を考察する学習、また、それらを他者に伝えることを意識して、分かり

― 150 ―



１ 日程 

 

2020 年 7 月 17 日 

10：15～10：25 授業者説明 

10：30～11：20 公開授業 1（第 3 時限） 

11：30～12：20 公開授業 2（第 4 時限）  

13：00～13：10 授業者説明 

13：15～14：05 公開授業 3（第 5 時限） 

14：15～14：55 研究協議 

14：55～15：15 講評 

 

２ 研究授業 1 第 2 学年社会科 

 

単元 「備えあれば憂いなし！みんなで備えろ！次世代パンデミック」（地理「世界から見た日

本の姿」） 

 

単元の目標 

・世界的な感染症の流行と関連づけ、世界的視野から見た日本の地域的特色と、日本全体の視

野から見た国内の諸地域の特色を捉える学習に関心をもち、意欲的に取り組む。 

（社会的事象への関心・意欲・態度）  

・学習活動を通して明らかになった日本の地域的特色をもとに、感染症の大流行との関連や、

学習内容を生かした対策を考え適切に表現する。      （社会的な思考・判断・表現） 

・日本の地域的特色を、世界的視野や日本全体の視野から学習するために、各種地図・統計資

料などの役割を理解し、適切に選択し比較して読み取る。      （資料活用の技能） 

・世界的視野から見た日本の地域的特色と日本全体の視野から見た国内の諸地域の特色を理解

する。                      （社会的事象についての知識・理解） 

 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 10 名、女子 5 名、計 15 名） 

 さまざまな活動に対して積極的で、社会科の授業に対しても、教師の問いかけに対してすぐ

に反応し発言をしたり、自分が疑問に思ったことを質問したりと、意欲的に取り組んでいる。

しかし、話し合いになると、論点が定まらず考えの深まりという点に関しては物足りなさを感

じる。本単元では、目的や視点を定め話し合い活動を行う。何を目的とした話し合いなのかを

意識し、視点に基づいて内容を焦点化することで、積極的に発言し、交流ができる生徒たちの

良さを生かし、社会的な見方の広がりや考え方の深まりに期待したい。 

 

（2）社会科における協同学習 

本校研究では、「協同学習」の考えを取り入れ研究を行っている。協同学習とは、生徒全体が

目的を理解して学びを共有し、全体が高まる学習である。この考えをもとに、社会科における

協同学習を「生徒全体が学習の目的を共有し、学習によって得られた知識をもとにした話し合

いを通して社会的事象を考察する学習、また、それらを他者に伝えることを意識して、分かり

やすくまとめて発表する学習」と定義する。この考えをもとに、本単元では、学級全体で達成

する課題を設定し、グループでの話し合いを通して、学習内容をもとに出来事の背景を考えた

り、自分たちの考察をもとに具体的な課題の解決方法を考えたりする活動を取り入れる。これ

らの活動を通して、協同的な学習を行うことで、学級全体の社会的な思考力や判断力、表現力

を育成していきたい。 

 

（3）教材について 

 本単元では感染症の大流行を教材として取り扱う。生徒たちは、昨年度より始まった新型コ

ロナウイルス感染症の大流行の影響を受け、休校が実施されたり、外出の自粛や身の回りの店

舗の休業を目にすることがあったりと、大きな影響を実感しており、高い関心をもつ教材であ

ると考えられる。身の回りで起きた感染症の流行による影響を導入として取り上げ、その出来

事の背景を考察することで学習内容の深まりを目指したい。また、感染症の大流行の歴史に目

を向けると、2014 年にはエボラ出血熱、2009 年には新型インフルエンザ、2004 年には鳥イン

フルエンザと、定期的に世界的な流行が起こっており、生徒たちは将来再び世界的な大流行を

経験することが想定される。こうしたことから、次世代の大流行を想定させ、その際の対策を

考えることを単元を貫く課題として設定し、学習を目的意識をもって自分たちに意味のあるも

のとしてとらえさせ学習を展開したい。 

 

単元構想図（次々ページに掲載） 

 

本時の指導 

（1）目標 

 ・日本の商業・サービス業の様子をもとに、日本の新型コロナウイルスに対する政策につい

て、その理由を説明することができる。 

 

（2）準備 ワークシート、映像資料、統計資料、資料提示用パソコン、生徒用 WB。 

 

（3）展開 

時刻 教師の発言・発問   生徒の意識    本時の課題  教師支援 

10：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの学習の軌

跡とこれからの予定

を記載した単元マッ

プを活用する。 

 

・ニュース映像、企業

の減益率、影響度の

資料を提示する。 

 

 

・次の大流行の対策を考えるために、今回の新型コロナと日本にどのよ

うな関係があるかを考えていくんだったな。 

・今日は商業やサービス業について学習するんだったね。  

・なぜ商業やサービス業には大きな影響があったのかな？ 

・商業やサービス業に様々な経済損失がでたんだね。 

・どうして自粛をすぐにしなかったのかな？ 

単元マップを見て今日の学習を確認しましょう  

新型コロナ関連の情報を確認しましょう。  
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10：35 

10：50 

11：10 

11：15 

・自粛の遅れに対する

批判映像から課題を

設定する。

・話し合いの視点と個

人の考えをもつため

の 知 識 を 獲 得 さ せ

る。

・活動の見通しがもて

るように、活動の流

れを視覚的に提示す

る。

・3 つの視点を意識で

きるように、板書に

明示する。

・役割を掲示し、個人

が責任をもって話し

合いに参加できるよ

うにする。

・様々な資料を活用で

きるように資料集も

活用させる。

・「社会科的な正しさ」

については客観的な

資料があるかどうか

によらせる。 

・班の WB を黒板に掲示

し発表とする。 

・個人の WB を使い、共

通点には下線を、相

違点は追記をする。

・単元マップに触れ、

次時の内容を確認す

ることで、単元の見

通しをもたせる。

・「第三次産業の特性」の視点からは GDP のグラフから人と関わる第三

次産業の国内総生産が多く影響が大きいから簡単に営業自粛が出せ

なかったんだね。 

・「商業の多様化」では日本は教科書の各店舗の店舗数の変化のグラフ

から大型スーパーが増えているから、自粛すると経済損失が大きいか

ら出さなかったんだね。他にも閉店が増加している商店への影響も考

慮したんじゃないかな？ 

・「第三次産業の特性」では、資料から国内総生産の多さを根拠にして

いるから、問題ないと考えられるね。 

・理由は説明できているけど、資料などの客観的な根拠がないから正し

いかどうかは判断できないね。

・日本は第三次産業の就業者数が半数以上なんだな。

・ショッピングセンターやコンビニが増えているんだな。

・僕は「産業の種類」の視点で考えたけど、「商業の多様化」の視点か

らも説明ができるね。

本時の課題を設定しましょう

本時の課題を考えるために、日本の商業・サービス業について、教科

書を使って学習をしましょう

今日学習した「第三次産業の特性」「商業の多様化」「近年のサービス

業」の 3 つの視点をもとに課題について話し合いを行います。まずは、

個人で考え、その後班の中で話し合い、WB にまとめます。個人では、3

つの視点をそれぞれ分担し、担当する視点をもとに課題について分析

をします班での話し合いでは、課題を達成するために、それぞれの個

人で考えた内容をもとに分析した理由が社会科的に正しいといえるか

どうか検討してください。

それではそれぞれの班の考えを見てみましょう。他の班の考えと自分の

考えを比べましょう。

本時のふりかえりを行いましょう。単元を貫く課題、本時の課題につい

てふりかえりましょう

どうして政府はすぐに営業自粛要請を出さなかったのだろうか？いろ

いろな角度で分析し理由を明らかにしよう

・ただ自粛をするだけでなく、経済的な損失を出さないような対策を考

えないといけないね。

・次回は「貿易」視点から学習するよ。
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（4）評価＜A 基準＞

・日本の商業・サービス業の様子をもとに、日本の新型コロナウイルスに対する政策について、

資料を用いて様々な視点から、その理由を説明することができる。 
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３ 研究授業 2 第１学年国語科 

単元名 登場人物の心情の変化や表現に込めた作者の工夫に迫ろう。 

～『星の花が降るころに』（光村図書・１）～ 

目標 

・教材文に基づいて登場人物の心情を想像したり、作者の表現の工夫を理解したりしようと、

作品を繰り返し読んだり意見交流をしたりする。         （関心・意欲・態度）

・教材文の描写を根拠として登場人物の心情とその変化を捉える。      （読むこと）

・自身や級友の生活経験と教材文の描写を関連付けて、登場人物の心情の変化について共感的

に理解して読む。                           （読むこと）

・文脈の中での言葉の意味を捉え、作者の表現の工夫について考える。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

単元について 

（1）生徒の実態（男子 12 名 女子 8 名 計 20 名）

 6 月に行った物語『花曇りの向こう』の学習で、友達関係を築きにくい転校生の心情を、転

校の経験がある 2 人が語った。授業の振り返りで、「私が考えていたこと以外でも、みんなの話

を聞いて共感したことがたくさん出てきたので、みんなで話すことは大切なのだと思った。」と

いう記述があった。それぞれの生活経験を生かして読み取ったことを交流することで多様な考

えに気づき、物の見方・考え方を広げ、深めることのできる文学的文章の学習に価値を感じて

いる。 

（2）国語科における協同学習

 文学的文章を扱う単元では、登場人物の心情の変化を捉える活動において、各々の生活経験

の違いに基づいた多様な考えをもたせることができる。自分とは異なる経験に基づいて語る級

友の意見は、登場人物の心情に迫るための貴重な情報となる。中学１年の段階では「共感」と

いう言葉を使うことで、登場人物の心情を多面的に捉えることができるようになる話し合いを

成立させる。常に教材文の言葉を意識して考えを交流できるよう、話し合いの前には教材文の

記述を根拠として示すように伝える。 

（3）教材について

 本教材は、心の距離が開いてしまった親友と仲直りをすることに固執していた「私」が、ひ

たむきに部活に取り組む「戸部君」や葉を入れ替える「銀木犀」のことを知り、前向きに生き

ていこうという思いをもつようになる作品である。友達関係の変化に悩む中学１年の生徒にと

って、「私」の心情に共感しやすい作品であるといえる。そのため、心情の変化を捉える際には、

「共感できるところ」という着眼点を示して学習をすすめる。 
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本時の指導 

（1）目標

・描写を根拠に捉えた登場人物の心情とその変化を踏まえて、「私」の心情をさらに多面的な

視点から想像したり、作者の表現の意図を考えて読んだりすることができる。（読むこと） 

（2）準備

単元マップ（生徒用） 教科書の拡大印刷物 

国語科１年教科書（生徒） 国語科ノート（生徒） 国語科ファイル（生徒） 

（3）展開

時刻 〇学習内容 ・生徒の意識 本時のめあて ・教師支援

13:15 

13:18 

13:25 

〇単元マップを見て、本時の課題と、前後の授業との関係を確

認する。 

 

〇既習事項を振り返り、今までの学習を終えて、まだ解決でき

ていない課題を各自で考える。 

・既習事項の振り返りを視覚的に

支援するため、「共感」したと

ころを書き込んだ、教材文の拡

大印刷物を提示する。 

13:40 

14:57 

〇考えた課題について 3～4 人の班で話し合う。出された課題

について、解決できるものは他の班員がその場で答える。 

・「私」と夏実の間には何があったのか。 

→「小さなすれ違いや誤解」とある。どんなすれ違いかは、

想像するしかないと思う。

・銀木犀の入ったビニール袋をなでたのはなぜか。

→夏実との思い出の証だから、夏実とのつながりを感じたい

と思ってなでたのだと思う。

〇班の中で解決できなかった課題を発表し、その場で解決でき

るものはないかを話し合う。 

・銀木犀を土に落としたときの心情を考えたい。

・最後に「大丈夫」と思えた理由を考えたい。

・作者が銀木犀を使ったのはなぜか考えたい。

〇出された意見の中から、次時に話し合いたい課題について投

票する。 

・生徒が描写に着目して話し合う

ことのできる課題を見つけら

れるよう、教材文を根拠に答え

られないものについては、その

場で指摘することを例示して

共通理解する。 

・より深い学びができる課題を選

ぶ判断材料を増やすため、課題

に対する考えが出されるたび

に、納得できたかを、学級全体、

もしくは課題を考えた班の生

徒に問い返す。 

14:00 

14:05 

〇決まった課題についての自分の考えをもつ。 

・銀木犀が新しい葉を生やしている話を聞いた後だから、自分

も変わろうと思えたのでは。

・次時への意欲を高めるため、授

業の最後に家庭学習の見通し

を問う。

（4）評価＜A 基準＞

「私」の心情についてさらに多面的な視点から捉えたことや、作者の表現の意図について考

えたことを、教材文の記述を根拠として示して級友に伝えることができる。 

みんなで話し合ってみたいことを出し合い、教材文を根拠に

話し合える次時の課題を決めよう 
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４ 研究授業 3 第２学年 音楽科 

 

単元名 曲想の変化のある曲を創作し、セカンドアルバムを作ろう！ 

 

単元の目標 

・創作に関心をもち、イメージを音楽で表現する学習に主体的に取り組もうとする。 

(音楽への関心・意欲・態度) 

・音色やリズムなどの音楽を形づくっている要素について理解し、イメージと関わらせながら

曲想の変化をつけて表現する。               （音楽表現の創意工夫） 

・音楽表現をするために必要な音の選択や組み合わせなどの技能を身に付ける。（表現の技能） 

 

単元について 

（1）生徒の実態 (男子 10 名 女子 5 名 計 15 名) 

本学級の生徒は意欲的に授業に取り組み、仲間とともに協力して活動する意識をもっている。

この意識をより高めることができるよう、全員の曲が入ったアルバムを作ることを目標とする

ことで、仲間と協力して一つの作品を創り上げる達成感をもたせたい。 

2 年生になってから行われた鑑賞の授業後は、「3 曲目のような曲を作りたい」「鑑賞で学んだ

ことを生かして創作したい」など、意欲的な思いをもった生徒が多く、来年も学級でアルバム

を作ることを目標としている生徒もいる。この創作に対する意欲を持続させていきたい。 

昨年度行った創作「14 人の曲が入ったアルバムを作ろう！」の活動後、アンケートを行った。

「楽譜が読めなくても曲を作れたから」や「初めてだったけれど、うまくできたから」という

理由で、全員が「また創作をやりたい」と答えた。しかし、「前よりも創作が好きになったか」

という問いに対し、「そう思わない（難しかったから）」と答えた生徒もいた。そこで、難しさ

を感じる活動こそ、平易なアプローチで達成できる指導を行い、音楽に親しむ生徒を育成した

い。 

 

（2）音楽科における協同学習 

音楽科の活動では、音楽を表したいイメージに近づけていく過程で、互いの発想や見通しを

伝え合ったり、互いの作品を確かめ合ったりすることで考えが深まっていく。意図的な話し合

いの場を設定することで、他の生徒のよさを自分に取り入れたり、他の生徒の意見や作品から

新しい課題を見つけたりし、表現を工夫して創作することができるようにする。取り組みやす

い題材を扱い、創作に活用できる曲集や伴奏などの資料を用意することで、生徒が自分たちの

力で創作活動を進めることができるようにする。そうすることで、仲間と共に課題に向き合い、

自ら学ぶ生徒が育成できるだろう。 

 

（3）教材について 

創作活動では、表したいイメージと関わらせながら、音色や音の重なり方、リズムなどの音

楽を形づくっている要素の特徴を理解し、それらを生かして表現を工夫することが求められる。

そのため、本単元は、イメージに合わせて音楽を形づくっている要素を使い分け、曲想の変化

をつけることを目標とする。具体的なイメージをもち、そのイメージを表現するために音楽を

形づくっている要素を選んで創作することで、イメージと関わらせて曲想の変化をつけた表現

の工夫ができる生徒を育成したい。また、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽に

親しむことができるようにするため、既習事項である黒鍵の５つの音で構成されたメジャーペ

ンタトニックスケールや、読譜が困難な生徒でも簡単に記譜できる「MuseScore」という楽譜作

成ソフトを活用する。この活動を通じて、表現を工夫する力を身に付け、音楽活動を楽しむ生

徒を育成したい。 
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単元構想図 
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本時の指導 

（1）目標

友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、イメージを表現

するために工夫することができる。 

（2）準備

(教師)単元マップ、音楽を形づくっている要素一覧表

(生徒)筆記用具、イメージマップ、楽譜、音楽ファイル、振り返りシート

（3）展開

時刻 ○学習活動 ○    ・教師支援

10:30 

11:35 

11:00 

○ 本時の目標と流れを確認する。

 

 

 

 

・授業の見通しがもてるようにするため、単元の

授業の始めに「単元マップ」と本時の流れを提

示し、確認する。

・全員が話し合いに参加できるようにするため、

手順の詳細を提示する。

・全員が参加する目的意識をもてるよう、聴き手

全員が、発表者に必ず意見を伝えるよう促す。

・話し合いで見つけた課題をその後の個人思考に

生かせるようにするため、意見を自由にメモで

きる楽譜を用意する。

・自分の力で創作できるよう、３つのフォルダ（楽

器・曲集・伴奏）や要素一覧表、説明付きの資

料を用意する。

・アドバイスを受けた後に自分の曲を改善できる

よう、話し合い後に個人思考の時間を設定する。 

11:13 ・達成感を得ながら次時への意欲を高めるように

するため、課題の達成度合いが分かる振り返り

を活用する。

・考えが深まったことに気付けるよう、「話し合い

をしてできたこと・見つけた課題」を振り返り

の視点にする。

・仲間と高め合えたことを共有するため、振り返

りを伝える時間を設ける。

（4）評価(A 基準)

友達のよい点を真似したり、アドバイスしてもらった点を修正したりして、様々な要素と

イメージを関連させながら表現を工夫することができたか。（活動の様子、振り返り）

話し合いで課題を見つけ、創作しよう。

生徒の反応目標・主発

・春らしい明るさを出すために、ヴァイオ

リンを使っている点がいいね。

・この音をもっと延ばした方がいいかな。

（視聴する）もう少し延ばした方がいい

かも。

補 助 発

【個人思考】創作を始めてください。話し

合いのメモを生かして曲をよりよくして

いきましょう。

【話し合い・評価する】話し合いを始めま
す。流れは前回と一緒です。今日は、後半
のイメージを表現できているかについて
話し合います。自分の曲だけでなく、友達
の曲もよくするために、修正試聴を繰り返
し行い、意見を伝え合いましょう。時間は
一人５分です。それでは筆記用具、イメー
ジマップ、楽譜を持って移動してくださ
い。

振り返りをします。今日の収穫には、「話
し合いをしてできたこと・見つけた課題」
を書きましょう。

・〇〇さんが言ってくれたようにテンポを

速くしたら、激しさが出てきた。

・〇〇さんみたいに伴奏をつけたら、曲に

まとまりが出てきた。

・〇〇さんが言ってくれたように旋律を増

やしたら、イメージに近づいた。

・アドバイスのおかげで曲がよくなったか

ら、次の時間に仕上げられるように頑張

りたい。

【グループ操作タイム】 

①「聴いてほしい部分」に対する意見を

意識して試聴

②「聴いてほしい部分」の修正

③残りの時間は、他の意見をもとに、

修正試聴する

※聴いてほしい部分＝○○の要素を使い、○○

のイメージを表現できているか

※要素＝単元構想図の【要素一覧表】参照 
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 Ⅲ 設楽中学校の取り組みについて 
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設楽中学校の 2 年間の成果と今後 

杉江 修治 

１ 設楽中学校の印象 

2020 年度は、新型コロナの感染広がりによって、日常の生活が大いに乱されることとなった。

2019 年度から続けられてきた設楽中学校の授業研究も、全国で実施された学校の休校措置など

によって計画は大きく変わらざるを得ないところがあったはずである。しかし、2020 年 10 月

29 日の研究発表を迎え、生徒は実に落ちついた学びの姿を見せ、教師集団の意欲も高く、学校

が払った努力には素晴らしいものがあったと感じている。

設楽中学校には、昨年 5 月の第 1 回研修会に初めてうかがって以来、10 回の訪問をした。私

は、年間 50 校ほど、全国の学校に伺っているのだが、各地、教育文化はそれぞれである。私

の印象では、愛知県の教育実践は形にとらわれる傾向が強いのだが、設楽中学校の研修に関わ

って、それが当てはまらないことがすぐに明らかとなった。

まだ 20 代後半、ずいぶん若かったころの経験だが、滋賀県五個荘小学校の実践に、指導教

官に付いて参加した折、教師同士の忌憚のない意見交換が活発になされていたのに出会い、教

師たちの本当の姿を見たという感じをもったことがある。そこでは、若手教師がベテラン教師

にわからないことはわからないときっぱり伝え、激しい議論が交わされていた。協同学習の神

髄は「高め合い」であり、そのためには切磋琢磨も必要となる。率直な意見のやり取りは、教

師としての互いの成長の意欲を信頼し合っていてのことだと感じた。

設楽中学校には若い教師が多い。かれらが研究協議の折、どのような姿を見せるかは、私の

当初の関心事であった。すると、その研究協議では率直な意見が年代を越えてなされているの

に出会えた。教師集団がそのように活発に動ける背景には、学校経営のあり方が大きく関係し

ている。意欲をもった教師集団との出会いに加えて、管理職の懐の深さを同時に感じたのであ

る。

設楽中学校での授業改善は早く進んだ。新学習指導要領が教育の本質に近づいてきており、

合理的な教育が可能になってきたことも手伝い、子ども主体の協同的で深い学びを目指すこと

に迷いがなくなったことが背景要因として大きかったと思うが、2 回目にして生徒の主体的な

学びの動きを実現する授業が提案されるようになっていた。教師が格好をつけた授業ではなく、

生徒が変われる授業をどうするかという、当たり前でありながら、なかなか今の教育現場では

変われない第一番目のハードルを、早々とクリアしたのである。生徒の成長を第一の課題とし、

それに向かう一人ひとりの教師の力量発揮の場として学校経営がなされるのか、それとも従来

の教育文化の枠内にとどまり、小さな修正で良しとするような無難を強いるのかが分かれ道だ

と思う。

２ 小規模校のメリット、デメリット 

山間部の小規模な学校にはメリットとデメリットがある。研修会では、折々に近隣の他校教

師も参加していた。協議の意見交換では、設楽中教員と一体となって熱心に議論していた姿が
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印象に残っている。共有する課題があるために違いない。

小規模校のメリットと思われている、「指導が行き届くこと」はメリットだろうか。小規模校

でこそ教師のやりがいが見つけられるという話を聞かないでもないが、それが、教師にとって

のみのやりがいに基づいていなければいいがと思う。指導が行き届くことは、教師の介入が増

えるということであり、教師が満足するような関わり方では、子どもの自立の学びにつながら

ない可能性が高い。保護者との関係を良好に保つことも、大規模校に比べるとより可能になる

と思うが、教育、特に教科指導については素人の保護者に受け入れられる授業や対応が、本当

に子どものためになっているかどうかの吟味は必要である。優しい、面倒見の良い教師は素人

的には評判は良くなるだろうが、子どもの自立という、かれらの将来に向けた教育という観点

からは必ずしも望ましいとは言えない。

小規模だからこそ、子どもに学びを促す仕掛けを作って子ども主体の授業への挑戦をすべき

だ。子どもの活動を軸に授業が進めば、子どもに学びを任せている間は教師の手が空き、その

時間を本当に困っている子どもに振り向けるという形で、個に応じた必要な働きかけができる。 
また、教師が手をかけることは、子ども同士の交流を不要にしてしまうことにも気づくべき

である。クラスの人数が少なく、多様な人間関係を築くに不利だという側面は否めない。しか

し、協同学習が言う、信頼に支えられた人間関係づくりは、本物の人間関係の経験であり、人

数の多寡は本来的な要因ではない。親身になって支え、支えられる経験は、社会に巣立っても

貴重な経験となり、生きる上での自信の背景となる。小規模校だからということで、教師と子

どもの絆が強調され過ぎると、人間関係の上での重要な学習機会を逃すことになる。

小学校からの人間関係が中学校でも固定されてしまっている、という話もよく聞く。中学生

は、心理的に自立に向かう大きな自己改革の出発点である。子ども自身が模索しながら自分を

発見していく時期である。自立への模索をしていく中で、かれらは互いの人間関係も調整し、

互いの良さを発見し、小学校時代の単純な物差しでの序列を崩していくはずである。学校での

勉強は、実は子どもにとっては大きな関心事であり、その重要な事柄を常に教師が取り回しし

ていたのでは、子どもの人間関係も変化しないのではないだろうか。

若い教師には、小規模校は、生徒に個別にたくさんかかわることができる、教師としての充

実感が味わえる場所だというような、旧来の教育文化に安住することをかれらに経験させない

ほうがよい。もちろん、一人ひとりの子どもの実態が見えることはメリットだが、教師自身の

満足が垣間見えるようなかかわり方には気をつけておかなくてはいけない。

主体的、協同的な学びを追究した設楽中学校の方向性は、小規模校の実践のあり方として、

また若手教師の成長機会として、有意義であるように思う。

３ 設楽中学校の研究について 

10 月 29 日の公開授業は、若手教師であるが故の緊張が見えたが、いかにも公開用に準備し

たものではなく、これまでの成果を素直に出し、参加者からの意見をもらって次につなごうと

いう意図の見えるものだった。形にとらわれるところの少ないものだったと思う。

 この発表会では、「設楽中スタイル」を提案している。私は各校の実践に関わるときには、協

同学習の研究者として参加するのだが、協同学習という名称を普及させたいという考えは毛頭

持っていない。協同学習の理論と実践工夫には、役立つ視点、役立つ技法がたくさんあり、そ
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れを一人ひとりの教師の「個人的学習指導論」を鍛えるのに使ってほしいというスタンスなの

である。学校をあげての研究であれば、教師集団として納得した共通課題に向けて、協同学習

の理論から得たものを応用、統合してもらえばいいのである。

 設楽中学校では、協同学習の理論をとらえ返し、「設楽中スタイル」を提案している。こうい

う実践づくりの構えが望ましいと思う。○○方式を取り入れています、等というアプローチは

感心しないのである。誰かが作った方式をなぞるのでは、教師一人ひとりが心からは納得しな

い。研究期間が終わればその間の経験が霧散してしまう。

 「設楽中スタイル」では主体的な学びを促す工夫として合理的と考える事柄を一貫して提案

している。

・単元マップによって生徒が自ら学びに向かって動ける。

・課題の明確化に努めている。学びの構えづくりの重要さを強調している。

・協同の本質を踏まえ、各教科でその原理がどう生きるかを考えた授業づくりとなっている。

・振り返りを、形式的にではなく、学びの定着、方向づけに使えるよう、その指示の仕方を

工夫している。

その具体的な内容は提案資料に書かれているので参考にされたい。

新学習指導要領への対応で、今どの学校でも難しいのが「教師主導から生徒の自立」への転

換である。子どもを次々に指名して発言させ、そこに教師が補足を施してストーリーを作って

いく。「子どもの思考を紡ぐ」などという言葉があるようだが、紡いでいるのは教師だというこ

とに気づくべきである。「子どもが思考を紡ぐ」のでなくてはいけないのである。

これまでの教育論はほとんどが「教師論」だったことに気づくべきだ。大事なのは「学習論」

である。設楽中が掲げた上の 4 点は、教師論から学習論への転換の有効な視点である。  
設楽中学校には、今回の機会を出発点と位置付けてほしいことを強調したい。今回経験した

新しい挑戦は、同時にこれからの当然の進め方なのだ。新しい方向づけができたということな

のだ。

また、この研究発表会は北設楽地方各校の参加があった。共通課題を持つ地域の実践交流の

意義は大きい。「学校間の協同」を図り、地区の子どもたちの成長支援にさらに挑戦いただけれ

ばと思う。
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仲間と共に課題に向き合い、自ら学ぶ生徒の育成
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